


令和元年7月1日改訂
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【1.8.6】撤去後の補修及び復旧 * 機器等撤去跡の補修等 ※ 図示による ・ （　　　　　　　）
* 撤去後の開口部[床､壁､天井等]の補修方法、仕上げの仕様 1,200以上 補
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※ 図示による ・ 監督職員と協議 ・ （　　　　　　　）
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その他 第
* 仮　　設 * 仮設の方法は施設及び監督職員と協議する。
* 予備品等 * 国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）に記載された「予備品」の 工　事　名 ○○センター電気設備改修工事

1 ,
00
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他、照明器具に用いるランプを種別ごと、大きさ（W）ごとに現用数の３％を具備する。（ただし、端数は切り上げ） １ 注：文字体、サイズ等は 契約工期 令和○○年○○月○○日着手

* 光熱水費 * 建物引き渡しまでの電気、水道、ガス等の料金（基本料金、電気主任技術者委託料を含む）は、協議の上、各工 　　監督職員と調整のうえ 令和○○年○○月○○日完了

事契約者が負担する。 　　決定すること。 発　注　者 豊明市○○○○部○○○○課

* 現場代理人 * 現場代理人においては、契約者との直接的な雇用関係があること。 編 監　理　者 ○○設備設計事務所

* 火災保険等加入 * 電気工事の保険の種類は、火災保険又は組み立て保険とする。 施　工　者 ○○電気設備株式会社

方法等 期間は、工事資材の現場搬入の日から工事目的物の引渡しの日までとする。（特に定めのない限り、 連　絡　先 ○○○－○○○－○○○○

契約上の工事完成期日経過後１４日間とする。）保険金受取人（被保険者）は、契約者とする。
* 事故報告 * 工事施工中に事故が発生した場合には、直ちに監督職員に通報するとともに、事故発生報告書を監督職員に速 　建　設　現　場　標　識　（例） JRA環境整備事業PR看板(例)

　やかに提出すること。
* 工事中の安全管理 * 南海トラフ沿いの大規模な地震発生の可能性が平常時と比べて相対的に高まった旨の「南海トラフ地震に関連 【改修2.2.3】　仮設間仕切り * 仮設間仕切り種別 ・ Ａ種 ・ Ｂ種 ※ Ｃ種 【改修 表2.2.3】

する情報」（臨時）が発表された場合、契約者は、継続的に地震関連情報の収集に努め、工事中の建築物等及び A種､B種の塗装仕上げ ・ 有 ※ 無
仮設物に対し、必要な安全対策措置が実施されているかの確認、及び作業員や必要に応じ第三者に対する安全 一 * 仮設扉 設置箇所 ※ 図示による ・ （　　　　　　　）
の再確認を行うなど、有事に際しての備えを行うこと。 種別 ※合板張り木製扉程度 ・ （　　　　　　　）

* 工事の下請負 * 契約者は、下請負に付する場合には、次の各号に掲げる要件をすべて満たさなければならない。 【改修2.2.4】　工事用電力等 * 既存設備の使用 ・可能 ・不可（発電機等を使用） ・ （　　　　　　　）
第 １）契約者が、工事の施工につき総合的に企画、指導及び調整するものであること。 般

２）下請負者は、当該下請負工事の施工能力を有すること。 2節 土工事
３）下請負者は、建設業法に基づく営業停止の期間中でないこと。  2.2.1 一般事項 * 埋戻し土及び盛土 ※ 根切り土の中の良質土 ・ （　　　　　　　） ・ 図示による 【改修 2.3.1】
４）下請負者が豊明市の競争入札参加資格者である場合には、豊明市指名停止取扱要領に基づく 共
　　指名停止期間中でないこと。 4節 ｺﾝｸﾘｰﾄ工事

１ ５）下請負者は、「豊明市が行う調達契約等からの暴力団排除に関する事務取扱要領」に掲げる排除措置の措置  2.4.1 一般事項 * ｺﾝｸﾘｰﾄ 設計基準強度　 ・18N/? ・ （　　　　　　　） ・ 図示による 【改修 2.5.1】
　　要件に該当しない者であること。 通 スランプ ・15cm ・18cm ・ （　　　　　　　） ・ 図示による

* 施工体制 * 施工体制については「施工体制の適正化に向けての現場点検の手引き（案）」によること。 7節 塗装工事
* 施工体制台帳 * 建設業法第24条の７第１項の規定により作成した施工体制台帳（同項の規定により記載すべきものとされた事  2.7.1 一般事項 * 金属管の塗装箇所：屋内見えがかり部分（機械室、EPS等は除く）の屋内露出配管及び屋外露出配管は 【改修 2.8.1】

　項に変更が生じたことに伴い新たに作成されたものを含む。）の写しを監督職員に提出すること。 事 原則として塗装する。
編 　（公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関する法律第15条） * 塗料の種別、塗り回数 ※ 表2.7.1による（改修は表2.8.1） ・ （　　　　　　　） ・ 図示による

* 施工体系図 * 下請契約を締結する場合においては、下請金額に関わらず施工体系図を作成し、工事現場の工事関係者及び 9節 スリーブ工事
　公衆が見やすい場所（仮囲いなど）に掲示する。 項  2.9.1 一般事項 * スリーブの材料及び仕様 ・図示による ※ 表2.9.1[改修は表2.10.1]による ・ （　　　　　　　） 【改修 2.10.1】

* 各種調査への協力 * 本工事が、発注者が実施する実態調査等の対象工事になった場合は必要な協力をすること。
* 工事費内訳明細書 * 契約約款第3条第1項の規定による「工事費内訳明細書」は、発注者から請求があった時に提出すること。 10節 インサート
* 騒音・振動対策 * ｢建設工事に伴う騒音振動対策技術指針（建設大臣官房技術審議官通達）」及び関連法規の規定を厳守し施工  2.10.1 一般事項 * インサートの許容引抜荷重 ※ 表2.10.1による ・ （　　　　　　　） ・図示による

　する。また、騒音規制法、振動規制法の規制の対象となる作業（特定建設作業）及び下記に指定した建設機械に 【改修2.12.1】　一般事項 * インサート及びアンカーの許容引抜荷重 ※ 表2.12.1による ・ （　　　　　　　） ・図示による
　ついては、「低騒音型、低振動型建設機械の指定に関する規程」（建設大臣告示）により指定された建設機械を使 【改修2.12.3】　あと施工ｱﾝｶｰ * 穿孔 埋め込み配管等の探査の範囲及び方法 （　　　　　　　　） ・図示による

一 　用する。 * 性能確認試験 ・ 行う ・ 行わない * 施工後確認試験 ・ 行う ・ 行わない
作業名： 建設機械名：

* 排出ガス対策型 * 排出ガス対策型建設機械の適用　 ※ 有り ・ なし 【改修】11節　はつり工事
　建設機械 （対象機種：バックホウ、車輪式トラクターショベル、ブルドーザー、発動発電機、空気圧縮機、油圧ユニット、 【2.11.2】 非破壊検査 * 放射線透過検査 ・ 行う ・ 行わない

般 　　　　　　　　ローラー類、ホイルクレーン（いずれもディーゼルエンジン出力7.5～260KW）） 【2.11.3】 穴開け及び補修 * 貫通場所及び口径 （　　　　　　　　） ・図示による
（対象規制値：排出ガス対策型建設機械指定要領（国土交通省総合政策局）の別表１（１次基準値）） 【2.11.4】 溝はつり及び補修 * はつり深さ （　　　　　　　　） ・図示による

* 貨物自動車等の車種 * 工事場所が「自動車ＮＯｘ・ＰＭ法」の規制対象地域内においては、「貨物自動車等の車種規制非適合車の使用 【2.11.5】 開口部補修等 * 補修が必要な箇所 ※図示による 防水箇所の貫通処理方法 （　　　　　　　　） ・図示による
　規制非適合車の使用 　抑制等に関する要綱」（愛知県：http://www.pref.aichi.jp/kankyo/taiki-ka/car/yoko/）に基づき、対象地域外 * 意匠を考慮する場合の仕上げ方法 ※図示による
　抑制等に関する要綱 　からの流入車も含め、車種規制非適合車の使用抑制に努めるものとする。 【改修】13節　基礎工事

共 * 特定特殊自動車の * 契約者は、軽油を燃料とする特定特殊自動車の使用にあたって、燃料を購入して使用するときは、当該特定特殊自 【2.13.1】 一般事項 * 機器用基礎 ・ 新設 ・ 既設再使用 ・ 図示による
　燃料 　動車の製作等に関する事業者または団体が推奨する軽油（ガソリンスタンド等で販売されている軽油をいう）を選択 * 基礎の補修 （　　　　　　　　） ・図示による

　しなければならない。また、監督職員から特定特殊自動車に使用した燃料の購入伝票を求められた場合、提示しな * 既設基礎の解体 周辺機器等の養生 （　　　　　　　　） 防水層等の補修 （　　　　　　　　） ・図示による
　ければならない。 * 既設基礎撤去後の補修及び床面仕上げ （　　　　　　　　） ・図示による
　なお、軽油を燃料とする特定特殊自動車の使用にあたっては、下請負者等に関係法令等を遵守させるものとする。 【改修】14節　仮設備工事

通 * 薬液注入工法 * 薬液注入工法により地盤の改良を行う場合は、「薬液注入工法による建設工事の施工に関する暫定指針」（建設 【2.14.1】 一般事項 * 仮設備を要する期間 （　　　　　　　　　　）
　省事務次官通達）による。 【2.14.3】 仮電源等 * 受変電設備又は発電装置を電源として仮設備する場合 ・ （　　　　　　　） ・図示による

* 石綿含有仕上塗材の * 既存の壁等に対して作業（仕上塗材の除去・補修、コア抜きやアンカーボルト打設作業など仕上塗材の破断を伴う 第 材　　料 * 電線、ケーブル 特記なき電線、ケーブルは原則として環境対策品とすること。

除去・補修、 　全ての作業）をする場合は、既存壁等の石綿含有仕上塗材使用の有無を確認し、石綿が含有されている場合は、除 * 配線器具 配線器具に使用するプレート類は原則として金属製とする。ただし､防水型等の場合はこの限りでない。

既存壁等への作業 　去工法、作業方法等について関係法令所管部局及び監督職員と協議の上、適切な石綿飛散防止措置を講じること。 施　　工 * 照明器具取付方法 蛍光灯照明器具ＦＬ40Ｗ１灯相当（同等重量器具を含む）以上は躯体にインサートを
事 * 建設業退職金共済 * 本工事に関わる自社及び下請負会社の中にこの制度を使用する者がある場合は、同制度に加入し、掛金収納 ２ 使用の上、堅固に取り付ける。

制度 　書を提出しなければならない。制度を使用しない又は証紙を購入しない場合は、理由書等を提出する。 * 予備配管 分電盤から立上り予備配管として、予備の配線用遮断器4個以下の場合は(22)相当を１本、
5個以上の場合(22)相当を2本以上、二重天井内まで立ち上げる。

2章 共通工事 編 * 位置ボックス 1．照明器具で送り配線となるもの及び配線が末端となるものは、位置ボックスを省略してもよい。
1節 仮設工事 * 足場を設ける場合は、「「手すり先行工法に関するガイドライン」について」（平成21年4月24日厚生労働省労働基 2．簡易間仕切に設ける配線器具の位置ボックスは省略してもよい。なお配線器具はそれぞれに

項  2.1.1 一般事項 準局長　基発第0424002号）に規定する「手すり先行工法等に関するガイドライン」により、「働きやすい安心感の 適合した形式のものとする。
【改修2.2.2】　足場その他 ある足場に関する基準」に適合する手すり、中さん及び幅木の機能を有する足場とし、足場の組立て、解体又は 電 3．原則として、外壁部分への取付は避ける。

変更の作業は、「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」の２の（２）手すり据置方式又は２の（３） * 中継ボックス 配管の１区間が30mを超える場合には途中にプルボックス又はジョイントボックスを設ける。
手すり先行専用足場方式により行う。 ボックスの支持は4ヶ所とする。ただし、長辺250㎜以下のボックスは2ヶ所でも良い。

* 屋根面からの墜落事故防止対策として、必要に応じて、JIS A8971（屋根工事用足場及び施工方法）に基づき、建 力 * 地中管路 埋設標は地中管路の曲折箇所、道路横断箇所及び直線部分に設ける。直線部分の場合は
方作業台、渡り廊下、墜落防護さく等の足場及び装備機材を設置する。  30mごとに設ける。ただし、30mに満たないときは、その間に１個とする。

* 内部足場 ・ 表2.2.1 A種からD種のいずれか ・ 単管足場 ・ 枠組足場またはくさび緊結式足場 ・（　　　　　） * 埋設標識シート 高圧配線、低圧幹線、通信用幹線の地中配管に標識シートを設ける。
* 外部足場 ・ 別契約の関係受注者の設置する足場 ・ 枠組足場またはくさび緊結式足場 設

・ 単管本足場 ・ 仮設ｺﾞﾝﾄﾞﾗ ・ 移動式足場 ・ 高所作業車 ・ （　　　　　　　）
設置するシート等 ・ 防護シート（JISA8952） ・ 防護ネット(JISA8960) ・ 防音シート ・ （　　　　　　　）

備

* 監督職員事務所 * ・ 設ける（ 　㎡程度） ・ 既存建物内の一部 ※ 設けない
* 監督職員事務所 * 標準備品 机、いす、書棚、行事予定表、ゴム長靴、雨合羽、保護帽、懐中電灯、寒暖計、安全帯、衣類ロッカー、 工

の備品 契約者加入の電話子機、冷暖房機器、消火器、湯沸器、掃除具
* 選択備品 ・ パソコン ・ プリンター ・ ＦＡＸ ・ 複写機

* 契約者事務所、 * 契約者事務所（設ける場合） ※ 構内（従業員宿舎除く） ・ 構外 事
材料置場その他 材料置場 ※ 構内 ・ 構外
仮設物の設置場所 その他仮設物 ※ 構内（従業員宿舎除く） ・ 構外

* 建設現場標識の設置 * 建設現場標識 ※ 設ける ・ 設けない ・ 他工事と共同設置 工事名 図面の名称 図面番号

* JRA環境整備事業PR看板 *別紙（施工条件の明示）による
電気設備工事特記仕様書　-２

設計図

縮　尺 設計年月
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年度

No.2a No.2b

令和

（仮称） 多世代交流館整備工事 E-002

３

豊明市 行政経営部 公共施設管理室 令和3年2月

国庫補助事業



令和元年7月1日改訂

編 項　　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項 備　　考 編 項　　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項 備　　考

1章 機　　材 5節 低圧スイッチギヤ
4節 照明器具 第  1.5.2 構造一般 * スイッチギヤの形 ・ CX形 ・ CS形 ・ CW形 ・ FW形 ・図示による
 1.4.2 構造一般 * 照明用ポール 配線用遮断機（引外し装置なし） ・ 設置する ・ 設置しない ・図示による  1.5.4 導電部 * 定格電流 （　　　　　　　　） ・図示による 定格短時間耐電流 （　　　　　　　　） ・図示による

カットアウトスイッチ（素通しヒューズ） ・ 設置する ・ 設置しない ・図示による ３
7節 22/33ｋV特別高圧ｽｲｯﾁｷﾞﾔ

6節 照明制御装置 編  1.7.2 構造一般 * スイッチギヤの形 ・ CX形 ・ CW形 ・ PW形 ・ MW形 ・図示による
 1.6.3 統合照明制御
 1.6.3.1 共通事項 * 機器構成　　　　　※図示による　　　　　・（　　　　　　　） 9節 高圧機器
 1.6.3.2 照明監視制御装置 * 表1.6.1において基本機能に追加するもの 【表1.6.1】 受  1.9.1 交流遮断器 * 操作方式 ※図示による ・手動ばね ・電動ばね ・電磁

・図示による ・照明器具個別通信制御 ・調色制御 ・連動制御  1.9.3 高圧進相コンデンサ * 絶縁方式 ※図示による ・油入　　　　・乾式
・強制制御 ・管理機能 電  1.9.4 直列リアクトル * 直列リアクトル ※図示による ・ 油入 ・ モールド

 1.6.3.4 監視操作装置 * 外部出力端子の種別 ・ （　　　　　　　） ・ 図示による * 高調波条件により表1.9.7の最大許容電流値を超過する場合　　　　･（　　　　　　　）　　　・図示による
 1.6.3.7 照明制御器 * 人の通り抜けと滞在を識別した照明器具の光出力又は点滅の制御　　　　・図示による　　　・（　　　　　） 設  1.9.8 高圧負荷開閉器 * 引込柱 ※図示による ・ 避雷器内蔵 ・ 避雷器非内蔵

7節 分電盤 備 12節 絶縁監視装置
 1.7.3 キャビネット * 材質 ※ 図示による ・ 鋼板 ・ ステンレス鋼板  1.12.3 キャビネット * キャビネット ※ 鋼板製 ・ ステンレス鋼板製 ・図示による

第  1.7.6 器具類 * 積算計器 計量法による検定付 ・ 適用する ※ 適用しない 工  1.12.5 性　　能 * 低圧回路の監視性能 絶縁の経時変化の表示 ・ 行う ・ 行わない ・図示による
* 低圧用SPD 低圧用SPDクラスⅡの性能 ※ 表1.7.12による ・ （　　　　　　　） ・図示による

低圧用SPDクラスⅠの性能 ・ （　　　　　　　） ・図示による 事 13節 機材の試験
* 電力計測装置 計測回路数 （　　　　　　　　） ・図示による  1.13.1 試　　験 * キュービクル式配電盤、高圧及び特別高圧スイッチギヤ等の温度上昇性能試験 ・ 行う ・ 行わない

集中監視部 信号回線数、信号種別 ・図示による　　・（　　　　　　　　） 外部出力端子種別（　　　　　　　　）

２ 変成器 定格電流 ・ （　　　　　　　） ・図示による 2章　機　　材
表示器 ・ 設ける ・ 設けない ・図示による 2節　交流無停電電源装置(UPS)

 2.2.1 一般事項 * UPS ・ 常時ｲﾝﾊﾞｰﾀ給電方式 ・ ﾗｲﾝｲﾝﾀﾗｸﾃｨﾌﾞ方式 ・ 常時商用給電方式
9節 ＯＡ盤  2.2.7 性　　能 * 停電補償時間 （　　　　　　　　） ・図示による 温度条件 ※ 25℃ ・ （　　　　　　　）
 1.9.3 キャビネット * 端子盤部の通気口 ・ 設置する（仕様　　　　　　　） ・ 設置しない ・図示による

編 * 端子盤部の冷却用ファン ・ 設置する（仕様　　　　　　　） ・ 設置しない ・図示による 【改修】2節　据付け等
【2.2.4】 機器の取外し、再利用 * 蓄電池の電解液の処理 （　　　　　　　　）

12節 制御盤 第
 1.12.3 キャビネット * 材質 ※ 図示による ・ 鋼板 ・ ステンレス鋼板 ４ 3節　電力平準化用蓄電装置

編  2.3.1 一般事項 * 電力平準機能 ・ ﾋﾟｰｸｼﾌﾄ機能（ ・(2)(ｱ)(a)①　　　・(2)(ｱ)(a)② ） ・ ﾋﾟｰｸｶｯﾄ機能（ ・(2)(ｱ)(b)①　　　・(b)② ）
14節 電気自動車用充電装置  2.3.5 電力平準化用蓄電池 * 電力水準化用蓄電池 ※ リチウム二次電池 ・ 鉛蓄電池 ・ ニッケル水素蓄電池
 1.14.1 一般事項 * 装置種別 ・ 電気自動車用急速充電装置 ・ 電気自動車用普通充電装置（定格電圧：　　　　　　） 電 電力水準化用蓄電池の蓄電池容量、期待寿命、充放電回数、放電時間
 1.14.3 キャビネット * 材質 ※ 図示による ・ 鋼板 ・ ステンレス鋼板 力 ・図示による　　　　・（　　　　　　　　　　　）

電  1.14.4 電力変換装置 * 定格直流電圧 ・（　　　　　　　　） ・図示による 貯 * 補機類 ･（　　　　　　　）　　　　・図示による
 1.14.8 状態警報表示項目 * 移報用の遠方監視用接点 ・ 設ける ・ 設けない ・図示による 蔵  2.3.7 交直変換装置及び * 交流出力電圧 ※ 図示による ・ （　　　　　　　）

設 系統連系保護装置 * 出力電気方式 ※ 図示による ・三相3線式　　　　・単相3線式　　　　・単相2線式
15節 電熱装置 備  2.3.8 計測、状態及び * 遠方監視用接点 ・ 設けない ・ 設ける ・図示による
 1.15.3 発熱線等 * 発熱線 ・ 第2種発熱線 ・ 第4種発熱線 ・図示による 工 警報表示項目

力 事
2章 施　　工 4節　分散電源ｴﾈﾙｷﾞｰﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｼｽﾃﾑ
1節 共通事項  2.4.2 機　　能 * 表2.4.2において基本機能に追加するもの ・ バックアップ機能 ・ 系統安定制御機能 ・ 逆潮流機能
【改修】 1節　共通事項 * 事前確認[表2.1.1において基本機能に追加するもの] * 適用する見える化機能 ・図示による ・ 商用受電電力表示 ・ 負荷電力表示
【2.1.1】　事前確認 配線の確認 ・照明器具 ・ｽｲｯﾁ ・ｺﾝｾﾝﾄ ・ 需要予測表示 ・ 蓄電池運転計画表示 ・ 蓄電池充放電指令

設 機器と開閉器等の対照 ・ｽｲｯﾁ ・ 蓄電池残量表示 ・ 発電電力表示 ・ 運転計画/実績ｸﾞﾗﾌ表示
照明点滅回路の確認 ・ｺﾝｾﾝﾄ ・制御盤 ・ 需要予測/実績ｸﾞﾗﾌ表示 ・ 再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰ発電予測/実績ｸﾞﾗﾌ表示 ・ ﾄﾞﾚﾝﾄﾞｸﾞﾗﾌ表示
制御回路の確認 ・照明器具 ・ｽｲｯﾁ ・ｺﾝｾﾝﾄ

* 照明改修を行う場合の対象室の改修前後の照度､回路電流値の測定箇所、回数　　※図示による　　・（　　　　　） 1章 機　　材
 2.1.1 電線の接続 * 屋外の高圧架橋ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ絶縁ｹｰﾌﾞﾙ相互の接続又は端末処理を行う場合の被覆の伸縮対策 【改修2.1.2】 1節 ディーゼル発電装置

備 ・図示による ・行う　　　　　・行わない  1.1.1 一般事項 * 発電装置の運転時間 ※ 図示による ・ （　　　　　　　　）
 2.1.13 耐震施工 * 横引き管等 免震構造、制震構造等の場合の施工 （　　　　　　　　） ・図示による 【改修2.1.14】 第  1.1.4 原動機 * 性能 排気ガスの排出規制値 （　　　　　　　　） 　

耐震安全性の分類[表2.1.2] ・一般の施設 ※ 特定の施設 * 共通台板 水平震度 （　　　　　　　　）
* 建物引込部の配管の耐震処置 ・（　　　　　　　　）　　　　・ 図示による  1.1.5 配電盤 * 保安装置 外部用端子 ・ 設ける ・ 設けない ・図示による
* 建物のｴｷｽﾊﾟﾝｼﾞｮｲﾝﾄ部の配線 ・標準図第2編の措置を行う ・（　　　　　　　　）　　　　・ 図示による ５ 表1.1.7の*印のうち、適用するもの ・（　　　　　　　　） ・図示による

工  1.1.6 補機附属装置等 * 適用機器等 ・（　　　　　　　　） ・図示による
9節 バスダクト配線 同軸ｹｰﾌﾞﾙ接続ｺﾈｸﾀでJIS C 5412の仕様によらないもの（ﾃﾚﾋﾞ共同受信設備、ﾃﾚﾋﾞ電波障害防除設備以外） * ﾗｼﾞｴｰﾀ、冷却塔等 冷却水 ※ 水道水 ・ （　　　　　　　） ・図示による
 2.9.2 バスダクトの敷設 * 直線部の距離が長い箇所のｴｷｽﾊﾟﾝｼｮﾝﾊﾞｽﾀﾞｸﾄの設置 ・設ける　　　　　・設けない ・図示による 【改修2.10.2】 編 * 主燃料槽等 磁わい式液面検出装置　　　　　　・使用する　　　　・使用しない ・図示による

燃料小出槽 ※ 鋼板製 ・ ステンレス鋼板製 ・図示による
13節 接地 給油ﾎﾞｯｸｽ等 キャビネット ※ ｽﾃﾝﾚｽ鋼板製 ・鋼板製 ・図示による

事  2.13.9 接地線 * C種接地工事又はD種接地工事の接地線の太さ［配線用遮断器等の定格電流が100A以下の場合］ 【改修2.15.9】 磁わい式液面計　　　　　・設ける　　　・設けない ・図示による
・8mm2以上 ・（　　　　　　）　　 ・図示による * 排気ｶﾞｽ処理装置等 原動機の排気ｶﾞｽの窒素酸化物の規制値 ・（　　　　　）以下 ・図示による

 2.13.12 その他 * 大地抵抗率測定用補助接地極の埋設　　　　　　・行う　　　　　・行わない　　　　・図示による 発  1.1.7 燃料等 * 燃料油 軽油 ・ 1号 ・ 2号 ・ 3号 ・ 特3号 ・図示による （JIS K 2204）
重油 ・ 1種（A種）1号 ・ 1種（A種）2号 ・図示による （JIS K 2205）

17節 雷保護設備  1.1.8 配管材料等 * 表1.1.9以外の燃料、冷却水、排気、始動用空気、換気ﾀﾞｸﾄ等の主要配管材料 ･（　　　　　　）　　　・図示による
 2.17.3 引下げ導線 * 溶接による接続 ・行う　　　　・行わない ・図示による 【改修2.19.3】 電
 2.17.4 接地極 * 構造体利用接地極 ※ 図示による ・ （　　　　　　　） 2節 ガスエンジン発電装置

* 大地抵抗率測定用補助接地極の埋設　　　　　　・行う　　　　　・行わない　　　　・図示による  1.2.4 原動機 * 性能 排気ガスの排出規制値 （　　　　　　　　）
設 * 共通台板 水平震度 （　　　　　　　　）

18節 施工の立会い及び試験  1.2.5 配電盤 * 保安装置 外部用端子 ・ 設ける ・ 設けない ・図示による
 2.18.2 施工の試験 * 接地抵抗測定（構造体接地極、環状接地極、網状接地極、基礎接地極の場合） 【改修2.20.2】 表1.2.3の*印のうち、適用するもの （　　　　　　　　）

測定時期　（　　　　　　　） 回数　（　　　　　） ・図示による 備  1.2.6 補機附属装置等 * 適用機器等 ・（　　　　　　　　） ・図示による
* 一般照明の照度測定 ※ 行う ・ 行わない ・図示による * ﾗｼﾞｴｰﾀ、冷却塔等 冷却水 ※ 水道水 ・ （　　　　　　　）
* 総合動作試験【改修工事の場合】 ・ 行う ・ 行わない * 原動機の排気ｶﾞｽの窒素酸化物の規制値 ・（　　　　　）以下 ・図示による

工  1.2.7 燃料等 * 燃料ガス ・ 天然ガス系都市ガス「13A」 ・ 天然ガス系都市ガス「12A」
* 表1.1.9以外の燃料、冷却水、排気、始動用空気、換気ﾀﾞｸﾄ等の主要配管材料 ･（　　　　　　　）　　・図示による

事 3節 ガスタービン発電装置
 1.3.4 原動機 * 一般事項 原動機のエンクロージャ周囲1mにおける運転音 ※ 90dB（A）以下 ・ （　　　　　　　）

* 性能 排気ガスの排出規制値 （　　　　　　　　）
第 1章 機　　材 * 機材 ※ ６ｋV端末処理材はプレハブとする。 ・ （　　　　　　　　　） * 部品等 潤滑油系統の配管に設ける冷却器 ※ 空冷式 ・ 水冷式 ・図示による

３ 1節 ｷｭｰﾋﾞｸﾙ式配電盤 * 共通台板 水平震度 （　　　　　　　　）
編  1.1.3 キャビネット * キャビネット（屋内） ※ 鋼板製 ・ ステンレス製 ・図示による 工事名 図面の名称 図面番号

受 * キャビネット（屋外） ※ 鋼板製 ・ ステンレス製 ・図示による
変  1.1.5 盤内器具類 * 積算計器 計量法による検定付 ・ 適用する ※ 適用しない 電気設備工事特記仕様書　-３

電 設計図

設 2節 高圧スイッチギヤ 縮　尺 設計年月

備  1.2.2 構造一般 * スイッチギヤの形 ・ CX形 ・ CW形 ・ PW形 ・図示による
工  1.2.4 導電部 * 定格電流 （　　　　　　　　） ・図示による 定格短時間耐電流 （　　　　　　　　） ・図示による No　Scale

事 年度

No.3a No.3b

令和

（仮称） 多世代交流館整備工事 E-003

３

豊明市 行政経営部 公共施設管理室 令和3年2月

国庫補助事業



令和元年7月1日改訂

編 項　　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項 備　　考 編 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項 備　　考

 1.3.5 配電盤 * 保安装置 外部用端子 ・ 設ける ・ 設けない  1.3.3 BNCコネクタ * 同軸ｹｰﾌﾞﾙ接続ｺﾈｸﾀでJIS C 5412の仕様によらないもの（ﾃﾚﾋﾞ共同受信設備、ﾃﾚﾋﾞ電波障害防除設備以外）
表1.3.2の*印のうち、適用するもの （　　　　　　　　） 　・（　　　　　　　）　　　　　・図示による

 1.3.6 補機附属装置等 * 主燃料槽等 磁わい式液面検出装置　　　　　　・使用する　　　　・使用しない ・図示による
燃料小出槽 ※ 鋼板製 ・ ステンレス鋼板製 ・図示による 4節 端子盤・機器収納ラック等
給油ﾎﾞｯｸｽ等 キャビネット ※ ｽﾃﾝﾚｽ鋼板製 ・鋼板製 ・図示による  1.4.2 端子盤等 * 屋内用キャビネット ※ 鋼板製 ・ ステンレス鋼板製 ・図示による

磁わい式液面計　　　　　・設ける　　　・設けない ・図示による  1.4.4 端子類 * UTPパッチパネルのモジュラ形の横一連のポート数 ※ 24ポート ・ （　　　　　　　）
* 原動機の排気ｶﾞｽの窒素酸化物の規制値 ・（　　　　　）以下 ・図示による * 光ファイバパッチパネルの光コネクタの横一連のポート数 ※ 12ポート ・ （　　　　　　　）

 1.3.7 燃料等 * 燃料油 灯油 ・ 1号 ・ 2号 ・図示による （JIS K 2203）  1.4.5 通信用SPD * 通信用SPDの性能 ・カテゴリC2　　　　・カテゴリD1　　　･（　　　　　　　）　　　・図示による [表1.4.4]
軽油 ・ 1号 ・ 2号 ・ 3号 ・ 特3号 ・図示による （JIS K 2204） 通信用SPDｶﾃｺﾞﾘD1の性能 ・ （　　　　　　　） ・図示による
重油 ・ 1種（A種）1号 ・ 1種（A種）2号 ・図示による （JIS K 2205） 第

* 燃料ガス ・ 天然ガス系都市ガス「13A」 ・ 天然ガス系都市ガス「12A」 5節 構内情報通信網装置
* 表1.1.9以外の燃料、冷却水、排気、始動用空気、換気ﾀﾞｸﾄ等の主要配管材料 ･（　　　　　　　）　　・図示による  1.5.1 一般事項 * ﾊﾟｹｯﾄ転送能力、ﾌｨﾙﾀﾘﾝｸﾞ能力等の性能、ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ種別及びﾎﾟｰﾄ数　　　　･（　　　　　　　）　　※図示による

* 音声、映像、監視データ等伝送用通信プロトコル ・ （　　　　　　　） ・図示による
4節 ﾏｲｸﾛｶﾞｽﾀｰﾋﾞﾝ発電装置 * PoE PoE方式による電力供給機器 ・ （　　　　　　　） ・図示による
 1.4.1 一般事項 * 発電出力200kw超のﾏｲｸﾛｶﾞｽﾀｰﾋﾞﾝ発電装置の仕様等 ※ 図示による ６ １ポート当たりの電力供給機能 ・ 15.4W ・ 30.0W ・図示による

第 * 運転方式 系統連系しないもの ･（　　　　　　　）　　　　・図示による 電力供給方式 ・ エンドスパン方式 ・ ミッドスパン方式 ・図示による
* 防音パッケージ周囲1mにおける運転音 ※ 70dB（A）以下 ・ （　　　　　　　） * 無線LAN 通信方式 ・ 1：1（対向通信ﾓｰﾄﾞ） ・ N：N（ｱﾄﾞﾎｯｸﾓｰﾄﾞ） ・ 1：N（ｲﾝﾌﾗｽﾄﾗｸﾁｬﾓｰﾄﾞ）

 1.4.3 発電機 * 逆変換装置の出力電気方式 ・ 三相3線式 ・ 三相4線式 ・ 単相3線式 ・ 単相2線式 ・図示による 認証サーバの設置 ・ 設置する ・ 設置しない ・図示による
 1.4.4 原動機 * ﾏｲｸﾛｶﾞｽﾀｰﾋﾞﾝの排熱と蒸気又は排ｶﾞｽ吸収式を組み合わせる場合 ･（　　　　　　　）　　　　・図示による その他の認証、暗号化方式 ･（　　　　　　　　　　）　　　　　・図示による

* 排気ガスの排出規制値 （　　　　　　　　） 編 周波数帯域、最大伝送速度、変調方式等 ･（　　　　　　　　　　）　　　　　・図示による
 1.4.5 制御装置 * 保安装置 外部用端子 ・ 設ける ・ 設けない * 収納架内部に収納するUPS 電圧 ･（　　　　　　　　　　）　　　　　・図示による

５ * 原動機の排気ｶﾞｽの窒素酸化物の規制値 （　　　　　）以下 停電補償時間 ･（　　　　　　　　　　）　　　　　・図示による
* 共通台板 水平震度 （　　　　　　　　）  1.5.2 スイッチ * 基本機能 ｸﾞﾙｰﾌﾟ化　 ｸﾞﾙｰﾌﾟ間の通信方式　（　　　　　　　） ・図示による
* 主燃料槽等 磁わい式液面検出装置　　　　　　・使用する　　　　・使用しない ・図示による ｽｲｯﾁﾝｸﾞ　 ﾊﾟｹｯﾄの遅延時間　（　　　　　　　） ・図示による

燃料小出槽 ※ 鋼板製 ・ ステンレス鋼板製 ・図示による V-LAN　 装置全体で構成可能なｸﾞﾙｰﾌﾟ数　（　　　　　　　） ・図示による
給油ﾎﾞｯｸｽ等 キャビネット ※ ｽﾃﾝﾚｽ鋼板製 ・鋼板製 ・図示による ﾘﾝｸｱｸﾞﾘｹﾞｰｼｮﾝ機能　 束ねる物理的ﾘﾝｸ数 （　　　　　　　） ・図示による

磁わい式液面計　　　　　・設ける　　　・設けない ・図示による ﾏﾙﾁｷｬｽﾄ機能　 対応ﾌﾟﾛﾄｺﾙ （　　　　　　　） ・図示による
編 * 燃料ガス ・ 天然ガス系都市ガス「13A」 ・ 天然ガス系都市ガス「12A」 * 優先制御機能（QoS） ･（　　　　　　　　　　）　　　　　・図示による

* 表1.1.9以外の燃料、冷却水、排気、始動用空気、換気ﾀﾞｸﾄ等の主要配管材料 ･（　　　　　　　）　　・図示による 通 PoE機能 PoE方式による電力供給機器 （　　　　　　　　）
１ポート当たりの電力供給 ・ 15.4W ・ 30.0W ・図示による

5節 燃料電池発電装置 電力供給方式 ・ エンドスパン方式 ・ ミッドスパン方式 ・図示による
 1.5.1 一般事項 * 燃料電池発電装置の仕様等（りん酸形燃料電池以外で出力10Kw以上のもの） ※図示による その他の機能 （　　　　　　　　　　　）

* 運転方式 系統連系しないもの （　　　　　　　　）  1.5.3 ルーター * マルチキャスト機能 ･（　　　　　　　　　　）　　　　　・図示による
* 設置条件（温度） ※ 1.5.1(6)(ｱ)、(ｲ)による ・ （　　　　　　　） ・図示による 信 暗号化機能 ･（　　　　　　　　　　）　　　　　・図示による

 1.5.3 燃料電池装置 * 燃料電池装置の出力電気方式 ・ 三相3線式 ・ 単相3線式 ・図示による * PoE機能 PoE方式による電力供給機器 （　　　　　　　　）
* 制御装置 遠方監視用端子 ・ 設ける ・ 設けない ・図示による １ポート当たりの電力供給 ・ 15.4W ・ 30.0W

表1.5.3の*１印のうち、適用するもの ･（　　　　　　　）　　・図示による 電力供給方式 ・ エンドスパン方式 ・ ミッドスパン方式
発 * 燃料ガス ・ 天然ガス系都市ガス「13A」 ・ 天然ガス系都市ガス「12A」 その他の機能 （　　　　　　　　　　　）

* 表1.1.9以外の燃料、冷却水、排気、始動用空気、換気ﾀﾞｸﾄ等の主要配管材料 ･（　　　　　　　）　　・図示による ・ * WAN接続時プロトコル ･（　　　　　　　　　　）　　　　　・図示による
 1.5.5 ファイヤウォール * ｲﾝﾀﾌｪｰｽの種類､数量､対応可能な同時ｾｯｼｮﾝ数､処理能力､暗号化機能等　　　･（　　　　　　　）　　※図示による

7節 太陽光発電装置  1.5.6 UTM（統合脅威管理） * 各種機能 ･（　　　　　　　）　　　　・図示による
 1.7.1 一般事項 * 太陽光発電装置 ※ 系統連系形 ・ （　　　　　　　） ・図示による  1.5.7 時刻同期装置 * 時刻補正の方式 ･（　　　　　　　）　　　　・図示による

* 自立運転 ・ 行う ・ 行わない ・図示による  1.5.8 ﾈｯﾄﾜｰｸ管理装置 * ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝｼｽﾃﾑの仕様（ﾈｯﾄﾜｰｸ管理ｿﾌﾄｳｪｱ運用装置用） ･（　　　　　　　）　　　　※図示による
電  1.7.2 太陽電池アレイ * 公称出力 ※ 図示による ・ （　　　　　　　） 情 ﾈｯﾄﾜｰｸ管理ｿﾌﾄｳｪｱ運用装置の仕様 ･（　　　　　　　）　　　　※図示による

 1.7.3 接続箱 * 低圧用SPDの性能 ※ 表1.7.2による ・ （　　　　　　　） ・図示による * 基本機能以外のﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ管理機能、RMON機能及びｵｰﾄﾃﾞｨｽｶﾊﾞﾘ機能　　　･（　　　　　　　）　　　　※図示による
 1.7.4 ﾊﾟﾜｰｺﾝﾃﾞｨｼｮﾅ及び * 交流出力電圧 ・ 100V ・ 200V ・図示による  1.5.9 機器収納ﾗｯｸ * ラック内の配線用遮断器 ※ 設けない ・ 設ける ・図示による

系統連系保護装置 * 出力電気方式 ・ 三相3線式 ・ 単相3線式 ・ 単相2線式 ・図示による
* 低圧用SPDの性能 ※ 表1.7.2による ・ （　　　　　　　） ・図示による 6節 構内交換装置
* 計測表示項目の遠方監視用端子 ・ 設ける ・設けない ・図示による 報  1.6.1 一般事項 * 局線 回線種別、使用回線数 ※ 図示による ・ （　　　　　　　　）

設 内線 回線種別、使用回線数 ※ 図示による ・ （　　　　　　　　）
8節 風力発電装置 * 時刻同期装置 ※ 設けない ・ 設ける（時刻補正の方式　　　　　　　　　　） ・図示による
 1.8.1 一般事項 * 定格出力20kw以上の風力発電装置 ※図示による  1.6.2 交換装置 * 局線応答方式 ・図示による ・ 局線中継台方式 ・ 分散中継台方式 ・ ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ方式

* 系統連系 ・ 有 ・ 無 ・ ﾀﾞｲﾚｸﾄｲﾝﾀﾞｲﾔﾙ方式 ・ ﾀﾞｲﾚｸﾄｲﾝﾗｲﾝ方式 ・ 併用（　　　　　　　　　）
 1.8.2 風車発電装置 * 風車のスケール、材質、形状等　　　　・図示による　　　　　･（　　　　　　　） 設 * IP-PBX 呼制御プロトコル ･（　　　　　　　　　　）　　　・図示による

* 機側1mにおける運転音 ※ 80dB（A）以下 ・ （　　　　　　　） * VoIPサーバ 呼の処理能力 ･（　　　　　　　　　　）　　　・図示による 呼制御プロトコル （　　　　　　　　）

備  1.8.3 制御盤 * 移報用の遠方監視用接点 ・ 設ける ・ 設けない ・図示による 機器収納ﾗｯｸに収納する場合、ﾗｯｸ内の配線用遮断器 ※設けない ・ 設ける ・図示による
 1.6.3 電源装置 * 停電補償時間 （　　　　　　　　）

9節 小出力発電装置  1.6.4 局線中継台 * 仕様及び数量 ※ 図示による ・ （　　　　　　　　　　　　　　　）
 1.9.4 小形燃料電池発電装置 * 発電ユニット　　　　出力電圧 ・ 100V ・ 200V ・図示による 備  1.6.5 電話機等 * IP電話機 PC接続ｲﾝﾀﾌｪｰｽ ・ 設ける ・ 設けない ACアダプタの数 （　　　　　　　　）

出力電気方式 ・ 単相2線式 ・ 単相3線式 ・ 三相3線式 PoE機能 1ﾎﾟｰﾄ当たりの電力供給 ・ 15.4W ・ 30.0W
* 燃料ガス ・ 天然ガス系都市ガス「13A」 ・ 天然ガス系都市ガス「12A」 電力供給方式 ・ｴﾝﾄﾞｽﾊﾟﾝ方式 ・ﾐｯﾄﾞｽﾊﾟﾝ方式 その他の機能　　（　　　　　　　　　）

工 * 表1.1.9以外の燃料、冷却水、排気、始動用空気、換気ﾀﾞｸﾄ等の主要配管材料 ･（　　　　　　　）　　・図示による * IPｺｰﾄﾞﾚｽ電話機の基地局及び携帯電話機
通信方式 ・ 1：1（対向通信ﾓｰﾄﾞ） ・ N：N（ｱﾄﾞﾎｯｸﾓｰﾄﾞ） ・ 1：N（ｲﾝﾌﾗｽﾄﾗｸﾁｬﾓｰﾄﾞ）

10節 機材の試験 工 認証サーバの設置 ・ 設置する ・ 設置しない
 1.10.1 発電装置の試験 * 原動機の試験　　ｶﾞｽﾀｰﾋﾞﾝ、ﾏｲｸﾛｶﾞｽﾀｰﾋﾞﾝ以外で1.10.1.2(ｲ)(f)?の過負荷試験を除く原動機　　（　　　　　　　　） その他の認証、暗号化方式 ･（　　　　　　　　　　）　　　　・図示による

* 配電盤の試験　　ｷｭｰﾋﾞｸﾙ式配電盤､高圧及び特別高圧ｽｲｯﾁｷﾞﾔ等の温度上昇性能試験　　　・行う　　・行わない 周波数帯域、最大伝送速度、変調方式等 ･（　　　　　　　　　　）　　　　　・図示による
* 冷却水ポンプ及び冷却塔の試験 試験を指定された機材　（　　　　　　　　）  1.6.7 ﾎﾞﾀﾝ電話装置 * 局線応答方式 ・ 分散中継台方式 ・ ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ方式 ・ ﾀﾞｲﾚｸﾄｲﾝﾀﾞｲﾔﾙ方式

事 ・ ﾀﾞｲﾚｸﾄｲﾝﾗｲﾝ方式 ・ 併用（　　　　　　　　　） ・図示による
2章 施　　工 事 * IP電話を接続できるﾎﾞﾀﾝ電話装置 IP-PBXの呼制御プロトコル （　　　　　　　　）
【改修】1節　共通事項
【2.1.1】　事前確認 * ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ､ｶﾞｽｴﾝｼﾞﾝ､ｶﾞｽﾀｰﾋﾞﾝ､ﾏｲｸﾛｶﾞｽﾀｰﾋﾞﾝ発電設備の表2.1.1以外の事前確認項目の適用 7節 情報表示装置

発電機の取付け取外し工事 ・動作の確認  1.7.2 マルチサイン装置 * 操作制御部 スキャナ ・ 設ける ・ 設けない ・図示による
原動機の取付け取外し工事 ・動作の確認　　　　　　　　　 * LED表示盤 外箱 ※ 鋼板製 ・ ｽﾃﾝﾚｽ鋼板製
配電盤の取付け取外し工事 ・細部の確認 画素ﾋﾟｯﾁ、画面ｻｲｽﾞ、輝度、表示画像、全画面ﾄﾞｯﾄ数等の性能　　　･（　　　　　　　）　　※図示による
補機附属装置の取付け取外し工事 ・動作の確認  1.7.3 出退表示装置 * 制御装置、中継増幅器の外箱 ・埋込みとしない ・埋込みとする ・図示による
配線の改修及び更新工事 ・機能の確認 ・動作の確認 * 出退表示盤がLED式の場合の外箱 ※ 鋼板製 ・ 合成樹脂製 ・図示による

* 負荷運転状態における細部の確認を行うもの  1.7.4 時刻表示装置 * 親時計の時刻補正の方式 （　　　　　　　　　　） ・図示による
・ 始動用蓄電池 ・ 始動用空気圧縮機 ・ 始動補助装置 ・ 保安装置 ・ 調速機 ・ （　　　　　　　） 親時計の時刻同期装置 ※ 設けない ・ 設ける（時刻補正の方式　　　　　　　　　　） ・図示による

* 太陽電池式ﾎﾟｰﾙ形屋外時計 内照式時計の点灯時間（　　　　　） 点灯保証日数[不日照時]　（　　　　）日
1節 ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ発電設備、ｶﾞｽｴﾝｼﾞﾝ発電設備、ｶﾞｽﾀｰﾋﾞﾝ発電設備及びﾏｲｸﾛｶﾞｽﾀｰﾋﾞﾝ発電設備の据付け 電波による時刻補正の方式（　　　　　　　　　　） ・図示による
 2.1.7 配管等 * 配管一般 横引き配管 免震構造、制震構造等の場合の施工　　･（　　　　　　　）　　・図示による 【改修2.2.7】

表2.1.2における耐震安全性の分類 ※一般の施設 ・特定の施設 【改修 表2.2.1】 工事名 図面の名称 図面番号

* 排気系統配管 排気管の断熱材（屋内） ※ ﾛｯｸｳｰﾙ等厚さ75㎜以上 ・ （　　　　　　　） ・図示による 【改修 表2.2.2】
電気設備工事特記仕様書　-４

7節 施工の立会及び試験 設計図

 2.7.6 風力発電設備の試験 * 表2.7.5「施工の試験」の*印のうち、適用するもの （　　　　　　　　） 縮　尺 設計年月

第 1章 機　　材 No　Scale

６ 3節 配線器具 年度

編  1.3.2 光コネクタ * 光ファイバ接続コネクタ　　　・（　　　　　　　　）　　　・図示による
No.4a No.4b

令和

（仮称） 多世代交流館整備工事 E-004

３

豊明市 行政経営部 公共施設管理室 令和3年2月

国庫補助事業



令和元年7月1日改訂

編 項　　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項 備　　考 編 項　　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項 備　　考

8節 映像・音響装置 22節 駐車場管制設備
 1.8.3 スピーカ * 集合形ｽﾋﾟｰｶ 各スピーカの性能、キャビネットの材質形状等　　　　･（　　　　　　　）　　　※図示による  2.22.2 機器の取付け * 光線式検知器 2組の投受光器の間隔、取付け高さ ・（　　　　　　　　　　）　　　　・図示による 【改修2.23.2】
 1.8.5 スクリーン * 透過型ｽｸﾘｰﾝ 光学加工を施す場合の形状等 ・（　　　　　　　　）　　　・図示による 第 * 超音波ｾﾝｻ式検知器 2個以上設置する場合の設置間隔 ・（　　　　　　　　　　）　　　　・図示による
 1.8.6 その他の機器 * ﾜｲﾔﾚｽﾏｲｸ ・ 電波式（　・ｱﾅﾛｸﾞ方式　　・ﾃﾞｼﾞﾀﾙ方式　） ・ 赤外線式 ・図示による ６ 28節 施工の立会い及び試験

* ｵｰﾃﾞｨｵﾚｺｰﾀﾞ 記憶容量 ※ 8時間以上録音 ・（　　　　　　　） ・図示による 編  2.28.2 施工の試験 * 映像･音響設備に行う試験
* Blu-ray/DVDﾌﾟﾚｰﾔ・ﾚｺｰﾀﾞ 記憶容量 ※ 8時間以上録画 ・（　　　　　　　） ・図示による ・ ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽ試験 ・ 残響時間試験 ・ 伝送周波数特性試験 ・ 音圧分布試験

9節 拡声装置 1章 機　　材
 1.9.4 その他の機器 * アナウンスレコーダにプログラムタイマを附属（外部接続）する場合 1節 共通事項

外部時刻同期装置 ※ 設けない ・ 設ける（時刻補正の方式　　　　　　　　　　） ・図示による  1.1.1 一般事項 * 中央監視制御装置の信号入出力条件（標準図第6編「中央監視制御設備工事」以外） （　　　　　　　　）
* FM用アンテナの材質 （　　　　　　　　） ・図示による

2節 警報盤
第 10節 誘導支援装置  1.2.1 一般事項 * 信号の伝送方式 ･（　　　　　　　）　　　　・図示による

 1.10.2 音声誘導装置 * 検出部 検出方式 （　　　　　　　　） ・図示による
 1.10.4 ﾃﾚﾋﾞｲﾝﾀｰﾎﾝ * 撮像範囲を調整する機能（親機） ・ 設ける ・ 設けない ・図示による 第 3節 簡易形監視制御装置

撮像範囲を調整する機能（子機） ・ 設ける ・ 設けない ・図示による ７  1.3.1 一般事項 * 簡易形監視制御装置の機能[表1.3.1において基本機能に追加するもの] ･（　　　　　　　）　　　　・図示による
 1.10.5 外部受付用ｲﾝﾀｰﾎﾝ * 撮像範囲を調整する機能（親機） ・ 設ける ・ 設けない ・図示による 編  1.3.2 監視操作装置 * 機器構成 ･（　　　　　　　）　　　　・図示による

６  1.10.6 ﾄｲﾚ等呼出装置 * 通話機能　　　　　　・設ける　　　　・設けない ・図示による  1.3.4 記録装置 * 帳票用印字装置 ･（　　　　　　　）　　　　・図示による

11節 ﾃﾚﾋﾞ共同受信装置 4節 監視制御装置
 1.11.1 一般事項 * 通信用SPDを設置する場合のSPD性能　　･ｶﾃｺﾞﾘC2　　・ｶﾃｺﾞﾘD1（性能　　　　　）　　　･（　　　　　）　　･図示による  1.4.1 一般事項 * 監視制御装置機能[表1.3.1において基本機能に追加するもの] ･（　　　　　　　）　　　　・図示による
 1.11.3 ｱﾝﾃﾅ及びｱﾝﾃﾅﾏｽﾄ * UHFアンテナ ※全帯域用　　　　･（　　　　　　　） 中  1.4.2 監視操作装置 * 監視操作装置の機器構成 ･（　　　　　　　）　　　　・図示による

編  1.11.4 機器収容箱 * 屋内用キャビネット ※ 鋼板製 ・ ステンレス鋼板製 ・図示による 央 * キャビネットに組込む場合のキャビネットの外観、構造等 ※ 図示による ・ （　　　　　　　　）
監 * プログラムタイマ機能の精度 ※ 月差60秒以下 ・ （　　　　　　　）

12節 ﾃﾚﾋﾞ電波障害防除装置 視  1.4.4 記録装置 * 帳票用印字装置の印字方式 ・ｲﾝｸｼﾞｪｯﾄ式　　　・写真式（・ﾚｰｻﾞｰ式　　　・LED式）　　　　･（　　　　　　　）
 1.12.3 ﾍｯﾄﾞｴﾝﾄﾞ、機器収容 * 機器収容箱（屋内） ※ 鋼板 ・ ステンレス鋼板 ・図示による 制

箱等 * 機器収容箱（屋外） ・合成樹脂製　　　・アルミダイキャスト製　　　・鋳鉄製　　　・鋼板製　　　　・図示による 御 2章 施　　工
 1.12.4 アンテナマスト * UHFアンテナ ※全帯域用　　　　･（　　　　　　　） 設 2節 配　　線

備  2.2.1 配　　線 * 最大使用電圧が60Vを超える回路に用いる場合
13節 監視カメラ装置 工 屋外の高圧架橋ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ絶縁ｹｰﾌﾞﾙの接続又は端末処理を行う場合の被覆の伸縮対策 ・（　　　　　　　）
 1.13.1 一般事項 * 伝送方式 ・ｱﾅﾛｸﾞ伝送方式　　　・ﾈｯﾄﾜｰｸ伝送方式　　　・ﾃﾞｼﾞﾀﾙ同軸伝送方式　　　・併用方式（　　　　　　　　） 事 横引き管等 免震構造、制震構造等の場合の施工 （　　　　　　　　） ・図示による

通信ﾌﾟﾛﾄｺﾙ（ﾈｯﾄﾜｰｸ伝送方式の場合） ※ TCP/IP ・ （　　　　　　） ・図示による 耐震安全性の分類（表2.1.2） ※ 一般の施設 ・ 特定の施設
* 通信用SPDを設置する場合　　※ｶﾃｺﾞﾘC2　 　※ｶﾃｺﾞﾘD1（性能　　　　　　　）　　　･（　　　　　　　）　　・図示による 建物引込部の配管の耐震処置 ・（　　　　　　　　）　　　　・ 図示による

通 * ﾌｧｲﾔｳｫｰﾙを設ける場合 建物のｴｷｽﾊﾟﾝｼﾞｮｲﾝﾄ部の配線 ・標準図第2編の措置を行う ・（　　　　　　　　）　　　　・ 図示による
ｲﾝﾀﾌｪｰｽの種類､数量､対応可能な同時ｾｯｼｮﾝ数､処理能力､暗号化機能等　　　･（　　　　　　　）　　※図示による 直線部の距離が長い箇所のｴｷｽﾊﾟﾝｼｮﾝﾊﾞｽﾀﾞｸﾄの設置 ・設ける　　　　　・設けない ・図示による

* UTMを設ける場合 各種機能 ・（　　　　　　　　）　　　　・図示による C種接地工事又はD種接地工事の接地線の太さ［配線用遮断器等の定格電流が100V以下の場合］
 1.13.2 カメラ * レンズ交換形 レンズの区分、機能等 （　　　　　　　　）　　　　・図示による ・表2.15.2による ・8㎜以上 ・（　　　　　　）　　 ・図示による

* レンズ一体形 レンズの区分、機能等 （　　　　　　　　）　　　　・図示による 大地抵抗率測定用補助接地極の埋設　　　　　　・行う　　　　　・行わない　　　　・図示による
信 * カメラへの電源供給方式 （　　　　　　　　）　　　　・図示による

 1.13.3 モニタ装置 * カラーモニタの解像度 （　　　　　　　　）　　　　・図示による 2章 非接地電源用分電盤等
 1.13.4 録画装置 * ﾃﾞｼﾞﾀﾙ記憶媒体の容量 （　　　　　　　　）　　　　・図示による 1節 機　　材

* 時刻補正の方式 （　　　　　　　　）　　　　・図示による 第  2.1.2 非接地電源用分電盤 * ｷｬﾋﾞﾈｯﾄの材質 ※ 鋼板 ・ ステンレス鋼板 ・ 図示による
* ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾚｺｰﾀﾞの録画条件 （　　　　　　　　）　　　　・図示による ８ * 電流監視装置 分岐回路に流れる電流の監視 ・ 行う ・ 行わない ・ 図示による

・  1.13.5 その他の機器 * 耐候形ハウジングに取り付けられるようにするもの ・ ﾜｲﾊﾟ ・ ﾃﾞﾌﾛｽﾀ ・ ﾋｰﾀ ・ ﾌｧﾝ 編
* 旋回装置付ｶﾒﾗ レンズの区分、機能等 （　　　　　　　　）　　　　・図示による 3章 ナースコール設備

カメラへの電源供給方式 （　　　　　　　　）　　　　・図示による 医 1節 機　　材
* ﾈｯﾄﾜｰｸ伝送方式における機器の監視操作部 画面分割数 （　　　　　　　　）　　　　・図示による 療  3.1.2 基本形ﾅｰｽｺｰﾙ装置 * 水気のある場所に設置する呼出押しﾎﾞﾀﾝの性能 ・ 防滴性能 ・ 防湿性能 ・ 図示による

関  3.1.3 携帯形ﾅｰｽｺｰﾙ装置 * 構内PHS方式 （　　　　　　　　） ・ 図示による
情 14節 駐車場管制装置 係 * 小型携帯用主装置 （　　　　　　　　） ・ 図示による

 1.14.2 管制盤 * 屋内用キャビネット ※ 鋼板製 ・ ステンレス鋼板製 ・図示による 設  3.1.4 情報表示形ﾅｰｽｺｰﾙ * 情報表示形親機の形式 ・ 卓上形 ・ 壁掛形 ・ 自立形 ・ 図示による
* カウンタ制御の機能の有無 ・あり ・なし ・図示による 備 装置 * 水気のある場所に設置する呼出押しﾎﾞﾀﾝの性能 ・ 防滴性能 ・ 防湿性能 ・ 図示による

 1.14.5 発券機 * 屋内用キャビネット ※ 鋼板製 ・ ステンレス鋼板製 ・図示による 工  3.1.5 病床ユニット * 病床ﾕﾆｯﾄの仕上げ材質 ※ 金属製 ・ 樹脂製 ・ 図示による
* 発行券 ・ 磁気式 ・ ICカード式 ・（　　　　　　　） ・図示による 事

報 * 発券方式 （　　　　　　　　） ・図示による 4章 施工の試験
 1.14.7 カードリーダ * 屋内用キャビネット ※ 鋼板製 ・ ステンレス鋼板製 ・図示による  3.4.1 施工の試験 * ナースコール装置等のオプション等の試験 （　　　　　　　　　　　）

* 携帯型ナースコール装置のオプション等の試験　 （　　　　　　　　　　　）
15節 防犯・入退室管理装置 ○ 本設計図、共通仕様書及 * 局部震度法による建築設備機器（水槽類を除く）の設計用標準水平震度（ＫＳ） 本表は建築物の構造体が鉄

 1.15.1 一般事項 * 機器の時刻補正の方式 （　　　　　　　　） ・図示による び標準図に記載されたも 耐震安全性の分類 筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造、鉄骨造のもの

設  1.15.2 制御装置 * 表1.15.1において基本機能に追加するもの のの他は営繕工事におけ 設　置　場　所 ※　特定の施設 ・　一般の施設 に適用する。

・遠隔施解錠制御 ・スケジュール設定、制御 ・記録機能 ・照明、空調制御 る耐震性強化指針 重要機器 一般機器 重要機器 一般機器 上層階は、2～6階建の場合

・防災、防犯等ｲﾝﾃｸﾞﾚｰｼｮﾝ機能 ・停電時ｼｽﾃﾑﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ機能 ・図示による による。 上層階、屋上及び塔屋 2.0 (2.0) 1.5 (2.0) 1.5 (2.0) 1.0 (1.5) は最上階、7～9階建の場合

 1.15.3 認識部 * 認識方法 （　　　　　　　　） ・図示による 中間階 1.5 (1.5) 1.0 (1.5) 1.0 (1.5) 0.6 (1.0) は上層2階、10～12階建の

* ﾊﾞｲｵﾒﾄﾘｯｸｽ照合装置のﾊﾞｲｵﾒﾄﾘｯｸｽ情報の区別、機能等 ・図示による ･（　　　　　　　） そ １階及び地下階 1.0 (1.0) 0.6 (1.0) 0.6 (1.0) 0.4 (0.6) 場合は上層3階、13階建以

備  1.15.4 その他の機器 * ｾｷｭﾘﾃｨｹﾞｰﾄ 通過処理能力 ･（　　　　　　　） ・図示による （注）（　　）内の数値は防振支持の機器の場合に適用する。 上の場合は上層4階。

通路幅の構造、材質等 ・図示による ･（　　　　　　　） * 局部震度法による水槽類の設計用標準水平震度（ＫＳ） 中間階は、地下階、１階を除

車椅子の通行可能機能 ・ 有 ・ 無 耐震安全性の分類 く各階で上層階に該当しない

設　置　場　所 ※　特定の施設 ・　一般の施設 もの。（平屋建は１階と屋上で

16節 自動火災報知装置 重要機器 一般機器 重要機器 一般機器 構成され中間階はなし）

工  1.16.1 一般事項 * 通信用SPDを設置する場合　　※カテゴリC2　　　※カテゴリD1（性能　　　　　　　）　　･（　　　　　　　）　・図示による の 上層階、屋上及び塔屋 2.0 1.5 1.5 1.0 設置場所の区分は機器を支

 1.16.4 副受信機・表示装置 * 液晶ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ 画面ｻｲｽﾞ、表示色数、形式等 ※ 図示による ・ （　　　　　　　） 中間階 1.5 1.0 1.0 0.6 持している床部分にしたがっ

１階及び地下階 1.5 1.0 1.0 0.6 て適用する。

18節 非常警報装置
 1.18.1 一般事項 * 緊急地震放送　　　　　・行う　　　　　・行わない　　　　　　・図示による *　重要機器 水槽類にはｵｲﾙﾀﾝｸ等を含む。

事 受変電設備機器、自家発電設備機器、 危険物関係機器、 　火気使用機器、（除、ガス瞬間湯沸器等）

19節 ｶﾞｽ漏れ火災警報装置 他 直流電源機器、通信機器、電話交換機器、 危険物用防災機器 　第１種圧力容器、高圧ガス機器、油槽類

 1.19.3 副受信機 * 液晶ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ 画面ｻｲｽﾞ、表示色数、形式等 ※ 図示による ・ （　　　　　　　） 給水装置、排水装置、重要な空調 避難用機器、 　１０５ｋＷ以上の冷凍機、冷却塔、貯湯槽

熱源機器、中央監視制御機器 防災機器 　大型水槽類、特殊ガス容器等

2章 施　　工
【改修】1節　共通事項 * 上記の他、上記を機能させるために必要な補器類、施設特性により重要とされるもの及び特に指定するもの。　　（　　　　　　　　）

【2.1.1】 事前確認 * 端末機器等の取付け取外し工事の事前確認の適用 ・配線の確認 ・端末機器等と主装置等の対照
【2.1.14】 主装置等の更新 * 主装置等に接続されている電線収容物、ｹｰﾌﾞﾙ保護物が撤去に支障がある場合の取扱い ※図示による
【2.1.16】 自動火災報知設備 * R型受信機の設定　　　　　※図示による　　　　･（　　　　　　　） 工事名 図面の名称 図面番号

等の改修
電気設備工事特記仕様書　-５

19節 テレビ共同受信設備 設計図

 2.19.3 受信調査 * 受信調査を行うチャンネル （　　　　　　　　　　）　　　　・図示による 【改修2.21.3】 縮　尺 設計年月

20節 ﾃﾚﾋﾞ電波障害防除設備 No　Scale

 2.20.2 事前調査 * 事前調査を行う箇所数 （　　　　　　　　） 調査を行うチャンネル （　　　　　　　　） 年度

No.5a No.5b

令和

（仮称） 多世代交流館整備工事 E-005

３

豊明市 行政経営部 公共施設管理室 令和3年2月

国庫補助事業



令和元年7月1日改訂

編 項　　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項 備　　考 編 項　　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項 備　　考

○ 特定建設資材の再資源化等 東洋ゴム化工品㈱及び 　受注者は、東洋ゴム化工品(株)、ニッタ化工品(株)で製造された製品や材料（以下、ゴム製品等とする。）を用いる場合には、
　建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律{（平成12年法律第104号）以下「建設リサイクル法」という。｝に基づき、特定建設資材の分別解体等及び再資源化 ニッタ加工品㈱で製造され 同社が製造するゴム製品等に対して請負者が指定した第三者（東洋ゴム化工品(株)、ニッタ化工品(株)と資本面・人事面で
等の実施について適正な措置を講ずることとする。 そ た製品・材料を用いる場合 関係がない者）によって作成された品質を証明する書類を提出し、監督職員の確認を得るものとする。
　なお、本工事における特定建設資材の分別解体等・再資源化等については、別表1又は2、及び3の積算条件を設定しているが、工事請負契約書の「解体工事に要す 　なお必要な品質証明書は、以下の試験及び検査において、製品に応じて必要な規格について取得するものとする。
る費用」等に定める事項は契約締結時に発注者と受注者の間で確認されたものであるため、発注者が積算上条件明示した別表の事項と別の方法であった場合でも変 試験名 計測項目
更の対象としない。ただし、現場条件の変更等、受注者の責によるものではない事項については、この限りでない。また、受注者は、特定建設資材の分別解体等・再資 の 通常状態での試験（常態試験） 硬さ、比重、引張強度、伸び

そ 源化等が完了したときは、建設リサイクル法第18条第１項に基づく報告として、監督職員に「再資源化等報告書」を提出すること。 熱老化試験 熱老化前後での変化率（硬さ、比重、
「再資源化等報告書」は、建設企画課のﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞhttp://www.pref.aichi.jp/kensetsu-kikaku/gijyutsu/kijyun.html[建築工事事務の手引・同様式]から入手可能。 引張強度、伸び）

（注）別表4については積算上の条件明示であり、処理施設を指定するものではない。なお受注者の提示する施設と異なる場合においても、設計変更の対象としない。 他 圧縮永久ひずみ試験 圧縮による残留歪み
製品検査 外観、寸法、性能

の * 別表１　建築物に係る解体工事 * 別表２　建築物に係る新築工事等（新築・増築・修繕・模様替）
工
程
毎
の
作
業
内
容
及

び
解
体
方
法

　　　　　　工　　　　程   作業内容 　　　分別・解体等の方法 工
程
ご
と
の
作
業
内
容
及
び

解
体
方
法

　　　　　工　　　程 作業内容 　　　　　分別・解体等の方法 　ただし、第三者による品質証明書類を提出し監督職員の確認を得た場合であっても、後に製品不良等が判明した場合に
・ 建築設備、内装材等 ・　有 ・　無 ・　手作業 ・　手作業と機械作業の併用 ・ 造成等 ・　有 ・　無 ・　手作業 ・　手作業と機械作業の併用 受注者の瑕疵担保責任が免責されるものではない。
・ 屋根ふき材 ・　有 ・　無 ・　手作業 ・　手作業と機械作業の併用 ・ 基礎、基礎ぐい ・　有 ・　無 ・　手作業 ・　手作業と機械作業の併用

他 ・ 外装材、上部構造部材 ・　有 ・　無 ・　手作業 ・　手作業と機械作業の併用 ・ 上部構造部分、外装 ・　有 ・　無 ・　手作業 ・　手作業と機械作業の併用

・ 基礎、基礎ぐい ・　有 ・　無 ・　手作業 ・　手作業と機械作業の併用 ・ 屋根 ・　有 ・　無 ・　手作業 ・　手作業と機械作業の併用

・ その他（　　　　　　　　） ・　有 ・　無 ・　手作業 ・　手作業と機械作業の併用 ・ 建築設備、内装等 ・　有 ・　無 ・　手作業 ・　手作業と機械作業の併用

・ その他（　　　　　　　　） ・　有 ・　無 ・　手作業 ・　手作業と機械作業の併用

* 別表３　建築物以外のものに係る解体工事又は新築工事等（外構・工作物等）
工
程
毎
の
作
業
内
容
及
び

解
体
方
法

　　　　　　工　　　　程   作業内容 　　　分別・解体等の方法 * 別表４　再資源化等をする施設の名称及び所在地
・ 仮設 ・　有 ・　無 ・　手作業 ・　手作業と機械作業の併用 　　　廃棄物の種類 　　　施設の名称 　　所　     在　     地

・ 土工 ・　有 ・　無 ・　手作業 ・　手作業と機械作業の併用 ・ ｺﾝｸﾘｰﾄ

・ 基礎 ・　有 ・　無 ・　手作業 ・　手作業と機械作業の併用 ・ 鉄及びｺﾝｸﾘｰﾄから成る建設資材

・ 本体工事 ・　有 ・　無 ・　手作業 ・　手作業と機械作業の併用 ・ｱｽﾌｧﾙﾄ・ｺﾝｸﾘｰﾄ

・ 本体付属品 ・　有 ・　無 ・　手作業 ・　手作業と機械作業の併用 ・ 木材

・ その他（　　　　　　　　） ・　有 ・　無 ・　手作業 ・　手作業と機械作業の併用

電  気  設  備  工  事  指  定  資  材

* 電線管 波付硬質合成樹脂管（FEP）及びポリエチレン被覆鋼管は、JIS規格適合品を使用すること。

分　　　類 指　　定　　資　　材 適  　用  　範  　囲 品　　　質　　　性　　　能　　　基　　　準

照明類 蛍光灯用の安定器 高周波点灯専用形蛍光灯電子安定器 評価名簿登載品

蛍光灯器具 評価名簿登載品

LED照明器具（一般屋内用に限る。） 評価名簿登載品（★１）

LED照明器具（屋外用） ★１のＬＥＤ照明器具(一般屋内用に限る。)の評価名簿登載品メーカーの製品

照明制御装置 評価名簿登載品

可変速運転用ｲﾝﾊﾞｰﾀ装置 評価名簿登載品

非常用照明器具 (一財)日本建築センターの防災性能評定マークが貼付されたもの　または、

(一社)日本照明工業会のJIL適合マークが貼付されたもの

誘導灯 （社）日本電気協会（誘導灯審査委員会）の認定証票が貼付されたもの

電線類 耐火・耐熱電線 社団法人電線総合技術センター（ＪＥＣＴＥＣ）の認定を受けたもの

盤類 分電盤（実験盤を含む） 評価名簿登載品

制御盤 評価名簿登載品

消防防災用制御盤 (一財)日本消防設備安全センターの認定証票が貼付されたもの

キュービクル式配電盤 評価名簿登載品

高圧スイッチギヤ（CW形） 評価名簿登載品

高圧スイッチギヤ（PW形） 評価名簿登載品

高圧機器 高圧交流遮断器 評価名簿登載品（★２）

高圧進相コンデンサ 評価名簿登載品

高圧限流ヒューズ 評価名簿登載品

高圧負荷開閉器 評価名簿登載品

高圧変圧器（特定機器） 評価名簿登載品

高圧避雷器 評価名簿登載品

電磁開閉器類 電磁開閉器、接触器 ★２の遮断器類の評価名簿登載メーカーの製品

絶縁監視装置 高圧回路の絶縁監視装置 評価名簿登載品

　　 低圧回路の絶縁監視装置 評価名簿登載品

蓄電池 ベント形据置鉛蓄電池 評価名簿登載品

制御弁式据置鉛蓄電池 評価名簿登載品

据置ﾆｯｹﾙ・ｶﾄﾞﾐｳﾑｱﾙｶﾘ蓄電池 評価名簿登載品

ｼｰﾙ形ﾆｯｹﾙ・ｶﾄﾞﾐｳﾑｱﾙｶﾘ蓄電池 評価名簿登載品

直流電源装置 消防設備用 蓄電池設備認定委員会の認定証票が貼付されたもの

交流無停電電源装置 簡易型を除く 評価名簿登載品

自家発電装置 (一社)日本内燃力発電設備協会の認定証票が貼付されたもの

太陽光発電装置 ﾊﾟﾜｰｺﾝﾃﾞｨｼｮﾅ及び系統連系保護装置 評価名簿登載品

通信設備 構内交換装置 交換機、主装置、電話機 (一財)電気通信端末機器審査協会の認定表示があるもの

監視カメラ装置 評価名簿登載品

自動火災報知装置 感知器、発信器、中継器、受信機 日本消防検定協会の検定合格証票が貼付されたもの

自動閉鎖装置 連動制御盤、自動閉鎖装置 (一財)日本建築センターの防災性能評定マークが貼付されたもの

非常警報装置 ベル、表示灯、起動装置 日本消防検定協会の検定合格証票が貼付されたもの

非常放送 消防設備用 日本消防検定協会の認定合格証票が貼付されたもの

ガス漏れ警報装置 受信機、中継器 日本消防検定協会又は高圧ｶﾞｽ保安協会の検定合格証票が貼付されたもの

検知器 (一財)日本ガス機器検査協会の認証を受けたもの

または高圧ガス保安協会の検定合格証票が貼付されたもの

中央監視制御装置 評価名簿登載品

サージ保護デバイス 低圧用SPD 評価名簿登載品

注）本工事に使用する資材・機材は、上表によるほか、平成31年版国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の各標準仕様書、工事特記仕様書、
　　図面で指定された品質、性能を有するもの及び以下のものとする。

1） (一社)公共建築協会の「建築材料・設備器材等品質性能評価事業」により評価を受けた建築材料・設備機材等（「評価名簿登載品」という）。
ただし、評価書の「納入地区及びアフターサービス地区」に当該工事場所が含まれる場合に限る。

2） (一財)ベターリビングが認定した優良住宅部品（ＢＬ部品）。ただし、現場においてＢＬマーク表示が確認できるものに限る。
3） その他、各標準仕様書の仕様規定及び試験方法に適合することが証明書等で確認でき、監督職員の承諾を得られたもの。 工事名 図面の名称 図面番号

（定期的なﾒﾝﾃﾅﾝｽが必要になる機材については、ﾒﾝﾃﾅﾝｽ（ｱﾌﾀｰｻｰﾋﾞｽ）の体制についても監督職員に承諾が得られること。）
電気設備工事特記仕様書　-６

　なお「評価名簿登載品」は、(一社)公共建築協会の「建築材料・設備器材等品質性能評価事業」の評価書の写しを提出することにより、 設計図

その評価を受けたこと及びメンテナンスの体制があることについて証明することができる。 縮　尺 設計年月

No　Scale

年度

No.6a No.6b

令和

（仮称） 多世代交流館整備工事 E-006

３

豊明市 行政経営部 公共施設管理室 令和3年2月

国庫補助事業



図面番号

設計年月

工事名

縮  尺

令和

年度

図面の名称

E-  

３
（仮称）多世代交流館整備
国庫補助事業

工事設計図

豊明市　行政経営部　公共施設管理室 令和3年2月

体育館

南 館

北 館

駐車場

運動場

プール

駐車場

畑

駐車場

   007

A1:1/300 A3:1/600

改修前 配置図

記 号 凡 例

記　号 名　称

1.

注 記

ホーンスピーカー 15Ｗ（ポール４.５ｍ）

屋外灯 ＨＦ250Ｗ（ポール４.５ｍ）

図中の　　　　印の器具は撤去・更新とする。

2. 図中細破線の配管・配線は残置とする。

ＰＡＳ

レピータ盤（500W×380H×180D)撤去

濾過器制御盤（撤去別途機械設備工事)

HOP1.2-1P (G22) (ケーブルのみ撤去）

HOP1.2-1P ×2(G22) (ケーブルのみ撤去）

HOP1.2-1P (G22) (ケーブルのみ撤去）

HOP1.2-1P (G22) (ケーブルのみ撤去）

CV14□-3C (G36) (児童クラブ空調用残置）
屋上経由

地中埋設配管



図面番号

設計年月

工事名

縮  尺

令和

年度

図面の名称

E-  

３
（仮称）多世代交流館整備
国庫補助事業

工事設計図

豊明市　行政経営部　公共施設管理室 令和3年2月

こども広場

東屋

多目的広場

みんなの

テラス
中央広場駐車場

（西）

駐車場（東）

２ （Ｒ２Ｋ－６０）Ｈ　－９ （セパレータ付）

ＧＬ-1200以上

ＧＬ-1200以上

ＧＬ-1200以上

ＧＬ-1200以上

ＧＬ-1200以上

駐車ゲート用

33

8

32

33

34

18

20

ＧＬ-1200以上

ＧＬ-1200以上

008

A1:1/300 A3:1/600

改修後 配置図

1. 図中、特記なき配線は下記の通りとする。

ＬＥＤ街路灯　LST1-60LJ

屋外ハウジング一体型ネットワークカメラ

2.

3.

図中細破線の配管・機器及び配管・配線は既設残置とする。

EM-CE5.5□-3C(1CE) (FEP30)

ワイドホーンスピーカー

記 号 凡 例

記　号 名　称

注 記

図中特記なき埋設深さはＧＬ-300以上とする。

埋設配管部には埋設シート（ダブル）敷設のこと。4.

カメラ及びスピーカーの取付高さは下記とする。5.

カメラ：H=2500 , スピーカー：H=3000

照明ポールはカメラ及びスピーカー取付の為の加工を施すこと。6.

ソーラー時計

参考型番　：　パナソニック　TC7240 同等品

ポール ： TC75110A 同等品

基礎 ： 1100×1100×1300Ｈ

屋外カメラ取付部にはH=2000にＡＣアダプター収納用として7.

プルボックス　200×200×100(SUS・WP）を取付

内部に露出コンセント(2P15A×1)を見込むこと。

体育館
屋外遊戯場

（児童発達支援センター専用）

北館

南館

申請建物１-１：北館

申請建物５：駐輪場

申請建物２：体育館

申請建物４：バスロータリー庇

申請建物３：歴史民俗資料室収納庫

申請建物６：東屋申請建物７：ゴミステーション

申請建物１-３：EV棟

申請建物１-２：南館

ＰＡＳ

非常用発電機

ＳＰポンプ

ソーラー式時計

EM-HP1.2-3C (FEP30)
EM-CE5.5□-3C(1CE) (FEP30)

EM-CE5.5□-3C(1CE) (FEP30)

EM-HP1.2-3C (FEP30)

EM-CE5.5□-3C(1CE) (FEP30)×2

EM-HP1.2-3C (FEP30)

EM-CE5.5□-3C(1CE) (FEP30)

EM-CE5.5□-3C(1CE) (FEP30)

EM-CE5.5□-3C(1CE) (FEP30)

EM-CE5.5□-3C(1CE) (FEP30)

EM-CE5.5□-3C(1CE) (FEP30)

EM-CE5.5□-3C(1CE) (FEP30)
EM-CE3.5□-2C         (FEP30)

EM-CE5.5□-3C(1CE) (既設管内）

EM-HP1.2-3C (FEP30)

EM-CE5.5□-3C(1CE) (FEP30)

EM-CE5.5□-3C(1CE) (FEP30)

EM-CE5.5□-3C(1CE) (FEP30)

EM-CE5.5□-3C(1CE) (FEP30)

ミスト装置制御盤（建築工事）

3φ200V 0.75kW×3

EM-CE5.5□-4C(1CE)（FEP30）

EM-HP1.2-3C×2(既設管内）
EM-CE5.5□-3C(1CE) (既設管内）

(E-101)詳細図参照
EM-CE3.5□-2C         (FEP30)

EM-CE3.5□-2C         (FEP30)

EM-CE3.5□-2C         (FEP30)

EM-CE3.5□-2C        (既設管内）

EM-CE3.5□-2C         (FEP30)

EM-CE3.5□-2C         (FEP30)

EM-CE3.5□-2C         (FEP30)

EM-CE3.5□-2C         (FEP30)

EM-CE3.5□-2C         (FEP30)

EM-CE5.5□-3C(1CE) (FEP30)
EM-CE3.5□-2C         (FEP30)

EM-CE5.5□-3C(1CE) (FEP30)
EM-CE3.5□-2C         (FEP30)

EM-CE5.5□-3C(1CE) (FEP30)
EM-CE3.5□-2C         (FEP30)

EM-CE5.5□-3C(1CE) (FEP30)
EM-CE3.5□-2C         (FEP30)

EM-CE5.5□-3C(1CE) (FEP30)
EM-CE3.5□-2C         (FEP30)

EM-CE5.5□-3C(1CE) (FEP30)
EM-CE3.5□-2C         (FEP30)

EM-CE3.5□-2C         (FEP30)

EM-CE5.5□-3C(1CE) (FEP30)

EM-CE3.5□-2C         (FEP30)

43
WP

43
WP

21
WP

32
WP

EM-FPT100□ (G70)
EM-FPT100□E14□ (G70)

地中埋設配管



図面番号

設計年月

工事名

縮  尺

令和

年度

図面の名称

E-  

３
（仮称）多世代交流館整備
国庫補助事業

工事設計図

豊明市　行政経営部　公共施設管理室 令和3年2月

受変電設備結線図（改修後）

A1:N,S A3:N,S

009

幹線番号 相電圧
ＭＣＣＢ

Ｐ ＡＦ
負荷名称 容量

（ｋＶＡ）
配線 備考

低圧電灯盤

ＡＴ
幹線番号 相電圧

ＭＣＣＢ

Ｐ ＡＦ
負荷名称 容量 配線

低圧動力盤１

ＡＴ
幹線番号 相電圧

ＭＣＣＢ

Ｐ ＡＦ
負荷名称 容量

（ｋＷ）
配線

ＡＴ

低圧動力盤２

備考 備考
（ｋＷ）

１φ３Ｗ２１０－１０５ＶＬ１ ３ ２２５ １５０ ＧＰＣＶ６０□-３Ｃ電灯１ ３φ３Ｗ２１０Ｖ 消火栓ポンプ １１．０３ １００ １００

１φ３Ｗ２１０－１０５ＶＬ２

３１φ３Ｗ２１０－１０５ＶＬ３

Ｌ４

Ｌ５

Ｌ８

１００ ７５ ７．９２南校舎２階

１φ２Ｗ１０５Ｖ ２ ５０ ＬＧＲ

２ ５０ 盤内１φ２Ｗ１０５Ｖ

Ｌ９

ＣＶ２２□-３Ｃ

ＶＣＢ
７．２ｋＶ　６００Ａ
１２．５ｋＡ

ＣＴ×２

ＤＳ×３
７．２ｋＶ　４００Ａ

ＬＢＳ　
７．２ｋＶ　２００Ａ
（ＰＦ：Ｃ２０Ａ）

ＳＲ
Ｌ＝６％

ＳＣ３φ　
６．６ｋＶ
１０６ｋＶａｒ

ＬＢＳ　
７．２ｋＶ　２００Ａ
（ＰＦ：Ｔ５０Ａ）

３φ３Ｗ　Ｔｒ，２
３００ｋＶＡ
６．６ｋＶ／２１０Ｖ

Ｅ ＢＥ Ａ ＤＥ Ｅ Ｄ Ｅ ｔ ｔＥ

３８□

ＥＴ

（ＥＬＢ）

受変電設備単線結線図

記　号 記　号 名　　称名　　称

ＤＳ

Ａ

Ｖ

ＰＦ

ＳＣ

ＴＲ

ＬＡ

ＬＢＳ

ＶＣＢ

ＫＷ

ＡＳ

ＶＳ

ＶＴ

ＣＴ

ＺＣＴ

ＰＦ

Ｉ

断路器

電流計

電圧計

パワーヒューズ

進相コンデンサー（ＤＣＣ付）

変圧器

避雷器

高圧負荷開閉器（三相一括遮断）

真空遮断器（手動バネ操作）

電力計

過電流継電器

高圧地絡継電（方向性）

電流切替器

電圧切替器

計器用変成器

変流器

零相変流器

力率計

ＧＣ 接地用コンデンサ

注　　記

　１．

　２．

　３．

　５．

　６．

　７．

　８．

　９．

１１．

ＶＣＢは、手動バネ操作方式とする。

変圧器は、トップランナー変圧器（油入形）とする。

コンデンサは、放電抵抗内蔵型とする。

は瞬時要素付とする。

ヒューズは全て筒型ヒューズとし、遮断容量を満足すること。

ＶＴ，ＣＴはエポキシ樹脂モールド型とする。

ＬＢＳは限流ヒューズ、ストライカー機構とする。

接地工事は、電気設備技術基準に基づき施工すること。

Ｉ

１２． ドアスイッチと連動する盤内照明（ＦＬ１５Ｗ：各ユニット毎）及び

キュービクルは屋外型（消防認定品）とし、形状、寸法は参考とする。

キュービクル基礎は建築工事とする。

換気扇（サーモスイッチ付）を設けること。

１０．

１３．

アンカーボルトの種類・寸法は、日本建築センターの

「建築設備耐震設計・施工指針」に準ずる。

１５．

△印は一括故障を警報盤へ表示

　４． 変圧器とコンデンサーは、防振装置を設けること。

１６．

保守コンセント（２Ｐ１５Ａ×１）を設けること。

１４．

キュービクルの耐震措置については「建築設備耐震設計・施工指針」

（国土交通省住宅局建築指導課監修）による。

Ｉ ３

Ｉ 地絡過電流継電器

ＰＣ×２　
７．２ｋＶ　２００Ａ
（ＰＦ：Ｔ４０Ａ）

Ｉ

低圧電灯盤

１Ｌ１ １Ｌｎ

１φ３Ｗ　Ｔｒ，１
１００ｋＶＡ
６．６ｋＶ／２１０Ｖ－１０５Ｖ

３

低圧動力盤１

１Ｐ１ １Ｐｎ

Ｉ

５．５□

▲

F

CT×2

F

CT×2

PF VTx2 F

TC

 I ＞
CTT

OCR

（INS付）

●

Ｐ１

２２９．５９計 （ｋＷ）

３φ３Ｗ２１０Ｖ 動力Ａ（児童クラブ室空調） ＣＶＴ１４□３ １００ １００

Ｐ２ ３φ３Ｗ２１０Ｖ ３

Ｐ３ ３φ３Ｗ２１０Ｖ ３

Ｐ４

３φ３Ｗ２１０Ｖ ３Ｐ５

３φ３Ｗ２１０Ｖ ３

１００ １００

１００ 空調機 ＫＰ－１

２２５

１３１．４９計

３ １００ １００ ＣＶ３８□-３Ｃ２６．３７電灯２

１００ 動力Ｂ ＣＶ１４□-３Ｃ

予備

ＦＰ２２□-３Ｃ

３８□

Ｐ６

３φ３Ｗ２１０Ｖ ３ １００ １００ 動力Ｄ ＣＶ１４□－３Ｃ

Ｖ
ＶＳ

ＡＳ
ＡＷ

Ｖ
ＶＳ

ＡＳ
Ａ

６０□ ３８□ ５．５□

３φ３Ｗ　Ｔｒ，３
３０ｋＶＡ
６．６ｋＶ／２１０Ｖ

Ｉ ３

▲

ＧＰ

耐火区画処理

低圧動力盤２

ＨＭＣＣＢ ３Ｐ
１００／１００Ａ

F

CT×2

Ｖ
ＶＳ

ＡＳ
Ａ

Ｖ
ＶＳ

ＡＳ
Ａ

ＰＣ×３
７．２ｋＶ　２００Ａ
（ＰＦ：Ｔ４０Ａ）

高圧コンデンサ盤

ＰＡＳ

（ＺＣＴ）

引込柱（ＣＰ１２Ｍ）７.２ｋＶ
２００Ａ

（ＶＴ，ＬＡ内蔵）

　３φ３Ｗ　６６００Ｖ　６０Ｈｚ

ＣＨ

ＥＡ

６ｋＶ CV３８□-３Ｃ （７０）

ＣＨ

Ｌ１３

Ｌ１４

Ｌ１１

Ｌ１２

１φ２Ｗ１０５Ｖ ２ ５０ 保安協会遠方監視装置電源

２ ５０ コンデンサ操作電源１φ２Ｗ１０５Ｖ

２ ５０ １５ 予備１φ２Ｗ１０５Ｖ

３１φ３Ｗ２１０－１０５Ｖ １００ ７５ 南校舎３階

３１φ３Ｗ２１０－１０５Ｖ １００ １００ 電灯３

３１φ３Ｗ２１０－１０５Ｖ １００ １００

電灯４３１φ３Ｗ２１０－１０５Ｖ １００ １００

３１φ３Ｗ２１０－１０５Ｖ １００ １００

３１φ３Ｗ２１０－１０５Ｖ ２２５ １２５ 南校舎トイレ分電盤

３１φ３Ｗ２１０－１０５Ｖ ２２５ ２２５ 将来

３１φ３Ｗ２１０－１０５Ｖ １００ １００

Ｌ６

Ｌ７

Ｌ１０

Ｌ１５

Ｌ１６

５．５２

２４．５４ ＣＶ３８□-３Ｃ

１４．０

ＣＶ３８□-３Ｃ１１．５８

８．５８

６．２９ ＣＥＴ３８□

１５．０計 （ｋＷ）

▲

ＣＶ２２□-３Ｃ

２Ｆ電灯 ＣＶ３８□-３Ｃ

南校舎１階 ＣＶ３８□-３Ｃ

将来

１５

１５

１５

１５

３φ３Ｗ２１０Ｖ ３Ｐ７

３φ３Ｗ２１０Ｖ ３

２２５

２２５Ｐ８

３φ３Ｗ２１０Ｖ ３Ｐ９

３φ３Ｗ２１０Ｖ ３ １００ 予備Ｐ１０

３φ３Ｗ２１０Ｖ ３Ｐ１１

３φ３Ｗ２１０Ｖ ３

２２５ 将来

Ｐ１２

３φ３Ｗ２１０Ｖ ３Ｐ１３

３φ３Ｗ２１０Ｖ ３Ｐ１４

６０

１７５

１５０

１２５

６０

１７５

ＣＥＴ２２□

ＣＥＴ１００□

ＣＥＴ１００□

ＣＥＴ１００□

空調機 ＫＰ－２

空調機 ＫＰ－３

空調機 ＫＰ－４

予備

１００ １００

２２５ １７５ 将来

ＷｈＶＣＴ

スプリンクラーポンプ

ＥＭ－ＦＰＴ１００□（Ｇ７０）

ＥＮＧ

２７

運転・停止信号

非常用発電機

Ｇ

８４

非常用自家発電装置
３φ３Ｗ２２０Ｖ ４７ＫＶＡ

ＭＣＣＢ ３Ｐ

ＥＭ－ＦＰＴ１００□（Ｇ７０）

８４Ｘ

1000/5 600/5 100/5

ＨＭＣＣＢ ３Ｐ
２２５／１５０Ａ

３φ２００Ｖ　１５.０　ｋＷ

ＧＰ ３φ３Ｗ２１０Ｖ スプリンクラーポンプ １５．０３ ２２５ １５０ ＦＰＴ１００□

ＮＰ－３

ＮＰ－１

ＮＰ－２

ＳＰ－１

５．５×２

８．１

１８．８６

３６．０

１６．８６

１６．２

３４．５７

ＣＥＴ００□

ＣＥＴ３８□

（北館４階）

（北館２階）

（体育館）

１２．０

８．０

３０．０

２３．０

１５．０

（ｋＶＡ）

ＣＥＴ２２□

ＣＥＴ３８□

ＣＥＴ１００□

１４□

ＥＤ

（北館３階）→４階

（北館１階）→３階

１００

１００１００

ＥＶ制御盤 ＣＥＴ１４□

３φ３Ｗ２１０Ｖ ３Ｐ１２ ２２５ １７５

３φ３Ｗ２１０Ｖ ３Ｐ１３ ２２５ １７５

将来

将来

ＮＰ－４

撤去

１００ １００

ＣＥＴ３８□

１φ３Ｗ２１０－１０５ＶＬ１ ３ ２２５ １２５ ２８．６９電灯１ （北館４階）→１階 ＣＶ６０□-３Ｃ

Ｐ２ ３φ３Ｗ２１０Ｖ ３ １００ ７５ ＷＰ－１

N     P

800 800
4600

1 2 3

10
0

23
50

側 面 図

150 2000
2270

120

FAN

正 面 図

1

2

3

4

5

20
0

コンクリート基礎

N     P

FAN

N     P

4

高圧受電盤

低圧電灯盤

高圧コンデンサ盤

（T 1φ 100kVA ）

（SC 3φ106kvar x 1 ）

低圧動力盤２ （T 3φ 30kVA ）

1200

N     P

800

5

1000

N     P

低圧動力盤１ （T 3φ 300kVA ）

Ｔｒ　Ｎｏ．３（防災負荷）配線用遮断器の定格電流の制限

変圧器（ＶＡ）
共用変圧器２次電流（Ａ）＝

３　×変圧器（Ｖ）

３００００

３　×２１０
＝ ＝　８２.５Ａ

共用変圧器２次電流（Ａ）×２．１４倍　＝　８２.５×２．１４　＝　１７６.６Ａ

配線用遮断器の定格電流（Ａ）合計　＝　１５０Ａ

＜認定基準＞

共用変圧器２次電流×２．１４＞配線用遮断器の定格電流

＜計算結果＞

１７６.６Ａ　＞　１５０Ａ

以上の結果より本件名は認定の基準に適合しています。

※　本キュービクルは２０１９年に更新済

（今回新設）

：　今回改修部を示す。



図面番号

設計年月

工事名

縮  尺

令和

年度

図面の名称

E-  

３
（仮称）多世代交流館整備
国庫補助事業

工事設計図

豊明市　行政経営部　公共施設管理室 令和3年2月

北館 南館体育館

▽1SL

▽2SL

▽3SL

▽4SL

▽RSL

3
,
8
5
0

3
,
8
5
0

3
,
8
5
0

3
,
8
5
0

▽1SL

▽2SL

▽3SL

3
,
8
5
0

3
,
8
5
0

3
,
8
5
0

▽RSL

▽1SL

▽2SL

▽RSL

4
,
6
0
0

3
,
2
0
0

屋外型キュービクル

ＣＨ

高圧引込
支線・装柱材共

ＡＳ

ＰＡＳ（ＺＣＴ，ＰＤ付）
７.２ｋＶ
２００Ａ

（ＶＴ，ＬＡ内蔵）
（重耐塩）

構内柱（ＣＰ１２ｍ-１９-５００ｋｇ）

立上げＧＰ管

異種管継手

ＴＬ-１

Ｌ－２

Ｌ－１

Ｌ－３

Ｌ－４

Ｌ－１

Ｌ－２

Ｌ－３

Ｌ－６

空調盤

Ｌ－５

ＫＰ－１

ＫＰ－２

ＫＰ－３

ＫＰ－４

１Ｌ-１ＷＣ

Ｌ－４

Ｌ－５ ＫＰ-４-１

ＥＶ制御盤

Ｐ－１ Ｐ－２

パソコン教室
分電盤

警報盤

L1

L3

L4

L5

L8

L7

L6

L2

P1

P2

P5

P4

P6

P7

P8

幹線リスト

記号 自 幹線サイズ

L9

至

L2

L5

L7

L1

備考

GP

L3

L4

L8

L6

P4

GP

P2 GP

P6
P4

P5 P7

P8

空調盤

P1

P1

幹線設備系統図（改修前）

A1:N,S A3:N,S

010

6kV CV38□-3C高圧

警報

(70)

(22)CVV2□-2C

ＣＥＴ１００□

CV38□-3C (54)

(54)

(54)

(54)

CV38□-3C

CV38□-3C

CV60□-3C

CV38□-3C

(54)

(54)

(54)

CV22□-3C

CV22□-3C

CET22□ E5.5□×2

IV14□ ×3 E2.0 (31)

IV14□ ×3 E2.0 (31)

CET38□ E5.5□ (54)

ＣＥＴ１００□

CV22□ -3C (51)

 E14□×1 (25)

CV22□ -3C (51)
 E14□×1 (25)

CV22□ -3C (51)

CV14□ -3C (31)

IV38□ ×3 E22□ (39)

ＣＥＴ２２□

ＣＥＴ１００□

IV22□ ×3 E14□ (31)

IV1.6 ×17 (31)

IV50□ ×3 E22 (51)

IV38□ ×3 E22 (39)
IV50□ ×3 E22 (51)

IV50□ ×3 E22 (51)

IV38□ ×3 E22 (39)
IV38□ ×3 E22 (39)

FPC22□ -3C (54)CV14□ -3C (42)

CET100□  (70)
CET100□  (70)
CET38□  (54)

IV22□ ×3 E14□ (31)

IV5.5□ ×3 E3.5□ (25)

CV38□-3C (54)

屋外キュービクル (北館) L-4 CV60□-3C (54)

屋外キュービクル (北館) L-1 CV38□-3C (54)

屋外キュービクル (南館) L-2 CV22□-3C (54)

屋外キュービクル CV22□-3C (54)

屋外キュービクル (北館) L-2 (54)

屋外キュービクル (体育館) TL-1 (54)

屋外キュービクル (北館) L-3 (54)

屋外キュービクル (南館) L-1 (54)

屋外キュービクル (南館) 1L-1WC CET38□ (G54)

屋外キュービクル (南館) 児童ｸﾗﾌﾞ室空調 (G36)

屋外キュービクル

(北館) 3階空調盤

CV14□-3C (54)

屋外キュービクル

(北館) P-1

(54)

屋外キュービクル (北館) KP-1 (54)

屋外キュービクル (北館) KP-2 (70)

屋外キュービクル (南館) KP-3

屋外キュービクル (南館) KP-4

(南館) L-3

CV38□-3C

CV38□-3C

CV38□-3C

CV38□-3C

残置

撤去

撤去

屋外キュービクル (北館) P-2 FPC22□-3C (54) 撤去

残置

残置

残置

残置

残置

残置

残置

残置

残置

CV14□-3C

CET22□

CET100□

CET100□

CET100□

残置

残置

残置

残置

(70)

(70)

CV14□-3C (54)

FPC22□-3C (54)

CV14□-3C



図面番号

設計年月

工事名

縮  尺

令和

年度

図面の名称

E-  

３
豊明市　行政経営部　公共施設管理室

（仮称）多世代交流館整備
国庫補助事業

工事設計図

令和3年2月

北館 南館体育館

▽1SL

▽2SL

▽3SL

▽4SL

▽RSL

3
,
8
5
0

3
,
8
5
0

3
,
8
5
0

3
,
8
5
0

▽1SL

▽2SL

▽3SL

3
,
8
5
0

3
,
8
5
0

3
,
8
5
0

▽RSL

▽1SL

▽2SL

▽RSL

4
,
6
0
0

3
,
2
0
0

屋外型キュービクル

ＣＨ

高圧引込
支線・装柱材共

ＡＳ

ＰＡＳ（ＺＣＴ，ＰＤ付）
７.２ｋＶ
２００Ａ

（ＶＴ，ＬＡ内蔵）
（重耐塩）

構内柱（ＣＰ１２ｍ-１９-５００ｋｇ）

立上げＧＰ管

異種管継手

ＴＬ－１

ＮＬ－２

ＮＬ－１

ＮＬ－３

ＮＬ－４

ＳＬ－１

ＳＬ－２

ＳＬ－３

Ｋ－１

ＮＰ－３

ＫＰ－１

ＫＰ－２

ＫＰ－３

ＫＰ－４

１Ｌ-１ＷＣ

ＳＬ-４

ＳＬ-５ ＫＰ-4-１

ＮＰ－４

ＥＶ制御盤ＷＰ－１
ＮＰ－１

ＮＰ－２

ＳＰ－１

非常用発電機

ＳＰポンプ

K1

ＴＬ－２

GP

P11

P9

P12

P13

P14

GP

幹線リスト

記号 自 幹線サイズ至 備考

L1

L3

L4

L5

L8

L7

L6

L2

P1

P2

P5

P6

P7

P8

L9

P10

P7

P8

P5

P6
P9

P12

P13

P14

空調盤

P1

L6

L2

L5

L7

L1

L3

L4

L8

P11 P10

P2 K2

K1 K2

K2

幹線設備系統図（改修後）

A1:N,S A3:N,S

011

ＣＥＴ１００□

CET22□ E5.5□×2

IV14□ ×3 E2.0 (31)

IV14□ ×3 E2.0 (31)

CET38□ E5.5□ (54)

ＣＥＴ１００□

CV22□ -3C (51)

 E14□×1 (25)

CV22□ -3C (51)
 E14□×1 (25)

CV22□ -3C (51)

ＣＥＴ２２□

ＣＥＴ１００□

IV50□ ×3 E22 (51)

IV38□ ×3 E22 (39)
IV50□ ×3 E22 (51)

IV50□ ×3 E22 (51)

IV38□ ×3 E22 (39)
IV38□ ×3 E22 (39)

CET100□  (70)
CET100□  (70)
CET38□  (54)

21
WP

 14□

ED

EM-CEE2□-4C  (G22)

6kV CV38□-3C高圧

警報

(70)

(22)CVV2□-2C

CV38□-3C (54)

CE5.5□ -3CE3.5□ (C31)

CET38□ E5.5□ (54)

EM-FPT100□  (G70)

屋外キュービクル (北館) NP-3 (既設管内)

屋外キュービクル

屋外キュービクル

屋外キュービクル

屋外キュービクル (南館) SP-1

(北館) NP-1

(北館) NP-2

(北館) NP-4

屋外キュービクル (南館) SPﾎﾟﾝﾌﾟ FPT100□

屋外キュービクル (北館) L-4 CV60□-3C (54)

屋外キュービクル (北館) L-1 CV38□-3C (54)

屋外キュービクル (南館) L-2 CV22□-3C (54)

屋外キュービクル CV22□-3C (54)

屋外キュービクル (北館) L-2 (54)

屋外キュービクル (体育館) TL-1 (54)

屋外キュービクル (北館) L-3 (54)

屋外キュービクル (南館) L-1 (54)

屋外キュービクル (南館) 1L-1WC CET38□ (G54)

屋外キュービクル (南館) 歴史民俗室空調 (G36)

屋外キュービクル (北館) WP-1

屋外キュービクル (北館) KP-1 (54)

屋外キュービクル (北館) KP-2 (70)

屋外キュービクル (南館) KP-3

屋外キュービクル (南館) KP-4

(南館) L-3

CV38□-3C

CV38□-3C

CV38□-3C

CV38□-3C

残置

新設

残置

残置

残置

残置

残置

残置

残置

残置

残置

CET22□

CET100□

CET100□

CET100□

残置

残置

残置

残置

(70)

(70)

CET22□ E8□

屋外キュービクル (北館) EV (既設管内)

(既設管内)

(既設管内)

(既設管内)

(既設管内)

新設

新設

新設

新設

新設

新設

(既設管内)

CET38□ E14□

CET14□ E8□

CET100□ E22□

CET38□ E14□

CET38□ E14□

E22□

CV38□-3C (54)

(54)

(54)

(54)

CV38□-3C

CV38□-3C

CV60□-3C

CV38□-3C

(54)

(54)

(54)

CV22□-3C

CV22□-3C

(既設管内)

(屋内Ｅ51)

(屋内Ｅ39)

(屋内Ｅ75)

(屋内Ｅ51)

(屋内Ｅ51)

(屋内Ｅ39)

(屋内Ｅ75)新設

→　NL-1

→　NL-3

→　NL-4

(北館) K-1 CEE2□-6C 新設 (屋内Ｅ31)(北館) WP-1 (28)

NL-1の幹線に変更

NL-3の幹線に変更

NL-4の幹線に変更

CV14□-3C

CET100□ (屋内Ｅ75)



防鳥カバ－

回　転　速　度

装　置　質　量

使　用　燃　料

蓄　　電　　池

充　電　方　式

始　動　方　式

回　転　速　度

定　格　出　力

シリンダ―数

冷　却　方　式

給　気　方　式

燃焼室形式

形　　　　　式

潤滑油送油圧力計・潤滑油温度計

交流電圧計・交流電流計・直流電圧計・周波数・回転速度・運転時間

2P-047YB-F-60-10-KA

145 200 455

4
55
0
(
最

大
)

電
線

管
立

上
げ

位
置

2
0
0

FL(GL)

1200

4-Ｍ16ｱﾝｶ－ボルト台床底板開口エリア

1
1
0
0

1
5
5

1
5
5

7
9
0

3
9
5

3
9
5

1600

200200電線管立上げ推奨エリア

操作面側

2
0
0 5
0

5
0

2
0
0

排気出口管　65A消音器カバ－ 排気消音器

排気

吸気

145 1200 145

1490190

27 1688

680

1
0
0

1
2
0
0

693

790

850 455

排風

158

1
4
5
5

4
2
5

1
6
2
5

≒545

2260

580

4-φ23穴
M16アンカーボルト

発電機側 エンジン側

※吸気側 ※排風側

5Y7/1全艶塗  装  色

27

   R,S,T

F 140VA

自動始動発電機盤

エンジン

発電機

三相負荷へ

商用電源より

U1,V1,W1

MCCB1
250AF/225AT

35ｋA

EXG

バッテリー

DC12V

PB,NB

R1,T1冷却水ヒーター

200Ｗ

-
制御回路

0～300V

充電器

MCCB4

30AF/15AT

AVR

～～

0～150A

MCCB3

30AF/10AT

150/5A

51G

CT

0～20V

AV

ACG

V

47kVA

3φ3W 220V

60Hz 3600ｍｉｎ
－１

83G

135A

F

MCCB2

30AF/15AT

83C

135A

F

エンジン

電装品回路

S=1/20

直流電圧計Ｖ
-

MCCＢ2 電源切替用電磁接触器(商用)

充電器出力用遮断器MCCＢ4

MCCB3

充電器入力用遮断器

ヒュ―ズＦ

停電検出器

A
～

名     称記号

ＡＣＧ 三相交流発電機

励磁用発電機 ２７

記号名     称 名     称記号

Ｖ
～

交流電圧計

ＥＸＧ

ＡＶＲ

サ―マルリレ―５１Ｇ

主回路用遮断器MCCＢ１

電源切替用電磁接触器(発電機)

83C

常時予熱用遮断器

交流電流計

83G

自動電圧調整器

計器用変流器ＣＴ

※特記事項：自動保守運転タイマ－付

　　　　　：共通台床～溶融亜鉛メッキ処理

0.049 ±0 ・ 0１MPa以下

単線結線図

基　礎　図

※建築工事

外形図

過　　回　　転

始　動　渋　滞

項　　　　目

冷却水出口温度計

主回路開閉装置・計測装置

自動始動停止装置・保護装置・励磁装置

本体より１ｍにおいて　8５ｄＢ　（Ａスケ―ル)平均値

全自動・手動方式及び試験スイッチ採用

計測装置 エンジン側

使　用　条　件

運　転　方　式

設　置　場　所

過　　電　　流

水 温 上 昇

保護・警報装置

周囲温度　　：　 -５～４０℃

湿　　度　　：　　最高相対湿度　　８5％

仕様書

仕　　　様　　　書

用　　　　　途

油　圧　低　下

消防法適合品・非常用予備電源・即時普通形

屋　　外

発　電　機　盤　構　成

騒　　音　　値

発電機側

絶 縁 種 別 Ｈ種

０．８　　（遅れ）力     率

36００min
-1

60Ｈｚ周  波  数

極     数 2Ｐ

3相３線相     数

定     格 1時間

123.3Ａ電     流

電     圧 220Ｖ

発   電   機

47kＶＡ/37.6kW容     量

約825ｋｇ

ＪＩＳ２号軽油 30L搭載

消防法認定品REH40-12V

自動充電方式

セルモ―タ―

36００min
-1

44.9ｋW

4

ラジエータ方式

排気タ－ボ過給方式

直接噴射式

４サイクル水冷頭上弁式

エ ン ジ ン 発 電 機　　仕 様 書

エ  ン  ジ  ン

エンジン停止警　　　報動　作　状　態

緊急停止押釦を押した時

３．５±０．５ｃｍ以下

燃料タンク下面より

１１５±５％　以上

１１５
0

-5
％　　以上

始動失敗

1１０±３℃　以上

１０秒始     動

緊 急　停　止

燃料油最低油量

高　　度　　：　　３００ｍ迄

図面番号

設計年月

工事名

縮  尺

令和

年度

図面の名称

E-  

３
（仮称）多世代交流館整備
国庫補助事業

工事設計図

豊明市　行政経営部　公共施設管理室 令和3年2月

仕様・結線・機器外形図（改修後）
発電機設備

A1:N,S  A3:N,S

012



計算書　No.

自　家　発　電　設　備　出　力　計　算　書 年　 　月　 　日

特性等

(1)

(2)

対象負荷機器

様式　 　のとおり

発電機   　特性

xd'g

=

△E

=

KG3

=

KG4

=

ηg =

(3) 原動機   　特性

ａ

=ε

=γ

=

(4) 負荷機器

**D =

**d =

自家発電設備

(1)

(2)

種　　類

形式番号

(3) 発電機出力

定格出力

定格電圧

定格力率

極　　　数

定格周波数

定格回転速度

(4) 原動機出力

原動機の種別

定格出力

定格回転速度使用燃料

(5) 整合比

作

成

者

会社名

資　格

**：1.000未満の場合は，消防設備用出力算定には使用できません。

0.125

0.250

1.650

0.150

0.896

OI-1761A

1 14

（仮称）多世代交流館整備工事

0.250

1.000

1.000

1.000

1.000

屋外用キュービクル式即時普通形

SXDO-45

  47.0

   220

 0.800

     2

    60

 3,600

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ機関(普通形)

  44.9

軽油  3,600

1.069

氏　名

2021

様式-1   　　<最大最終>

-2

kVA

V

極

Hz

min

kW

min

{           PS}61.1

印

-1

-1

様式-2   　　<最大最終>

自家発電設備出力計算シート（負荷表）

件名：

番

号 負荷機器名称

消

防

設

備

記

号

台

数

算  出

換算

入出力

多世代交流館整備工事                                                  

  1 単 スプリンクラーポンプ FL MLT  1    15.00    15.00 Y     0.00     0.00     0.00    15.00    83.38    61.32    20.11    15.70

kW

kVA

mi(kW)

出力

始制

動御

方方

式式

グ

ル

プ

単相負荷(kW)

R-S S-T T-R

分負荷

相当
M2の

<A>

M3の

<B>

M'2の

<C>

M'3の

<D>

   15.00     0.00     0.00     0.00負荷出力合計値 K =

<A>:=ks/Z'm×mi

<A>の値

が最大と

なる

mi=M2=

   15.00

出力

Mp(kW)

<B>の値

が最大と

なる

mi=M3=

   15.00

選定 選定 選定 選定

<C>の値

が最大と

なる

mi=M'2=

   15.00

<D>の値

が最大と

なる

mi=M'3=

   15.00

選

定

最大値 : A=     0.00

次の値 : B=     0.00

最小値 : C=     0.00

<C>:={ks/Z'm×cosθs-(ε-ａ)×d/ηb}×mi<B>:={ks/Z'm-d/(ηb×cosθb)}×mi <D>:=(ks/Z'm×cosθs-d/ηb)×mi

（ただしエレベーター負荷のときは、各式にUv/nを掛けた値とする。）

   --   

需

要

率

di

様式-3   　　<最大最終>

自家発電設備出力計算シート（発電機）

件名：

RG1

RG2

RG3

RG4

RG

発電機計算出力 G' 発電機定格出力 G(kVA) (kVA)

備　考：GはG'の値の95％以上の値とする。

RG1

RG2

RG3

RG4

RG

エレベーター

1

ηL
= ×

1
=

1
× × ×

1
=

△P + - 2 × =

u =
(

△P
=

( - )
=

Sf 1 +
K

△P
+ ( )

22

= )  × ( 1 - 3 ×+ (1 +
2

+ 3 ×
2

)   =

( )

=
△E

( 1 - △E )
× xd'g ×

ks

Z'm
×

K

M2

( 1 -
= × ×

)
× =

fv1
=

KG3
× {

d

(ηb
× ( 1 -

K

M3
) + × }

× {=
( )

× ( 1 - ) + × }
×

=

1
=

K
×

1

KG4
× (H

2

ηi×cosθi

Ai
)

2

× (×
2

)  + (

※ Σ (

2

R6i

ηi
} + {

2

}
2

- ) × ( 1 - 3 × + 3 ×
2

)=

RG< > =

=

RG1,RG2,RG3,RG4のうち最大値

G' = RG × K = × = G =

0.902
1.000 1.000

0.800
1.386

0.00 0.00 0.00 0.00

0.00 0.00

0.00
1.000

0.00

15.00

0.00

15.00
1.000 1.000 1.000

1.386

無 0
0.250

0.250
0.125

0.667

0.120

15.00

15.00
2.085

2.085

1.650

1.000

0.850 0.800

15.00

15.00

0.667

0.120

2.965

2.965

15.00 0.150
0.00 0.00 0.00 1.000 1.000

0.000

1 1

0.000

3 2.965 2.965

2.965 15.00 44.47 47.0

多世代交流館整備工事                                                  

K

△P

Z'm

ks

K

M3

15.00

15.00

0.880

cosθg
D × Sf ×

= A + B - 2C =

= × ( 1 - 3u + 3u )

A - C )

Σ -
Ci

ηi×cosθi
× ( 1 - 3u + 3u )

2

× cosθb)

- RAF +( × Σ

× hki

× cosθi
× hph

2)

H = hb ×

+
Bi

ηi×cosθi
Σ

=

Σ ( )
R3i × hki

ηi × cosθi
{ )

定常負荷出力係数

許容電圧降下出力係数

短時間過電流耐力出力係数

許容逆相電流出力係数

様式-4　　   <最大最終>

自家発電設備出力計算シート（原動機、整合）

件名：

RE1

RE2

RE3

RE

備　考：EはE'又はE*の値以上の値とする。

多世代交流館整備工事                                                  

原動機計算

出力　　E'

整　合

原動機定格

出力　　E

RE1

RE2

RE3

RE

E = (kW)

自家発電設備の出力

1

ηg
= )

ηL

1
) )

1
×

1
)

=
1

ε
×

fv2

ηg'
× ε -

d

ηb
×

Z'm

ks
× cosθs

K

M'2
}

=
1

× -× )

=

=
γ

1
×

ηg'

fv3
×

ηb

d
×

Z'm

ks
× ×cosθs })

K

M'3

= × × × × }) ×

=

= > = RE1,RE2,RE3のうち最大値

E' = RE × K = × = (kW)

MR' = × =
G

E' ηg × =
×

MR' = E* =

MR  =

G  = (kVA) 力率 =
E = (kW)

0.902
1.000

0.896
1.238

1.238

1.000 0.851

0.760
1.000 0.250

1.000

1.986

0.850 1.986

1.000

1

0.851

0.760 1.000

0.850 15.00

15.00
0.400

0.667

0.120

15.00

15.00

1.986

1.986

2 1.986 1.986

1.986 15.00 29.78

29.78

47.0 0.800
0.896 0.709

0.709

1.069

41.97

44.9

47.0 0.800
44.9

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ機関(普通形)                     

  (MR'<1.0のため MR=1.0としてE*を逆算)

K

M'3

( × D × ( = ( × ( =

{ ( a ) × ( ×

{ ( ×

{ ( 1 - +

{ ( 1 - +

RE<

× cosθg

61.1 (PS)

(kW)

1 -
M'2

K
) +

( 1 -
15.00

15.00
)×

+
0.667

0.120
× 0.400 ×

15.00

15.00
}

定常負荷出力係数

許容回転速度変動出力係数

許容最大出力係数

図面番号

設計年月

工事名

縮  尺

令和

年度

図面の名称

E-  

３
（仮称）多世代交流館整備
国庫補助事業

工事設計図

豊明市　行政経営部　公共施設管理室 令和3年2月

計算書 （改修後）
発電機設備

A1:N,S  A3:N,S
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図面番号

設計年月

工事名

縮  尺

令和

年度

図面の名称

E-  

３
（仮称）多世代交流館整備
国庫補助事業

工事設計図

豊明市　行政経営部　公共施設管理室 令和3年2月

２階 総合受付・事務室　総合盤　姿図 Ｓ＝１：２０

（指定色塗装）

北館２階　総合受付・事務室　平面詳細図 Ｓ＝１：１００

警報盤警報リスト

キュ－ビクル異常一括

キュ－ビクル高圧地絡

給水ポンプユニット故障

１．

２．

３．

４．

受水槽　減水

１０．

９．

８．

７．

６．

受水槽　満水５．

表示 現地盤

キュ－ビクル

給水圧送ポンプユニット ＥＭ－ＣＥＥ２゜－６Ｃ（Ｃ２５）

配管配線(現地）

キュ－ビクル低圧地絡

発電機運転

発電機故障

予備

600

1,800

600 600 600

2
,
3
0
0

7
0
0

C
H
=
3
,
0
0
0

放熱スリット

1
2

4

5
0

3

予備

総合盤

ＥＭ－ＣＥＥ２゜－６Ｃ（Ｃ２５）

6

非常用発電機 ＥＭ－ＣＥＥ２゜－４Ｃ（Ｇ２２）

総合盤姿図・警報盤リスト
・端子盤リスト（改修後）

図示

   014

6

1

4

5

2

3

記　号 名　　　　称 備　　　　考

弱電端子盤（ＮＴ-２-１）

非常放送アンプ架

総合監視盤機器リスト

自火報受信機

端子盤リスト

端子盤 電話 誘導支援 放送 テレビ 自火報

ＮＴ-Ｍ

ＮＴ-２

ＮＴ-４

ＳＴ-１

６０Ｐ

３０Ｐ

－

１０Ｐ

ＮＴ-１ ４０Ｐ１０Ｐ

7

8

9

トイレ呼出表示器

電話交換機スペース

ＨＵＢスペース

予備

１０Ｐ

１０Ｐ

１０Ｐ

１０Ｐ

ＮＴ-３ １５Ｐ １０Ｐ

参　考　寸　法

４３０Ｗ×３９０Ｈ×１６０Ｄ

２０Ｐ

－

－

－

－

CS･BS(UV-1)×1
CSD2W×1

－

５６４Ｗ×２０００Ｈ×４７８Ｄ

木板　６００×１４００

６００Ｗ×２０００Ｈ×４５０Ｄ

４８０Ｗ×３１０Ｈ×１１１Ｄ

木板　５００Ｗ×５００Ｈ

2ET

2ET：露出コンセント2P15AE×2,ET

露出ｺﾝｾﾝﾄ2P15AE×3,ET×3個取付

防犯

１０Ｐ

１０Ｐ

１０Ｐ

１０Ｐ

7

警報盤（１０窓）（Ｋ－１） ３００Ｗ×４００Ｈ×１００Ｄ

1
,8

0
0

600

インターホン

ＥＶインターホン

10

5

8 9

－ １５Ｐ １０Ｐ １０Ｐ

－ １０Ｐ １０Ｐ １０Ｐ

ＳＴ-２

ＳＴ-３

－

－

－

－

－

－

１０Ｐ － － －

－

－

－

－

－

－

１０Ｐ

２０Ｐ ２０Ｐ

２０Ｐ

２０Ｐ

１０Ｐ

１０Ｐ

１０Ｐ

2ET

2ET

10 モニター付インターホン親機

11

12

11 火災通報装置

12 火災通報専用電話機

２３０Ｗ×３１５Ｈ×６５Ｄ

１００Ｗ×２２０Ｈ×７５Ｄ



A1:NS A3:NS

電源送りＡ 直入 起動電源送りＢ Ｃ Ｄ

５２ ５２

ＭＣＣＢ ＭＣＣＢＭＣＣＢ

主

回

路

ＡＡＡ

制

御

回

路

結 線 記 号

起動Ｙ－

４２ ６

ＭＣＣＢ

ＴＨＲ

制御 電源Ｇ

ＴＨＲ

Ｅ ＥＹ交互 運転 交互 運 転（Ｙ －　）

Ａ

ＭＣＣＢ

５２

ＴＨＲ

５２

ＴＨＲ

ＭＣＣＢ

Ａ

５２

４２ ６

ＴＨＲ

５２

４２ ６

ＴＨＲ

ＭＣＣＢ

インバ ータ

ＭＣＣＢ

Ｆ

５２

ＩＮＶ

５２

Ａ

５２

ＴＨＲ

ＦＹ

Ｔｒ

Ｆ

ＭＣＣＢ

イン バー タ（Ｙ－ 　）

５２

５２

ＩＮＶ

５２

Ａ

４２ ６

ＴＨＲ

ＯＮ

ＯＦＦ

Ｇ

Ｒ

Ｏ

手元１ 手元 ・遠 方

Ｇ

Ｒ

ＯＦＦ

ＯＮ

ＯＮ

ＯＦＦ

ｃｏｓ

Ｇ

Ｒ

Ｏ

２ ３ 手元 ・自 動

ｃｏｓ

Ｇ

Ｒ

Ｏ

連動

自動

４ 自動（液面 リレ ー）

ＬＦ

Ｌ減水

Ｈ満水

ｃｏｓ

４

ＷＬＲ

Ｇ

Ｒ

Ｏ

Ｇ

Ｒ

Ｏ

５

５－ ２自 交同 時

給水 回路

５－ １自 動交 互

ＬＦＬＦ

Ｏ Ｏ

Ｏ Ｈ満水

Ｌ減水Ｌ減水

Ｈ満水 Ｏ

ｃｏｓ
ｃｏｓ

５４

ＷＬＲ

Ｇ

Ｒ

Ｏ

Ｇ

Ｒ

Ｏ

ＡＬＲ

６

６－ ２自 交同 時

排水 回路

６－ １自 動交 互

ｃｏｓ
ｃｏｓ

ＬＦ

Ｏ

４

Ｈ満水

ＷＬＲ

Ｇ

Ｒ

Ｏ

Ｇ

Ｒ

Ｏ

ＡＬＲ

７

ＬＦ

Ｌ又はＨＯ

ＷＬＲ

３

液面 警報

（満 水又 は 減水 ）

８

ＬＦ３

Ｈ満水

Ｌ減水Ｏ

Ｏ

ＷＬＲ

液面 警報

（満 減水 ） 電磁弁 回路

空転 防止 ・満 減水 警報９

ＬＦ

Ｈ満水

Ｌ減水Ｏ

Ｏ

ＷＬＲ

４

ＷＬＲ

ＬＦ３

ＳＶ

ｃｏｓ

１ ） 　 起 動 方 式 は 、 下 記 と す る 。

２ ） 　 電 動 機 過 負 荷 保 護 は 、 Ｍ Ｍ Ｃ Ｂ （ モ ー タ ー 用 ） ， Ｍ Ｅ Ｌ Ｂ （ モ ー タ ー 用 ） で も 可 と す る 。

６ ） 　 表 示 灯 類 は 、 Ｌ Ｅ Ｄ ラ ン プ と す る 。

７ ） 　 動 力 盤 の 各 幹 線 に は 、 電 源 表 示 灯 （ Ｌ Ｅ Ｄ ） 取 付 と す る 。

３ ） 　 動 力 盤 に 負 荷 毎 の 接 地 端 子 台 、 ま た は 接 地 銅 バ ー を 取 付 と す る 。

　 　 　 な お 、 Ｅ Ｌ Ｃ Ｂ 回 路 用 に は 、 別 の 接 地 端 子 台 、 ま た は 接 地 銅 バ ー を 取 付 と す る 。

４ ） 　 電 流 計 は 、 ０ . ７ ５ ｋ Ｗ 以 上 に 取 付 け 、 赤 指 針 付 と す る 。 （ Ａ ， Ｇ 回 路 は 除 く ）

５ ） 　 電 流 計 は 、 １ ５ Ａ 以 上 （ ２ ０ ０ Ｖ 　 ３ . ７ ｋ Ｗ 以 上 ， ４ ０ ０ Ｖ 　 ７ . ５ ｋ Ｗ 以 上 ） Ｃ Ｔ 付 と す る 。

・ ２ ０ ０ Ｖ 　 フ ァ ン 　 １ １ ｋ Ｗ 以 上 ， 　 ポ ン プ 　 １ ５ ｋ Ｗ 以 上 　 　 　 － △ 　

・ ４ ０ ０ Ｖ 　 フ ァ ン 　 ２ ２ ｋ Ｗ 以 上 ， 　 ポ ン プ 　 ３ ０ ｋ Ｗ 以 上 　 　 　 － △ 　

起動

起動

（注記）

８ ） 　 屋 外 防 水 型 は Ｓ Ｕ Ｓ 製 と す る 。

状態 警報ハ発停 状態 警報ロイ 発停 状態 警報 （又は 切替 ）

Ｐ／Ｏ Ｄ／Ｉ Ｄ／ＩＤ／ＩＤ／Ｏ

警報状態

接点入力接点入力
連続
出力

パルス接点
出力

ＯＮ ＯＦＦ

ＴＸＣＸ ＣＸ
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視

回
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動力盤結線図（1）(改修後）

図面番号

設計年月

工事名

縮  尺

令和

年度

図面の名称

E-  

３
（仮称）多世代交流館整備
国庫補助事業

工事設計図

豊明市　行政経営部　公共施設管理室 令和3年2月

ＰＬ

Ｐ－１

ＥＬＣＢ　３Ｐ
１００／１００Ａ

計　６７．２５ｋＷ

Ｐ２

３φ３Ｗ

２１０Ｖ

３ ２２５ １７５エレベーター ３．７ －Ａ － IV5.5□×3 E2.0 25

３ １００ １００１１．０ イ

３ ５０ ３０ －Ｃ ３

屋内自立型

１

６

２

３

４

２．２

屋内消火栓ポンプ

揚水ポンプ

ＰＬ

ＧＰ

３φ３Ｗ

２１０Ｖ

計　１１．０ｋＷ

FPC22□-3C E14□ 39

２．２揚水ポンプ ３ ５０ ３０

２．２揚水ポンプ ３ ５０ ３０

IV2.0×3 E2.0 25

IV2.0×3 E2.0 25

IV2.0×3 E2.0 25

Ｐ－２

２ ５０ ２０空調室外機 －Ａ － VVF2.0-3C

計　７．２６ｋＷ

1φ200V

１φ２Ｗ

２１０Ｖ

１

２

３

1φ200V

1φ200V

２ ５０ ２０２．４２ －Ａ －

２ ５０ ２０２．４２ －Ａ －

空調盤 （北館３階）

空調室外機

空調室外機

22

VVF2.0-3C 22

VVF2.0-3C 22

２．４２

（北館１階）

600W×1800H×250D

屋内壁掛型
600W×1200H×250D

300W×300H×200D
屋外壁掛型

Ｃ ３

Ｃ ３

Ｃ ３

（L-3）
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動力盤結線図（2）（改修後）

図面番号

設計年月

工事名

縮  尺

令和

年度

図面の名称

E-  

３
豊明市　行政経営部　公共施設管理室

（仮称）多世代交流館整備
国庫補助事業

工事設計図

令和3年2月

ＰＬ

ＮＰ－１

ＭＣＣＢ　３Ｐ
２２５／１７５Ａ

Ｐ１１

３φ３Ｗ

２１０Ｖ

３ ５０ ３０ＮＳ－５ ４．４４ －Ａ －

３ ５０ －Ａ －

屋内自立型

１

２

３

４

５．５２

４．４ ３ ５０

２．２４ ３ ５０ ２０

５４．４ ３ ５０

６５．５２ ３ ５０

７４．４ ３ ５０

８２．５ ３ ５０ ２０

９２．５８ ３ ５０ ２０

計　３６．０ｋＷ

ＮＳ－４

ＮＳ－３

ＮＳ－３

ＮＳ－３

ＮＳ－４

ＮＳ－３

ＮＳ－３

ＮＳ－２

ＰＬ

ＮＰ－２

ＭＣＣＢ　３Ｐ
１００／１００Ａ

Ｐ１２

３φ３Ｗ

２１０Ｖ

３ １００ ６０ＮＰ－２－１ １０．８４ －Ａ － EM-CET22□ E5.5□ G36

３ ５０ ３０ －Ａ －

屋内壁掛型

１

２

３

４．４

１．６２ ３ ５０ ２０

ＮＳ－３

ＮＳ－１

ＰＬ

ＮＰ－３

ＭＣＣＢ　３Ｐ
１００／１００Ａ

Ｐ９

３φ３Ｗ

２１０Ｖ

３１．１２ －Ａ － EM-CE3.5□-3C E2.0 G22

３ ５０ ２０ －Ａ －

屋外壁掛型

１

２

３

４

２．２

２．２ ２ ５０ ２０

２．２ ３ ５０ ２０

計　１６．８６ｋＷ

ACP-N-21

ACP-N-16

ACP-N-20

ACP-N-20

ACP-N-19

空冷ヒートポンプエアコン ５０ ２０

－Ａ －

－Ａ －

２．２ ３ ５０ ２０ －Ａ －

２．２ ３ ５０ ２０ －Ａ －

空冷ヒートポンプエアコン

空冷ヒートポンプエアコン

空冷ヒートポンプエアコン

空冷ヒートポンプエアコン

空冷ヒートポンプエアコン

５

６

EM-CE3.5□-3C E2.0 G22

EM-CE3.5□-２C E2.0 G22

EM-CE3.5□-3C E2.0 G22

EM-CE3.5□-3C E2.0 G22

EM-CE3.5□-3C E2.0 G22

ＰＬ

ＮＰ－２－１

ＭＣＣＢ　３Ｐ
１００／６０Ａ

NP-2

３φ３Ｗ

２１０Ｖ

３２．０ －Ａ － EM-CE3.5□-3C E2.0 G22

３ ５０ ２０ －Ａ －

屋外壁掛型

１

２

３

４

２．２４

３ ５０ ２０

３

５０ ２０

－Ａ －

－Ａ －

３ －Ａ － ５

EM-CE3.5□-3C E2.0 G22

EM-CE3.5□-3C E2.0 G22

計　１８．８６ｋＷ

計　１０．８４ｋＷ

ＰＬ

ＮＰ－４

ＭＣＣＢ　３Ｐ
１００／１００Ａ

Ｐ１３

３φ３Ｗ

２１０Ｖ

３ ５０ ４０ＮＳ－７ ５．２ －Ａ －

３ ５０ ２０ －Ａ －

屋内壁掛型

１

２

３

２．２

８．８ ３ １００ ６０

ＮＳ－１

ＮＳ－６

計　１６．２ｋＷ

－Ａ －

G28

EM-CE3.5□-3C E2.0 G22

G36

（北館１階）

４０

３０

３０

４０

３０

－Ａ －

－Ａ －

－Ａ －

－Ａ －

－Ａ －

－Ａ －

－Ａ －

EM-CE8□-3C E3.5 G28

EM-CE5.5□-3C E3.5 G28

EM-CE5.5□-3C E3.5 G28

EM-CE5.5□-3C E3.5 G28

EM-CE5.5□-3C E3.5 G28

－Ａ －

ACP-N-19 ２．２ ３ ５０ ２０ －Ａ －空冷ヒートポンプエアコン ７ EM-CE3.5□-3C E2.0 G22

１φ２００Ｖ

新設

新設

新設

新設

新設

EM-CE8□-3C E3.5□

ＰＬ

ＳＰ－１

ＭＣＣＢ　３Ｐ
２２５／１７５Ａ

Ｐ１４

３φ３Ｗ

２１０Ｖ

３

２．２

－Ａ － EM-CE3.5□-3C E2.0 G22

３ ５０ ２０ －Ａ －

屋内壁掛型

１

２

３

４

０．９

０．９

３ ５０ ２０

５．２ ３ ５０ ４０

５０ ２０

－Ａ －

－Ａ －

５．５２ ３ ５０ ４０ －Ａ －

８．８ ３ １００ ６０ －Ａ －

５

６

EM-CE3.5□-3C E2.0 G22

EM-CE3.5□-3C E2.0 G22

G28

EM-CET22□ E5.5□ G36

ＳＳ－１

ＳＳ－１

ＳＳ－１

ＳＳ－３

ＳＳ－４

４．４ ３ ５０ ３０ －Ａ － ７ＳＳ－５

計　３４．５７ｋＷ

ＳＳ－２

G28EM-CE8□-3C E3.5□

EM-CE8□-3C E3.5□

新設

EM-CE8□-3C E3.5□ G28

ACP-N-1 空冷ヒートポンプエアコン

ACP-N-12 空冷ヒートポンプエアコン

ACP-N-22 空冷ヒートポンプエアコン

ACP-N-22 空冷ヒートポンプエアコン

ACP-N-22 空冷ヒートポンプエアコン

２．２

２．２

２．２

５０ ２０

５０ ２０

EM-CE3.5□-3C E2.0 G22

EM-CE3.5□-3C E2.0 G22

４．５４ ３ ５０ ３０ －Ａ －食器洗浄機 ８ EM-CE5.5□-3C E2.0 G28

既設

２．２５ ３ ５０ ３０ －Ａ － ８ミスト装置制御盤 FEP30EM-CE5.5□-4C(1CE)

EM-CE3.5□-3C E2.0 G22

G28EM-CE8□-3C E3.5□

EM-CE3.5□-3C E2.0 G22

EM-CE3.5□-3C E2.0 G22

G28EM-CE8□-3C E3.5□

EM-CE5.5□-3C E3.5 G28

EM-CET22□ E5.5□

３ ５０ ３０ －Ａ － ９４．４ＳＳ－５ EM-CE5.5□-3C E3.5 G28

016



A1:NS A3:NS

容　　量

ｋＷ
負　　荷　　名　　称機器Ｎｏ

合　計　容　量

電　気　方　式

盤　名　称

盤　形　式

幹　線　番　号

Ｍ
　
Ｃ
　
Ｃ
　
Ｂ

Ｅ
　
Ｌ
　
Ｃ
　
Ｂ

状
　
　
態

表　　示 表　　示

結　線　方　式 制　御　盤

故
　
　
障

警
　
　
報

満
　
　
水

減
　
　
水

状
　
　
態

故
　
　
障

警
　
　
報

満
　
　
水

減
　
　
水

警　報　盤

非
　
常
　
停
　
止

操
作
の
切
換

発
　
　
　
停

連
　
　
動

備　　　　考

分　岐

主
　
回
　
路

制
　
御
　
回
　
路

監
　
視
　
回
　
路

手
　
　
動

操　　作

Ａ
　
Ｆ

Ａ
　
Ｔ

２次側ケーブルサイズ
容　　量

ｋＷ
負　　荷　　名　　称機器Ｎｏ

合　計　容　量

電　気　方　式

盤　名　称

盤　形　式

幹　線　番　号

Ｍ
　
Ｃ
　
Ｃ
　
Ｂ

Ｅ
　
Ｌ
　
Ｃ
　
Ｂ

状
　
　
態

表　　示 表　　示

結　線　方　式 制　御　盤

故
　
　
障

警
　
　
報

満
　
　
水

減
　
　
水

状
　
　
態

故
　
　
障

警
　
　
報

満
　
　
水

減
　
　
水

非
　
常
　
停
　
止

操
作
の
切
換

発
　
　
　
停

連
　
　
動

備　　　　考

分　岐

主
　
回
　
路

制
　
御
　
回
　
路

監
　
視
　
回
　
路

手
　
　
動

操　　作

Ａ
　
Ｆ

Ａ
　
Ｔ

Ｐ

回
　
路
　
番
　
号

配管 ２次側ケーブルサイズ

回
　
路
　
番
　
号

配管Ｐ

警　報　盤

動力盤結線図（3）（改修後）

図面番号

設計年月

工事名

縮  尺

令和

年度

図面の名称

E-  

３
豊明市　行政経営部　公共施設管理室

（仮称）多世代交流館整備
国庫補助事業

工事設計図

令和3年2月

ＮＳ－１

３φ３Ｗ

２１０Ｖ

１．１２ －Ａ －

屋外壁掛型（SUS製）

１空冷ヒートポンプエアコン ３ ５０ ２０ EM-CE3.5□-3C E2.0 G22 ノントリップ

（手元開閉器盤）

ＮＳ－３

３φ３Ｗ

２１０Ｖ

２．２ －Ａ －

屋外壁掛型（SUS製）

１空冷ヒートポンプエアコン ３ ５０ ２０ EM-CE3.5□-3C E2.0 G22 ノントリップ

（手元開閉器盤）

２．２ －Ａ － ２空冷ヒートポンプエアコン ３ ５０ ２０ EM-CE3.5□-3C E2.0 G22 ノントリップ

ＮＳ－４

３φ３Ｗ

２１０Ｖ

２．２ －Ａ －

屋外壁掛型（SUS製）

１空冷ヒートポンプエアコン ３ ５０ ２０ EM-CE3.5□-3C E2.0 G22 ノントリップ

（手元開閉器盤）

２．２ －Ａ － ２空冷ヒートポンプエアコン ３ ５０ ２０ EM-CE3.5□-3C E2.0 G22 ノントリップ

２．２ －Ａ － ３空冷ヒートポンプエアコン ３ ５０ ２０ EM-CE3.5□-3C E2.0 G22 ノントリップ

ＮＳ－５

３φ３Ｗ

２１０Ｖ

２．２ －Ａ －

屋外壁掛型（SUS製）

１空冷ヒートポンプエアコン ３ ５０ ２０ EM-CE3.5□-3C E2.0 G22 ノントリップ

（手元開閉器盤）

１．１２ －Ａ － ２空冷ヒートポンプエアコン ３ ５０ ２０ EM-CE3.5□-3C E2.0 G22 ノントリップ

－Ａ － ３空冷ヒートポンプエアコン ３ ５０ ２０ EM-CE3.5□-3C E2.0 G22 ノントリップ

ＳＳ－１

３φ３Ｗ

２１０Ｖ

２．２ －Ａ －

屋外壁掛型（SUS製）

１空冷ヒートポンプエアコン ３ ５０ ２０ EM-CE3.5□-3C E2.0 G22 ノントリップ

（手元開閉器盤）

ＳＳ－２

３φ３Ｗ

２１０Ｖ

２．６ －Ａ －

屋外壁掛型（SUS製）

１空冷ヒートポンプエアコン ３ ５０ ３０ ノントリップ

（手元開閉器盤）

２．６ －Ａ － ２空冷ヒートポンプエアコン ３ ５０ ３０ ノントリップ

ＳＳ－３

３φ３Ｗ

２１０Ｖ

２．２ －Ａ －

屋外壁掛型（SUS製）

１空冷ヒートポンプエアコン ３ ５０ ２０ EM-CE3.5□-3C E2.0 G22 ノントリップ

（手元開閉器盤）

２．２ －Ａ － ２空冷ヒートポンプエアコン ３ ５０ ２０ EM-CE3.5□-3C E2.0 G22 ノントリップ

１．１２ －Ａ － ３空冷ヒートポンプエアコン ３ ５０ ２０ EM-CE3.5□-3C E2.0 G22 ノントリップ

ＳＳ－４

３φ３Ｗ

２１０Ｖ

２．２ －Ａ －

屋外壁掛型（SUS製）

１空冷ヒートポンプエアコン ３ ５０ ２０ EM-CE3.5□-3C E2.0 G22 ノントリップ

（手元開閉器盤）

２．２ －Ａ － ２空冷ヒートポンプエアコン ３ ５０ ２０ EM-CE3.5□-3C E2.0 G22 ノントリップ

２．２ －Ａ － ３空冷ヒートポンプエアコン ３ ５０ ２０ EM-CE3.5□-3C E2.0 G22 ノントリップ

２．２ －Ａ － ４空冷ヒートポンプエアコン ３ ５０ ２０ EM-CE3.5□-3C E2.0 G22 ノントリップ

ＮＳ－６

３φ３Ｗ

２１０Ｖ

２．２ －Ａ －

屋外壁掛型（SUS製）

１空冷ヒートポンプエアコン ３ ５０ ２０ ノントリップ

（手元開閉器盤）

－Ａ － ２空冷ヒートポンプエアコン ３ ５０ ノントリップ

－Ａ － ３空冷ヒートポンプエアコン ３ ５０ ノントリップ

EM-CE3.5□-3C E3.5□ G22

ＮＳ－７

３φ３Ｗ

２１０Ｖ

２．６ －Ａ －

屋外壁掛型（SUS製）

１空冷ヒートポンプエアコン ３ ５０ ３０

（手元開閉器盤）

－Ａ － ２空冷ヒートポンプエアコン ３ ５０２．６ ３０

EM-CE5.5□-3C E3.5□

EM-CE5.5□-3C E3.5□

ノントリップ

ノントリップ

G28

G28

新設

新設

新設

新設

新設

新設

新設

新設

新設

新設

１．１２

２．２ ２０

２．２ ２０

G22EM-CE3.5□-3C E3.5□

G22EM-CE3.5□-3C E3.5□

ＮＳ－２

３φ３Ｗ

２１０Ｖ

２．５８ －Ａ －

屋外壁掛型（SUS製）

１空冷ヒートポンプエアコン ３ ５０ ３０ ノントリップ

（手元開閉器盤）

新設

ＳＳ－５

３φ３Ｗ

２１０Ｖ

２．２ －Ａ －

屋外壁掛型（SUS製）

１空冷ヒートポンプエアコン ３ ５０ ２０ EM-CE3.5□-3C E2.0 G22 ノントリップ

（手元開閉器盤）

２．２ －Ａ － ２空冷ヒートポンプエアコン ３ ５０ ２０ EM-CE3.5□-3C E2.0 G22 ノントリップ

新設

EM-CE5.5□-3C E3.5□

EM-CE5.5□-3C E3.5□

G28

G28

EM-CE5.5□-3C E3.5□ G28

－Ａ － ４空冷ヒートポンプエアコン ３ ５０ ノントリップ２．２ ２０ G22EM-CE3.5□-3C E3.5□

017



分電盤リスト(１)

分岐開閉器

AF/ATP

回
路 1P 2P

リモコン
リレー　

負荷名称
容量[VA]

備考
A

分電盤形状 凡例

容量換算

負荷名称
負荷容量

備    考
(VA)

90

90

110

1.5

5

100

1000

機器仕様

～　AC　100V　消防等回路

～　AC　100V　非常用照明回路

埋込型

壁掛型

半埋込型

自立型(上部ダクト付)

屋外壁掛型

屋外自立型

壁掛型(上部ダクト付)

壁掛型(上下ダクト付)

タイマー照明制御回路

200

LSS1 800Lm

LSS1 1550Lm

LSS1 2350Lm

LSS1 4900Lm

LSS1 6800Lm

LSS9 1550Lm

LSS9 2350Lm

笠なし型

18

22 笠なし型

10

笠なし型

55 笠なし型

42

18

22 富士型

26 富士型

42 富士型

55 富士型

笠なし型

LRS6 1500Lm 18

22

26

38

19

55

24

10

13

Ｌ
Ｅ
Ｄ
ベ
ー
ス
ラ
イ
ト

MCCB

1

2

3

4

5

6

7

8

LSS9 3200Lm

LSS9 4900Lm

LSS9 6800Lm

LRS6 2250Lm

LRS6 3100Lm

LRS1 400Lm

LST1 6300Lm

LST2 6300Lm

Ｌ
Ｅ
Ｄ
ダ
ウ
ン
ラ
イ
ト

LST1 6300Lm

LRS1 850Lm

LRS1 1300Lm

LRS1 1700Lm

LRS1 2900Lm

LRS1 4400Lm

屋
外
灯

誘
導
灯
他

非常用照明

C 級

15A

20A

ハーネスジョイント

結線

E:ELCBを示す

照明 ｺﾝｾﾝﾄ その他

分電盤結線図

負荷名称
負荷容量

(VA)
備    考

A

10A

101

201

301

401

A

10n

20n

30n

40n

B

P AF/AT

E:ELCBを示す

主開閉器
結線容量

[kVA]

幹線記号盤名称
結
線
図

盤
形
状

一種又は二種
耐熱形分電盤

COS

※ 停電の検出は廊下等避難経路の分岐回路の2次側とする。

DC-GAC
2W100V

U＜

NT

AC1φ3W
210-105V

MCCB

101

201

301

401

A

10n

20n

30n

40n

B

501

601

50n

60n

D01

D03

D02

D0n

B C

NT

AC1φ3W
210-105V

MCCB

101

201

301

401

A

10n

20n

30n

40n

B

分岐開閉器

AF/ATP

回
路 1P 2P

リモコン
リレー　

負荷名称
容量[VA]

備考結線
照明 ｺﾝｾﾝﾄ その他P AF/AT

主開閉器
結線容量

[kVA]

幹線記号盤名称
結
線
図

盤
形
状

E:ELCBを示す E:ELCBを示す

210-105V
AC1φ3W

LSS1 3150Lm 26 笠なし型

LSS9 800Lm 10 富士型

10 下面開放LRS6 750Lm

富士型

下面開放

下面開放

下面開放

LRS6 6600Lm

LRS6 4750Lm

55 下面開放

42 下面開放

LRS1 6000Lm 71

LPT1 200Lm 15

B 級 7

パソコン用 50

プリンター用 800

換気扇用 100

コ
ン
セ
ン
ト

年間カレンダ式タイムスイッチT M :　2回路型　ソーラー機能付

電磁接触器

図面番号

設計年月

工事名

縮  尺

令和

年度

図面の名称

E-  

３
（仮称）多世代交流館整備
国庫補助事業

工事設計図

豊明市　行政経営部　公共施設管理室 令和3年2月

1 C L-1

3 100/100

1φ3W
210/105V

1

2

Ti ×1

L2 1 50/20

3

4

5

6

1 50/20

1 50/20

1 50/20

1 50/20

ハンドルロック

7

1 50/20

8

1 50/20

9

1 50/20

1 50/20

1 50/20

1 50/20

11

50/20

12

50/20

13

50/20

15

スペース

1 50/20

10 1 50/20

14

MC

容量（小計）

（北館）

1 50/20

1 50/20

16 1

17 1

18 1

ＮＴ

E

E

埋込

1600Ｗ×1800×250

2

1

1

50/20

50/20

50/20

外部水銀灯

保健室空調

教室照明

昇降口照明

保健室照明

教室コンセント

保健室コンセント

配膳室照明

便所照明

廊下照明

通路誘導灯

階段照明

保冷庫

＊＊室

保健室空調

教室照明

教室照明

教室コンセント

教室コンセント

配膳室コンセント

3 50/30 資料室分電盤

3 50/30 資料室分電盤

3 50/30 資料室分電盤

L-A

300×300×125

28.69

1φ3W
210/105V

L1 3 225/125

1

2

2 50/20

3

4

5

6

2 50/20

2 50/20

2 50/20

2 50/20

7

2 50/20

8

2 50/20

9

2 50/20

2 50/20

2 50/20

2 50/20

11

50/20

12

50/20

13

15

2 50/20

10 2 50/20

14 2 50/20

2 50/20

16 2

17 2

遊戯室照明

事務室照明

調理室（１）

トイレＡ

相談室コンセント

指導倉庫コンセント

遊戯室コンセント

職員便所コンセント

多目的便所

児童便所

洗濯機

指導訓練室照明

廊下照明

外灯

NL-1

10A 2 50/20 非常用照明

A 2 50/20 誘導灯

B 2 50/20 階段誘導灯

C 2 50/20 自動ドア

D 2 50/20

42

168

100

ハンドルロック

ハンドルロック

50/2018 2

50/2019 2

50/2020 2

事務室コンセント

50/2021 2

50/2022 2

50/2023 2

50/2024 2 静養室コンセント

50/2025 2 ＥＶ

50/2026 2 厨房機器

50/2027 2

28 2

検収室コンセント

50/3029 2

消毒保管器

50/2030 2

50/2031 2 ガス給湯器

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

指導訓練室コンセント

児童用トイレ

事務室コンセント

事務室コンセント

指導訓練室コンセントE

消毒保管器

35

1310

100

468

602

1505

348

1266

900

600

600

64

500

400

460

900

200

600

84

900

700

300

1000

140

1000

560

3100

3100

600

×1T/M

（北館）

（北館）

容量（小計） 6619 10888 11185 (28.692)

Ｌ－３

Ｌ－２

Ｌ－４

ＮＬ－３

ＮＬ－２

ＮＬ－４

2 50/20 予備

32

33

34

36

4 A

E 2 50/20 誘導灯信号装置 100

F 2 50/20 ＨＵＢ用 200

E

E

ハンドルロック

MC

オストメイト 600

コピー機 1000

厨房機器

50/30

2 50/20 E 駐車場照明

2 50/20 E 駐車ゲート

1020

500

MC

2 50/20 予備35

E

1φ3W
210/105V

L5

1φ3W
210/105V

L2

1φ3W
210/105V

L7

1φ200V

2 50/20 親子室空調37 E 1000

ＭＣ

Ｓ１ Ｓ１ ＣＯＭ Ｎ０ ＮＣ

Ａ１ Ａ２

３ ４

１ ２

負荷用電源 負荷

タイムス イッチ用
電源

ソーラータイマー

電磁接触器

MC

L2

L7

L1

予備

2 50/20 カメラ用電源 520E

2 50/20 検収室空調38 E 1000

予備

018電灯分電盤結線図（1）（改修後）

A1:NS A3:NS

1.
今回函体は裏ﾎﾞｯｸｽとして再使用とし内器全て撤去後

　露出盤として更新とする。

2. 今回撤去とする。

（注記）

（改修）

ｺﾝｾﾝﾄ

その他

最大需要電力

11.19kVA

21.38kVA

照明

需要率

0.98

0.34

1.0

3.70kVA

6.49kVA

負荷名称 需要電力

最大需要電力

21.38kVA

（想定需要電力）

(0.75)

※既存L-4の幹線を使用

※既存L-1の幹線を使用

※既存L-3の幹線を使用



分岐開閉器

AF/ATP

回
路 1P 2P

リモコン
リレー　

負荷名称
容量[VA]

備考結線

E:ELCBを示す

照明 ｺﾝｾﾝﾄ その他P AF/AT

E:ELCBを示す

主開閉器
結線容量

[kVA]

幹線記号盤名称
結
線
図

盤
形
状

分岐開閉器

AF/ATP

回
路 1P 2P

リモコン
リレー　

負荷名称
容量[VA]

備考結線
照明 ｺﾝｾﾝﾄ その他P AF/AT

主開閉器
結線容量

[kVA]

幹線記号盤名称
結
線
図

盤
形
状

E:ELCBを示す E:ELCBを示す

分岐開閉器

AF/ATP

回
路 1P 2P

リモコン
リレー　

負荷名称
容量[VA]

備考結線
照明 ｺﾝｾﾝﾄ その他P AF/AT

主開閉器
結線容量

[kVA]

幹線記号盤名称
結
線
図

盤
形
状

E:ELCBを示す E:ELCBを示す分電盤リスト(２)

図面番号

設計年月

工事名

縮  尺

令和

年度

図面の名称

E-  

３
豊明市　行政経営部　公共施設管理室

（仮称）多世代交流館整備
国庫補助事業

工事設計図

令和3年2月

947 1φ200V

L-2

3 100/100

1φ3W
210/105V

1

2

L5 1 50/20

1 50/20

（北館）

3

4

5

6

1 50/20

1 50/20

1 50/20

7

1 50/20

8

1 50/20

9

1 50/20

1 50/20

1 50/20

1 50/20

11

50/20

12

50/20

13

50/20

15

1 50/20

10 1 50/20

14 1 50/20

1 50/20

16 1

17 1

18 1

E

3 100/60 Ｌ－５

50/2019 1

50/2020 1

50/2021 1

50/2022 1

50/2023 1

50/2024 1

50/2025 1

50/2026 1

防災アンプ

1 C L-3

1φ3W
210/105V

L7

容量（小計）

（北館）

100/100 1

2

1 50/20

1 50/20

3

4

5

6

1 50/20

1 50/20

1 50/20

7

1 50/20

8

1 50/20

9

1 50/20

1 50/20

1 50/20

1 50/20

11

12

13 1 50/20

10 1 50/20

14 1 50/20

E

2 100/60 Ｌ－６

3

L-4 （北館）

3 225/150

1φ3W
210/105V

L1 E 1

2

1 50/20

1 50/20

3

4

5

6

1 50/20

1 50/20

1 50/20

7

1 50/20

8

1 50/20

9

1 50/20

1 50/20

1 50/20

1 50/20

11

50/20

12

50/20

13

50/20

15

1 50/20

10 1 50/20

14 1 50/20

1 50/20

16 1

17 1

18 1

50/2019 1

50/2020 1

50/2021 1

50/2022 1

50/2023 1

50/2024 1

50/2025 1

50/2026 1

50/2027 1

50/2028 1

50/2029 1

50/2030 1

50/2031 1

50/2032 1

ＮＴ

ＮＴ

ＮＴ

1φ200V

1φ200V15 2 50/40

家庭科室照明

800Ｗ×800×250 2 50/20 空調機器電源

3 50/30 職員室天井コンセント

図書室照明

図書室コンセント

スタジオコンセント

放送室コンセント

職員室コンセント

印刷室コンセント

校長室コンセント

教室コンセント

放送室照明

職員便所照明

校長室照明

職員室照明

火災通報装置

全日警

廊下照明

通路誘導灯

火災報知器

フォロースポット用

スタジオ排気ファン

防排煙

図書室照明

職員室照明

職員室コンセント

フォロースポット用

ハンドルロック

E

24.54

1φ3W
210/105V

L5 3 100/100

1

2

2 50/20

3

4

5

6

2 50/20

2 50/20

2 50/20

2 50/20

7

2 50/20

8

2 50/20

9

2 50/20

2 50/20

2 50/20

2 50/20

11

50/20

12

50/20

13

15

2 50/20

10 2 50/20

14 2 50/20

2 50/20

16 2

17 2

倉庫照明

書庫照明

総合受付照明

トイレＣ照明

女子ロッカー照明

廊下照明

屋外階段照明

プレイルームコンセント

10A 2 50/20 非常用照明

A 2 50/20 誘導灯

B 2 50/20 火報受信機

C 2 50/20 非常放送アンプ

49

200

200

ハンドルロック

ハンドルロック

50/2018 2

50/2019 2

相談室コンセント

50/2020 2

50/2021 2

50/2022 2

50/2023 2

50/2024 2

コピー機

50/2025 2

50/2026 2

50/2027 2

50/2028 2

冷蔵庫

50/3029 2

50/2030 2

50/2031 2

E

E

E

スタッフルームコンセント

32

1612

82

477

875

355

425

1392

300

1000

300

300

400

400

100

300

200

1000

1000

600

900

900

900

50/2032 2

50/2033 2

50/2034 2

50/2035 2

50/2036 2

50/2037 2

50/2038 2

E

E

E

ハンドルロック

授乳室コンセント

倉庫コンセント

給湯室コンセント

総合受付コンセント

職員便所

多目的便所

電気温水器

プレイルームコンセント

プレイルームコンセント

ミニキッチン

授乳室コンセント

印刷室コンセント

コピー機

コピー機

相談室コンセント

総合受付コンセント

総合受付コンセント

総合受付コンセント

総合受付コンセント

100

1350

460

1100

1000

1000

1000

1000

200

16

17

18

空調盤

階段＊＊機

予備

教室1,2照明

廊下

便所

配膳室

洗濯室

通路誘導灯

予備

教室3,4照明

教室5,6照明

教室1,2コンセント

教室3,4コンセント

教室5,6コンセント

家庭科室照明

家庭科室照明

26.37

1φ3W
210/105V

L2 3 100/100

NL-3

ハンドルロックA 2 50/20 誘導灯 49

1

2

2 50/20

3

4

5

6

2 50/20

2 50/20

2 50/20

2 50/20

7

2 50/20

8

2 50/20

9

2 50/20

2 50/20

2 50/20

2 50/20

11

50/20

12

50/20

13

15

2 50/20

10 2 50/20

14 2 50/20

2 50/20

16 2

17 2

10A 2 50/20

50/2018 2

50/2019 2

50/3020 2

50/3021 2

50/2022 2

50/2023 2

50/2024 2

50/2025 2

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

活動室照明

廊下照明

トイレＤ照明

調理室(2)照明

非常用照明

活動室コンセント

講師控室コンセント

調理室(2)コンセント

ｲｰﾄｲﾝｽﾍﾟｰｽｺﾝｾﾝﾄ

ﾜﾝﾃﾞｲｷｯﾁﾝｺﾝｾﾝﾄ

多目的便所

男子便所

女子便所

自動水栓

オストメイト

活動室照明

活動室コンセント

講師控室コンセント

調理室(2)コンセント 1000

調理室(2)コンセント 1000

調理室(2)コンセント 1000

調理室(2)コンセント 1000

調理室(2)コンセント 1000

ｲｰﾄｲﾝｽﾍﾟｰｽｺﾝｾﾝﾄ

600

848

327

1483

353

1182

29

600

600

400

300

400

1000

300

200

460

900

1350

70

1028

800Ｗ×1800H

埋込

3 100/60 パソコン室分電盤

2 50/30 パソコン室空調

音楽室北側照明

音楽室南側照明

理科室照明

図工室照明

音楽室コンセント

図工室コンセント

音楽室コンセント

音楽室コンセント

音楽室コンセント

音楽室コンセント

音楽室コンセント

図工室コンセント

図工室コンセント

理科室コンセント

理科室コンセント

理科室コンセント

視聴覚室照明

視聴覚室ダウンライト

視聴覚室照明

視聴覚室コンセント

視聴覚室コンセント

視聴覚室コンセント

視聴覚室コンセント

便所照明

廊下照明

機械室照明

音楽室コンセント

通路誘導灯

音楽室コンセント

視聴覚室スクリーン

理科室スクリーン

理科室コントロール盤

ハンドルロック63

1415

309

888

317

1402

30

300

200

460

900

1350

70

11.58

1φ3W
210/105V

L7 3 100/60

NL-4

A 2 50/20

1

2

2 50/20

3

4

5

6

2 50/20

2 50/20

2 50/20

2 50/20

7

2 50/20

8

2 50/20

9

2 50/20

2 50/20

2 50/20

2 50/20

11

50/20

12

50/20

13

15

2 50/20

10 2 50/20

14 2 50/20

2 50/20

16 2

17 2

10A 2 50/20

50/2018 2

50/2019 2

50/2020 2

50/2021 2

50/2022 2

50/2023 2

50/2024 2

50/2025 2

非常用照明

誘導灯

ハンドルロック

ハンドルロック

トイレＥ照明

更衣室照明

ﾗｰﾆﾝｸﾞｽﾍﾟｰｽ照明

廊下照明

ラウンジ照明

ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽｽﾀｼﾞｵｺﾝｾﾝﾄ

ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽｽﾀｼﾞｵｺﾝｾﾝﾄ

ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽｽﾀｼﾞｵｺﾝｾﾝﾄ

ｻｳﾝﾄﾞｽﾀｼﾞｵｺﾝｾﾝﾄ

ｻｳﾝﾄﾞｽﾀｼﾞｵｺﾝｾﾝﾄ

多目的ｽﾍﾟｰｽｺﾝｾﾝﾄ

多目的ｽﾍﾟｰｽｺﾝｾﾝﾄ

更衣室コンセント

ﾗｰﾆﾝｸﾞｽﾍﾟｰｽｺﾝｾﾝﾄ

ﾗｰﾆﾝｸﾞｽﾍﾟｰｽｺﾝｾﾝﾄ

ﾗｰﾆﾝｸﾞｽﾍﾟｰｽｺﾝｾﾝﾄ

ラウンジコンセント

ラウンジコンセント

ラウンジコンセント

ラウンジコンセント

倉庫コンセント

多目的便所

男子便所

女子便所

自動水栓

E

E

E

E

50/2026 2

50/2027 2

小会議室コンセント

200

200

100

100

200

200

200

200

200

300

200

200

200

200

300

800Ｗ×1800H

埋込

NL-2 （北館）

D 2 50/20 警報盤他 200

E 2 50/20 弱電機器他 500

容量（小計） 5218 16836 2481 (24,535)

容量（小計） 4193 13428 8748 (26,369)

容量（小計） 4331 6960 293 (11,584)

2 50/20 予備

2 50/20 予備

28

29

31

2 50/20 予備

26

27

28

40

39

×1T/M

埋込

4 A

7 A

7 A

C1C1

（北館）

（北館）

B 2 50/20 ＨＵＢ用 200

多目的ｽﾍﾟｰｽｺﾝｾﾝﾄ 400

50/202

30

ラウンジコンセント 200

B 2 50/20 ＨＵＢ用 200

調理室(2)コンセント

ＩＨジャー 4570

消毒保管器 3100

1φ200V

E

E

2 50/20 倉庫コンセント 100

50/202

E ガス給湯器 80050/202

29

30

F 2 50/20 ＨＵＢ用 200

MC

E

200プレイルームコンセント

E 洗濯機 320

多目的ルームコンセント 200

女子ロッカーコンセント 200

400総合受付コンセント

500総合受付コンセント

多目的便所E 146

E

2 50/20 カメラ用電源 802 50/20 予備31

2 50/20 カメラ用電源 120

42 2 50/20 予備

2 50/20 カメラ用電源 160

G 2 50/20 火災通報装置 100 ハンドルロック

41 2 50/20 予備

2 50/20 E 電気温水器 1100

019

A1:NS A3:NS

電灯分電盤結線図（2）（改修後）

（改修）

（改修）

（改修）

1.

2. 今回撤去とする。

（注記）

今回函体は裏ﾎﾞｯｸｽとして再使用とし内器全て撤去後

　露出盤として更新とする。

最大需要電力
13.31kVA

ｺﾝｾﾝﾄ

その他

最大需要電力

2.48kVA

13.31kVA

照明

需要率

0.98

0.34

1.0

5.72kVA

5.11kVA

負荷名称 需要電力

（想定需要電力）

(0.54)

最大需要電力

17.43kVA

ｺﾝｾﾝﾄ

その他

最大需要電力

8.75kVA

17.43kVA

照明

需要率

0.98

0.34

1.0

4.57kVA

4.11kVA

負荷名称 需要電力

（想定需要電力）

(0.66)

最大需要電力
8.36kVA

ｺﾝｾﾝﾄ

その他

最大需要電力

0.29kVA

8.36kVA

照明

需要率

0.98

0.55

1.0

3.83kVA

4.24kVA

負荷名称 需要電力

（想定需要電力）

(0.72)



分岐開閉器

AF/ATP

回
路 1P 2P

リモコン
リレー　

負荷名称
容量[VA]

備考結線

E:ELCBを示す

照明 ｺﾝｾﾝﾄ その他P AF/AT

E:ELCBを示す

主開閉器
結線容量

[kVA]

幹線記号盤名称
結
線
図

盤
形
状

分岐開閉器

AF/ATP

回
路 1P 2P

リモコン
リレー　

負荷名称
容量[VA]

備考結線
照明 ｺﾝｾﾝﾄ その他P AF/AT

主開閉器
結線容量

[kVA]

幹線記号盤名称
結
線
図

盤
形
状

E:ELCBを示す E:ELCBを示す

分岐開閉器

AF/ATP

回
路 1P 2P

リモコン
リレー　

負荷名称
容量[VA]

備考結線
照明 ｺﾝｾﾝﾄ その他P AF/AT

主開閉器
結線容量

[kVA]

幹線記号盤名称
結
線
図

盤
形
状

E:ELCBを示す E:ELCBを示す分電盤リスト(３)

図面番号

設計年月

工事名

縮  尺

令和

年度

図面の名称

E-  

３
豊明市　行政経営部　公共施設管理室

（仮称）多世代交流館整備
国庫補助事業

工事設計図

令和3年2月

L-6 （北館）

3 100/100

1φ3W
210/105V

1

2

1 50/20

1 50/20

3

4

5

6

1 50/20

1 50/20

1 50/20

7

1 50/20

8

1 50/20

9

1 50/20

1 50/20

1 50/20

1 50/20

11

50/20

12

50/20

13

50/20

15

1 50/20

10 1 50/20

14 1 50/20

1 50/20

16 1

17 1

18 1

L-5 （北館）

1φ3W
210/105V

3 100/60 調光盤へ

1 C L-1

1φ3W
210/105V

Ti ×1

L8

（南館）

3 100/100 1 1 50/20

2

3

4

5

6

1 50/20

1 50/20

1 50/20

1 50/20

7

1 50/20

8

1 50/20

9

1 50/20

1 50/20

1 50/20

1 50/20

11

50/20

12

13

15

1 50/20

10 1 50/20

14 1 50/20

1 50/20

16 2

MC

E

焼物用2 50/50

Ｌ－３

Ｌ－２

L-2

1φ3W
210/105V

L3 100/100 1

2

1 50/20

1 50/20

E

3 100/60 Ｌ－４

3

3

4

5

6

1 50/20

1 50/20

1 50/20

7

1 50/20

8

1 50/20

9

1 50/20

1 50/20

10 1 50/20

（南館）

ＮＴ

ＮＴ

ＮＴ

E 水中ポンプ 400

700Ｗ×1200H

埋込

黒板下コンセント

北側コンセント

南側コンセント

北側コンセント

南側コンセント

南側コンセント

南側コンセント

南側コンセント

机南側コンセント

机南側コンセント

机南側コンセント

机後側コンセント

机後側コンセント

机北側コンセント

机北側コンセント

机北側コンセント

教師机コンセント

換気扇

440×450×90

パソコン室分電盤

露出

440×900×120

上下ダクト100W

3 100/60 1

2

1 50/20

1 50/20

3

4

5

6

1 50/20

1 50/20

1 50/20

7

1 50/20

8

1 50/20

9

1 50/20

1 50/20

1 50/20

1 50/20

11

12

13 1 50/20

10 1 50/20

14 1 50/20

アップコンE

アップコン

アップコン

アップコン

アップコン

アップコン

アップコン

アップコン

アップコン

アップコン

アップコン

アップコン

アップコン

アップコン

600Ｗ×1600×250

埋込

外灯2 50/20

教室照明

教室コンセント

教室照明

便所照明

図工室照明

廊下照明

昇降口照明

階段照明

太陽光モニター

教室コンセント

図工室コンセント

図工室コンセント

予備

予備

予備

8.58

1φ3W
210/105V

L8 3 100/50

1

2 50/20

2

3

4

5

6

2 50/20

2 50/20

2 50/20

2 50/20

7

2 50/20

8

2 50/20

9

2 50/20

2 50/20

2 50/20

2 50/2011

12

13

2 50/20

10

2 50/20

14

2 50/20

MC

441

階段誘導灯2 50/20

非常用照明

フォーラム照明

資料室照明

資料室照明

廊下照明

みんなのテラス照明

外部照明

倉庫コンセント

誘導灯2 50/20

SL-1 （南館）

A

B

49

122

20

E

E

240

848

1196

951

300

400

400

400

96

200

200

500

ハンドルロック

ハンドルロック

ハンドルロック10A

50/202

360

600Ｗ×1000×250

埋込

ＬＡＮ2 50/20

第２音楽教室ファン2 50/30 E

教室照明

教室照明

便所照明

廊下照明

教室コンセント

教室コンセント

ＬＡＮ

教室ブースター

予備

予備

8

9

2 50/20

2 50/20

2 50/2011

10 2 50/20

7.92

1φ3W
210/105V

L3 3 100/50

1 2 50/20

2

3

2 50/20

2 50/20

4

5

6

2 50/20

2 50/20

7

2 50/20

2 50/20

2 50/20 非常用照明 24 ハンドルロック10A

E

600

500

200

1000

1100

888

888

312

269

1032

62

子ども図書室照明

屋内遊び場照明

廊下照明

便所照明

子育てスペース照明

屋外階段照明

屋内遊び場コンセント

子ども図書室ｺﾝｾﾝﾄ

廊下コンセント

授乳室コンセント

L-1-1 （資料室）

400Ｗ×300×100

3 50/30

1φ3W
210/105V

1

2

2

3

4

5

6

E

2

2

2

2

2

スペース

50/20

50/20

50/20

50/20

50/20

50/20 スペース

E

資料室コンセント

資料室コンセント

フォーラムコンセント

みんなのﾃﾗｽｺﾝｾﾝﾄ

多目的便所

SL-2 （南館）

ＳＬ－３

ＳＬ－２

容量（小計） 4012 4072 491 (8,575)

容量（小計） 3451 3080 1387 (7,918)

2 50/20 予備

12

14

15

16

17

1φ3W
210/105V

（L-A)

（L-4)

（L-2)

（L-3)

1 C

1 C

7 C

7 A 7 A

C1

2 A

ハンドルロック63A 2 50/20 誘導灯

B 2 50/20 ＨＵＢ用 200

7003 50/30 ＳＬ－４

E 電気温水器

MC

TM ×1

2 50/20 ＨＵＢ用 200C

資料室コンセント

資料室コンセント

18

200フォーラムコンセント

200フォーラムコンセント

E

E 240駐車場照明

外部コンセント 100

MC

TM ×1

2 50/20 予備

2 50/20 予備

50/202

50/202

50/202

50/202

1φ3W
210/105V

L3

1φ3W
210/105V

L4

19

20

22

23

1φ200V

オストメイトE50/202 600

13 2 50/20 予備

2 50/20 カメラ用電源 80

2 50/20 カメラ用電源 312E

21 2 50/20 消火ポンプ室電源 120

020

A1:NS A3:NS

電灯分電盤結線図（3）（改修後）

（改修） （改修）

1.

2. 今回撤去とする。

（注記）

今回函体は裏ﾎﾞｯｸｽとして再使用とし内器全て撤去後

　露出盤として更新とする。

最大需要電力

6.66kVA

ｺﾝｾﾝﾄ

その他

最大需要電力

0.49kVA

6.66kVA

照明

需要率

0.98

0.55

1.0

2.24kVA

3.93kVA

負荷名称 需要電力

（想定需要電力）

(0.78)

最大需要電力

6.46kVA

ｺﾝｾﾝﾄ

その他

最大需要電力

1.39kVA

6.46kVA

照明

需要率

0.98

0.55

1.0

1.69kVA

3.38kVA

負荷名称 需要電力

（想定需要電力）

(0.82)



分岐開閉器

AF/ATP

回
路 1P 2P

リモコン
リレー　

負荷名称
容量[VA]

備考結線

E:ELCBを示す

照明 ｺﾝｾﾝﾄ その他P AF/AT

E:ELCBを示す

主開閉器
結線容量

[kVA]

幹線記号盤名称
結
線
図

盤
形
状

分岐開閉器

AF/ATP

回
路 1P 2P

リモコン
リレー　

負荷名称
容量[VA]

備考結線
照明 ｺﾝｾﾝﾄ その他P AF/AT

主開閉器
結線容量

[kVA]

幹線記号盤名称
結
線
図

盤
形
状

E:ELCBを示す E:ELCBを示す

分岐開閉器

AF/ATP

回
路 1P 2P

リモコン
リレー　

負荷名称
容量[VA]

備考結線
照明 ｺﾝｾﾝﾄ その他P AF/AT

主開閉器
結線容量

[kVA]

幹線記号盤名称
結
線
図

盤
形
状

E:ELCBを示す E:ELCBを示す分電盤リスト(４)

図面番号

設計年月

工事名

縮  尺

令和

年度

図面の名称

E-  

３
豊明市　行政経営部　公共施設管理室

（仮称）多世代交流館整備
国庫補助事業

工事設計図

令和3年2月

8

9

1 50/20

1 50/20

1 50/20

1 50/20

11

12

10 1 50/20

1φ3W
210/105V

3 100/60 1 1 50/20

2

3

1 50/20

1 50/20

整流器2 50/40

4

5

6

1 50/20

1 50/20

7

1 50/20

1 50/20

L-4 （南館）L-3

1φ3W
210/105V

L4 100/100 1

2

1 50/20

1 50/20

E

3 100/60 Ｌ－５

3

3

4

5

6

1 50/20

1 50/20

1 50/20

7

1 50/20

8

1 50/20

9

1 50/20

1 50/20

10 1 50/20

（南館）

ＮＴ

1φ3W
210/105V

3 100/60

L-5 （南館）

8

9

1 50/20

1 50/20

1 50/20

1 50/20

11

12

10 1 50/20

1 1 50/20

2

3

1 50/20

1 50/20

4

5

6

1 50/20

1 50/20

7

1 50/20

1 50/20

1φ3W
210/105V

2 50/50

L-6 （南館）

2P15AE×1 焼物用

TL-1 （体育館）

3 225/125

1φ3W
210/105V

L6 1

2

2 50/50

3

4

5

6

7

8

9 3 50/30

50/30

2 50/20

11

50/30

12

50/30

13

50/30

15

2 50/30

10

14 2 50/30

2 50/30

16 2

17 2

18 2

19 2

20 2

21 1

22

23

24

25

26

27

28

29

50/2030

50/2031

6.29

1φ3W
210/105V

L9 50/50 1

2

2 50/20

2 50/20

3

4

5

6

2 50/20

2 50/20

2 50/20

7

2 50/20

8

2 50/20

9

2 50/20

2 50/20

2 50/20

2 50/20

11

12

13 2 50/20

10 2 50/20

14 2 50/20

3

1L-1WC

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

690女子便所ｺﾝｾﾝﾄ

女子便所ｺﾝｾﾝﾄ

男子便所ｺﾝｾﾝﾄ

男子便所ｺﾝｾﾝﾄ

予備→２階便所

予備

予備

予備

予備

820

490

550

（南館）

ＮＴ

ＮＴ

ＮＴ

埋込

600Ｗ×1000×250

教室照明

教室照明

便所照明

廊下照明

教室コンセント

教室コンセント

予備

予備

予備

予備

8

9

2 50/20

10

5.52

1φ3W
210/105V

L4 3 100/50

1 2 50/20

2

3

2 50/20

2 50/20

4

5

6

2 50/20

2 50/20

7

2 50/20

2 50/20

SL-3

800

2 50/20 非常用照明 18 ハンドルロック10A

600

200

888

662

240

269

915

学習室照明

廊下照明

便所照明

学習室コンセント

学習室照明

多目的室照明

学習室コンセント

倉庫コンセント

600

500Ｗ×700×200

埋込

(L-2) コンセント

コンセント

コンセント

コンセント

コンセント

コンセント

コンセント

コンセント

コンセント

コンセント

コンセント

コンセント

予備

予備

予備

予備

予備

予備

予備

100

200

100

100

100

100

(L-3)

(L-1)

500Ｗ×700×200

埋込

予備

予備

予備

予備

予備

予備

準備室照明

東側照明

西側照明

北側コンセント

東側コンセント

南側コンセント

オルガン西側

オルガン東側

オルガン中側

200

200

400

予備→２階便所

予備→２階便所

予備→３階便所

予備→３階便所

予備→３階便所

50

470

1350

50

470

1350

E

2

2

2

2

2

2

2

3

3

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

50/50

50/50

50/50

50/50

50/50

50/50

50/50

50/30

50/30

50/30

50/20

50/20

50/20

50/20

50/20

50/20

50/20

50/20

50/20

E

予備

予備

予備

多目的便所

アリーナ５

アリーナ４

アリーナ３

アリーナ２

アリーナ１

湯沸器

SL-3 （南館）

容量（小計） 2974 2280 267 (5,521)

容量（小計）

容量（小計）

容量（小計） 6290 (6,290)

容量（小計）

11

2 50/20 予備

2 50/20 予備

TL-2 （体育館便所）

400Ｗ×300×100

3.11 3 50/30

1φ3W
210/105V

2

E

2

2

2

2

2

50/20

50/20

50/20

50/20

50/20

50/20

（TL-1)

2 50/20 予備

2 50/20 予備

更衣室コンセント

女子便所

自動水栓

多目的便所

男子便所

屋外遊技場便所

300

900

110

450

450

230

容量（小計） 2480 (3,111)

E

E

E

E

E

（既設残置）

予備→非常用照明

3 50/30 ＴＬ－２ （今回改造）

（今回改造）

（新設）

（今回改造）

（既設残置）

（既設残置）

（既設残置）

300Ｗ×300×200

露出

7 A

1 C

1 C

2 A

2 C

2 A

1 A

C1

2 50/20 更衣室照明 631

8

9

10

1

2

3

4

5

6

7

631

800

700

ハンドルロック49A 2 50/20 誘導灯

3 50/30 ＳＬ－５

B 2 50/20 ＨＵＢ用 200

50/30

50/30

SL-5

（盤名称変更）

SL-4

（盤名称変更） 3

3

2 50/20 カメラ用電源 402 50/20 カメラ用電源 80

021

A1:NS A3:NS

電灯分電盤結線図（4）（改修後）

（改修）

1.

2. 今回撤去とする。

（注記）

今回函体は裏ﾎﾞｯｸｽとして再使用とし内器全て撤去後

　露出盤として更新とする。

最大需要電力

4.43kVA

ｺﾝｾﾝﾄ

その他

最大需要電力

0.27kVA

4.43kVA

照明

需要率

0.98

0.55

1.0

1.25kVA

2.91kVA

負荷名称 需要電力

（想定需要電力）

(0.80)



幹線・動力設備 コンセント設備 電灯設備 弱電設備 拡声設備 自動火災報知設備

図面番号

設計年月

工事名

縮  尺

令和

年度

図面の名称

E-  

３
（仮称）多世代交流館整備
国庫補助事業

工事設計図

豊明市　行政経営部　公共施設管理室 令和3年2月

記 　 号

凡 　 例

注 　 記

備 　 考名　 　 　 称 記 　 号

凡 　 例

注 　 記

備 　 考名　 　 　 称 記 　 号

凡 　 例

注 　 記

備 　 考名　 　 　 称 記 　 号

凡 　 例

注 　 記

備 　 考名　 　 　 称 記 　 号

凡 　 例

注 　 記

備 　 考名　 　 　 称 記 　 号

凡 　 例

注 　 記

備 　 考名　 　 　 称

　　天井隠蔽配線

　　露出配管配線

ＩＶ１．６×２ （１９）

１，図中特記なき配管配線は下記とする。 １，図中特記なき配管配線は下記とする。

埋込スイッチ　１Ｐ１５Ａ×１　動作確認灯付Ｌ

１，図中特記なき配管配線は下記とする。 １，図中特記なき配管配線は下記とする。 １，図中特記なき配管配線は下記とする。 １，図中特記なき配管配線は下記とする。

ＡＣ 埋込コンセント （２Ｐ１５ＡＥ×１，ＥＴ） （エアコン用）

手元開閉器Ｓ

警報盤

動力制御盤

電灯分電盤 埋込コンセント

３ 埋込コンセント

（２Ｐ１５Ａ×２）

（２Ｐ１５Ａ×３）

端子盤

電話用モジュラージャック６極４芯×１

テレビ端子

情報用モジュラージャック８極８芯×１ 壁付Ｃａｔ５ｅ

床付

壁付

電話用モジュラージャック

多機能電話機

一般電話機Ｔ

Ｔ

ＥＶインターホンｔ ＥＶ工事

ＨＵＢ 情報機器収納盤

ＰＢＸ 電話交換機

１６ポートＨＵＢ×２

コンセント２Ｐ１５Ａ　Ｅ付×２

相互式インターホンｔ

電気時計親機

電気時計子機

壁掛型スピーカー

天井埋込型スピーカー

天井埋込型スピーカー

非常放送用アンプ

アッテネーター

（ＡＴＴ付）

（ＡＴＴ付）

ＡＭＰ

３

４

埋込スイッチ　１Ｐ１５Ａ×１　

埋込スイッチ　３Ｗ１５Ａ×１　

埋込スイッチ　４Ｗ１５Ａ×１　

避難口誘導灯　　10Ｗ形

室内通路誘導灯　10Ｗ形

ＩＶ２．０×２ （１９）

Ｋ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

ＥＲ

複合受信機

消火栓収納箱

差動式スポット型感知器

定温式スポット型感知器

光電式煙感知器

防火シャッター用危害防止用連動中継器

自動閉鎖装置　防火戸用

光電式煙感知器

光電式煙感知器

２種露出

１種防水

２種露出

３種露出

２種露出（点検ボックス付）

０ 定温式スポット型感知器 特種

　　天井隠蔽配線

ＩＶ２．０×２ （１９）

　　天井隠蔽配線

ＩＶ２．０×２ （１９）

ＩＶ１．６×２ （１９）

（電話設備）

ＴＩＶＦ０．５－２Ｐ （１９）

（情報設備）

ＵＴＰ０．５－４Ｐ （２５）

（テレビ共聴設備）

５Ｃ－２Ｖ （１９）

（インターホン設備）

ＣＰＥＶ１．２－５Ｐ （２５）

　　天井隠蔽配線

ＨＩＶ１．２×２ （１９）

　　天井隠蔽配線

ＩＶ１．２×２ （１９）

ＩＶ１．２×４ （１９）

ＵＴＰ０．５－４Ｐ （ＭＭＡ）

ＩＶ２．０×２ （１９）

ＩＶ２．０×２　Ｅ２．０ （１９）

ＩＶ２．０×２　Ｅ２．０ （１９）

ＩＶ１．６×３ （１９）

ＩＶ１．６×４ （１９）

ＩＶ１．６×５ （２５）

２Ｐ

ＵＴＰ

ＵＴＰ

５Ｃ

５Ｐ

Ｍ

電動スクリーン用操作スイッチ

電動スクリーン用電源

換気扇（別途機械設備工事）

ＰＳ
蛍光灯　２灯用　プルスイッチ付

ダウンライト

ブラケット

埋込コンセント　（２Ｐ１５Ａ×１）

スポットライト

蛍光灯　２灯用　

蛍光灯　１灯用　

（電気時計設備）

ＩＶ１．２×２ （１９）

ＡＥ１．２－２Ｃ （１９）

空気管（外形2mm)
AP

（改修前）凡例・注記

A1:N,S A3:N,S
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幹線・動力設備 コンセント設備 電灯設備 弱電設備 拡声設備 自動火災報知設備

図面番号

設計年月

工事名

縮  尺

令和

年度

図面の名称

E-  

３
（仮称）多世代交流館整備
国庫補助事業

工事設計図

豊明市　行政経営部　公共施設管理室 令和3年2月

記　号

凡　例

注　記

備　考名　　　称 記　号

凡　例

注　記

備　考名　　　称 記　号

凡　例

注　記

備　考名　　　称 記　号

凡　例

注　記

備　考名　　　称 記　号

凡　例

注　記

備　考名　　　称 記　号

凡　例

注　記

備　考名　　　称

Ｎ

　　二重天井内コロガシ配線

EM-EEF 2.0-2C

　　天井いんぺい配管配線

EM-IE 2.0×2,E2.0 (PF16)

EM-IE 2.0×2,E2.0 (PF16)

EM-EEF 2.0-3C(1CE)

　　露出配管配線

EM-IE1.6×2 (E19)

(E19)

(E19)

EM-IE1.6×2,E1.6

EM-IE2.0×2,E1.6

１，図中特記なき配管配線は下記とする。

　　（国土交通大臣認定工法）を施すこと。

３，防火区画を貫通する　　配管・配線については防火区画貫通処理

　　ついては電線管にて保護とする。

２，ニ重天井内はケーブルコロガシ配線とし、壁内及びケーブル保護必要部に

１，図中特記なき配管配線は下記とする。

　　ついては電線管にて保護とする。

２，ニ重天井内はケーブルコロガシ配線とし、壁内及びケーブル保護必要部に

Ｆ

熱線センサー付自動スイッチ（親機）

熱線センサー付自動スイッチ（親機） 換気扇連動型

Ｆ３

熱線センサー付自動スイッチ（子機）

熱線センサー付自動スイッチ（子機）換気扇連動

埋込スイッチ　１Ｐ１５Ａ×１　動作確認灯付Ｌ

Ｊ ジョイントボックス（アウトレットボックス）

１，図中特記なき配管配線は下記とする。

　　ついては電線管にて保護とする。

２，ニ重天井内はケーブルコロガシ配線とし、壁内及びケーブル保護必要部に

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

１，図中特記なき配管配線は下記とする。

　　ついては電線管にて保護とする。

２，ニ重天井内はケーブルコロガシ配線とし、壁内及びケーブル保護必要部に

１，図中特記なき配管配線は下記とする。

　　ついては電線管にて保護とする。

２，ニ重天井内はケーブルコロガシ配線とし、壁内及びケーブル保護必要部に

１，図中特記なき配管配線は下記とする。

　　ついては電線管にて保護とする。

２，ニ重天井内はケーブルコロガシ配線とし、壁内及びケーブル保護必要部に

自動ドア用電源

ＡＣ 埋込コンセント

ＡＤ

（２Ｐ１５ＡＥ×１，ＥＴ） （エアコン用）

手元開閉器

ＥＨ 埋込コンセント （２Ｐ１５ＡＥ×１，ＥＴ）１００Ｖ （電気温水器用）

Ｓ

警報盤

動力制御盤

電灯分電盤 埋込コンセント

ＡＦ

ＷＣ

ＷＰ

埋込コンセント

埋込コンセント

防水コンセント

（２Ｐ１５Ａ×２）

（２Ｐ１５ＡＥ×２，ＥＴ）

（２Ｐ１５ＡＥ×２，ＥＴ）

（２Ｐ１５ＡＥ×２，ＥＴ）

（自動水栓用）

（ウォシュレット用）

手元開閉器

ＷＰ 入線機能付防水コンセント （２Ｐ１５ＡＥ×１，ＥＴ）

ＴＶ 露出コンセント （２Ｐ１５ＡＥ×２） （端子盤内取付）（ＴＶ用）

Ｓ

端子盤

電話用モジュラージャック６極４芯×１

テレビ端子

床付　露出

壁付

多機能電話機

一般電話機Ｔ

Ｔ

ＥＶインターホンｔ ＥＶ工事

ＨＵＢ 情報機器収納盤

ＰＢＸ 電話交換機

ＡＰ 接続装置

ＨＵＢスペース

コンセント２Ｐ１５Ａ　Ｅ付×２

LED 230Lm　（天井埋込）Ｙ１

避難口誘導灯　　Ｂ級・ＢＨ形

避難口誘導灯（誘導音点滅型）Ｂ級・ＢＬ形

室内通路誘導灯　Ｂ級・ＢＨ形（片面型）

誘 誘導灯信号装置（誘導音＋点滅用）

階段通路誘導灯（センサー付）　天井付

室内通路誘導灯　Ｂ級・ＢＨ形（両面型）

Ｙ２

Ｙ３

Ｙ４

LED 370Lm　（天井埋込）

LED 1050Lm　（天井埋込）

LED 1050Lm　（天井埋込）　防湿型 相互式インターホンｔ

トイレ呼出表示器

トイレ呼出押しボタン

復旧ボタン

ブザー付表示灯

ドーム型カメラ

壁掛型スピーカー

防滴型天井埋込スピーカー

天井埋込型スピーカー

天井埋込型スピーカー

非常放送用アンプ

アッテネーター

（ＡＴＴ付）

（ＡＴＴ付）

ＷＰ

ＲＭ 非常放送用リモートマイク

３

４

埋込スイッチ　１Ｐ１５Ａ×１　

埋込スイッチ　３Ｗ１５Ａ×１　

埋込スイッチ　４Ｗ１５Ａ×１　Ｒ

ＳＨ

２ＥＥＴ

埋込コンセント （２Ｐ１５Ａ×２）

（２Ｐ１５ＡＥ×２，ＥＴ）埋込コンセント

リーラーコンセント （２Ｐ１５Ａ×２）

（扉付）

Ｋ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

ＥＲ

複合受信機

消火栓収納箱

差動式スポット型感知器

定温式スポット型感知器

光電式煙感知器

防火シャッター用危害防止用連動中継器

自動閉鎖装置　防火戸用

光電式煙感知器

光電式煙感知器

２種露出

１種防水

２種露出

３種露出

２種露出（点検ボックス付）

０ 定温式スポット型感知器 特種

３，防火区画を貫通する　　配管・配線については防火区画貫通処理

３，防火区画を貫通する　　配管・配線については防火区画貫通処理

３，防火区画を貫通する　　配管・配線については防火区画貫通処理

３，防火区画を貫通する　　配管・配線については防火区画貫通処理

３，防火区画を貫通する　　配管・配線については防火区画貫通処理

　　二重天井内コロガシ配線

　　天井いんぺい配管配線

EM-EEF 2.0-3C(1CE)

　　露出配管配線

　　二重天井内コロガシ配線

EM-EEF 2.0-2C

　　天井いんぺい配管配線

EM-EEF 1.6-2C

EM-EEF 2.0-3C(1CE)

EM-EEF 1.6-3C(1CE)

EM-EEF 1.6-3C

EM-EEF 1.6-2C×2

７
EM-EEF 1.6-3C+2C×2

Ｃ
EM-AE1.2-2C

　　露出配管配線

EM-IE 2.0×2,E2.0 (PF16)

EM-IE 2.0×2,E2.0 (PF16)

EM-IE1.6×2 (E19)

(E19)

(E19)

EM-IE1.6×2,E1.6

EM-IE2.0×2,E1.6

EM-IE 1.6×2,E1.6 (PF16)

EM-IE 2.0×2,E2.0 (PF16)

EM-IE1.6×2 (E19)

(E19)

(E19)

EM-IE1.6×2,E1.6

EM-IE1.6×3,E1.6

EM-EEF 2.0-3C(1CE)

電話用モジュラージャック６極４芯×１

屋外型カメラ

EM-HP 1.2-2C

EM-HP 1.2-3C

EM-AE 0.9-2C

　（電話設備）

EM-BTIEE 0.5-2P (PF16)
Ｔ

　（情報設備）

EM-UTP 0.5-4P(Cat6) (PF22)
ＵＴＰ

　（テレビ共聴設備）

EM-S-5C-FB (PF22)
５Ｃ

　（ﾄｲﾚ呼出設備）

EM-AE 1.2-2C

EM-AE 1.2-3C

(PF16)

(PF16)

　（インターホン設備）

EM-FCPEES 1.2-5P (PF22)
５Ｐ

Ｙ５ LED 370Lm　（天井直付）　

Ｙ６ LED 1050Lm　（天井直付）　

EM-EEF 1.6-2C+3C

EM-EEF 1.6-3C×2

６

５
EM-EEF 1.6-3C+2C

EM-EEF 1.6-3C×2

別途工事

ＢＰ ブランクプレート取付

ＭＭ 埋込コンセント （２Ｐ１５ＡＥ×２）

メタルモール用ボックス取付

ハーネスジョイントボックス　２Ｐ２０Ａ ２分岐

（２Ｐ１５ＡＥ）　３ｍＯＡタップ ６ヶ口

ＭＭＡ

ＭＭＡ

ＭＭＢ

埋込スイッチ　(１Ｐ１５Ａ×１）メタルモール用ボックス取付

埋込コンセント　(２Ｐ１５Ａ×１，抜止）　天井付

埋込コンセント　(２Ｐ１５Ａ×１，抜止）　露出ボックス付

換気扇（別途機械設備工事）

梁巻きメタルモールＡ

梁巻きメタルモールＢ

ＡＭＰ

ホーン型スピーカー

防火区画貫通処理 ５０φ

既設壁貫通補修 ５０φ

ＭＭＡ

ＭＭＢ

　　メタルモール内配線

EM-EEF 2.0-3C(1CE) 　メタルモールＡ

EM-EEF 2.0-3C(1CE) 　メタルモールＢ

３系統型

A
EM-AE1.2-2C + EM-EEF 1.6-2C

Ｐ 機械警備パッシブセンサー用

Ｋ

Ｂ

機械警備操作器用

機械警備ベル用

　（機械警備）

空配管 (PF22)

EM-EEF 2.6-3C(1CE)
２.６

調光スイッチ　５００Ｗ　

埋込コンセント （２Ｐ１５ＡＥ×２）

埋込コンセント （２Ｐ１５Ａ×３）３

２Ｅ

　　（国土交通大臣認定工法）を施すこと。

　　（国土交通大臣認定工法）を施すこと。

　　（国土交通大臣認定工法）を施すこと。

　　（国土交通大臣認定工法）を施すこと。

　　（国土交通大臣認定工法）を施すこと。

※　各設備共通

プルボックス　特記なきは　150×150×100

２１

３２

４３

プルボックス　200×200×100

ＷＰ：防水型（ＳＵＳ製）

プルボックス　300×300×200

プルボックス　400×400×300

レースウェイ（２種金属線ぴ）４０×３０

　　レースウェイ配線

EM-EEF 1.6-2C

EM-EEF 1.6-3C

EM-AE1.2-4C + EM-EEF 1.6-2C

１５

３０Ａ 埋込コンセント （３Ｐ３０ＡＥ×１）３φ２００Ｖ

ＯＳ 埋込コンセント （２Ｐ１５ＡＥ×２，ＥＴ） （オストメイト用）

フロアージョイントボックス　（ＯＢ１１９×５４）

Ｓ
Ｆ 熱線センサー付自動スイッチ（子機）換気扇連動

ＡＭＰ 非常放送用アンプ

ＲＭ 非常放送用リモートマイク

Ｂ

Ａ

Ｂ

Ａ （北館・南館用）

（北館・南館用）

（体育館用）

（体育館用）

Ｃ 電源カットリレー

空気管（外形2mm)
AP

非常用照明兼用

埋込コンセント （２Ｐ１５Ａ×１） （防犯カメラ用）（天井内取付）

EM-AE 0.9-4C

　　露出配管配線

(PF16)

(PF16)

EM-HP 1.2-3C (E19)

ＬＫ

ＬＫ

埋込コンセント （２Ｐ１５Ａ×１，抜止） （換気扇用）

埋込コンセント （２Ｐ１５Ａ×１，抜止） （換気扇用）天井付

EM-HP 1.2-2C
HP

Ｔ

火災通報装置

火災通報専用電話機

ＬＫ

ＬＫ

（換気扇用）

（換気扇用）

２.６
EM-EEF 2.6-3C(1CE)

（建築工事）

（改修後）凡例・注記

A1:N,S A3:N,S

023

ＥＩ



図面番号

設計年月

工事名

縮  尺

令和

年度

図面の名称

E-  

３
（仮称）多世代交流館整備
国庫補助事業

工事設計図

豊明市　行政経営部　公共施設管理室 令和3年2月

北館 改修前 1階平面

北館 改修後 1階平面

A1:1/100 A3:1/200

024幹線・動力設備 １階平面図

(北館)改修前・改修後

Ｓ

Ｓ

1.

注記

2.

3.

1.

注記

2.

3.

図中の特記なき　　　印の機器及び配管・配線は全て撤去後更新とする。

図中、細破線の機器及び配管・配線は残置とする。

凡例及び配線種別については別図（改修前凡例）参照のこと。

図中の特記なき機器及び配管・配線は全て更新とする。

図中、細破線の機器及び配管・配線は既設再使用とする。

凡例及び配線種別については別図（改修後凡例）参照のこと。

ＳＳＳＳＳＳＳ

Ｓ

Ｓ

LF4

ACP

N-9

ACP

N-8

ACP

N-6

ACP

N-6

ACP

N-15

ACP

N-14

ACP

N-5

ACP

N-5

ACP

N-18

ACP

N-4

ACP

N-4

ACP

N-3

ACP

N-2

ACP

N-27

ACP

N-26

ACP

N-11

ACP

N-28

4. 幹線サイズについては幹線系統図参照のこと。

5. 動力盤二次側配線については動力盤リスト参照のこと。

ACP

N-13

37

１階の廊下から各居室間を貫通する部分は防火区画貫通処理

（国土交通大臣認定工法）を施すこと。

6.

GHW

3

GHW

4

ACP

N-18

15
WP

WP

15
WP

15
WP

15
WP

Ｓ－１

IE2.0×2 E1.6(C19)

ＷＰ-1
ＥＶ制御盤

NL-1

15
WP

15
WP

15
WP

15
WP

Ｓ－１

IE2.0×2 E1.6(C19)

ＫＰ－１

AC

AC

MMA

MMA

AC

MMA

Ｐ－２

(KP-1)
(KP-1)

WP

ガス給湯器用

AC

MMA

(KP-1)

AC

AC

MMA

MMA

(KP-1)

ＡＤ

WP

44

22 33 55

66 77

88

99

3131

NP-1

NS-3

NS-2

NS-3NS-4

NS-3

NS-3NS-4NS-5

NS-3

Ｌ－１

（改修）

x2

(既設残置）

11

(改修）

屋外キュービクル

屋外キュービクル

Ｌ－１－１

（撤去）

Ｌ－１－１

（撤去）

Ｌ－１－１

（撤去）

(NL-1)

（改修）

（改修）

Ｐ－１

（改修）

（新設）

(NL-1)

(NP-1)

(NL-1)

(NP-1)

(NP-1)

(NP-1)

(NP-1)
(NP-1)

(NP-1)(NP-1)(NP-1)

(NL-1)

KP-1

３２

以降南館１階平面図参照

Ａ

P 2P 2 （既設管内）

EM-CET14□ （既設管内）

P 9P 9 EM-CET38□ （既設管内）

P11P11 EM-CET100□ （既設管内）

P12P12 EM-CET38□ （既設管内）

P13P13 EM-CET38□ （既設管内）

P14P14 （既設管内）

G PG P EM-FPT100□ （既設管内）

K 2K 2 EM-CEE2□-6C （既設管内）

Ａ

CC

32
WP

32
WP

AC

MMA

AC

MMA

PB 600×600×600(WP・SUS)

EM-EEF2.0-3C(1CE)(FEP30)
(地中埋設)

EM-CET22□

P10P10

E8□

E8□

E14□

E22□

E14□

E14□

WP
ガス給湯器用

IV1.6×5 (25)

IV5.5□×3 E2.0 (25)

（撤去）

Ｌ－Ａ

CV8□-3C E5.5□CV8□-3C E5.5□CV8□-3C E5.5□

（L-A） （L-A）

CVV1.6-4C (36)
地中埋設

以降南館１階平面図参照

警報 IV2□×5 (25)

3131

(NL-1)

AC
3838

(NL-1)

EM-CET100□ E22□

32



図面番号

設計年月

工事名

縮  尺

令和

年度

図面の名称

E-  

３
豊明市　行政経営部　公共施設管理室

（仮称）多世代交流館整備
国庫補助事業

工事設計図

令和3年2月

北館 改修前 2階平面

北館 改修後 2階平面

A1:1/100 A3:1/200

025幹線・動力設備 ２階平面図

(北館)改修前・改修後

Ｓ

Ｓ

ACP

N-17

ACP

N-7

ACP

N-1

ACP

N-22

ACP

N-22

ACP

N-12

ACP

N-22

38
40

NL-2

15
WP

IE2.0×2 E1.6(C19)
空調機電源盤

EH

L-5

L-2

15
WP

15

1515 15

2F3

2F3

(E25) (E25)

2F3

IE2.0×2 E1.6(C19)
空調機電源盤

1515 15

(E25) (E25)

2F3

2F3

15

MMB

11

22

33

NP-2

NS-3

K-1

NS-1

NP-2-1

（改修）

IV22×3 E14(31)

警報盤

(既設残置）

(改修）

(新設）

(新設）

323232323232

(新設）

（撤去）

(NL-2)

(NP-2)

32
(NP-2)

(NP-2)

系統図参照

（撤去）

（撤去）

IV1.6×5 (25)

IV5.5□×3 E2.0 (25)

x2

2.6

MMB

EH

2.6



図面番号

設計年月

工事名

縮  尺

令和

年度

図面の名称

E-  

３
豊明市　行政経営部　公共施設管理室

（仮称）多世代交流館整備
国庫補助事業

工事設計図

令和3年2月

北館 改修前 3階平面

北館 改修後 3階平面

A1:1/100 A3:1/200

026幹線・動力設備 ３階平面図

(北館)改修前・改修後

ACP

N-19

ACP

N-20

ACP

N-16

ACP

N-21

28

28

GHW

1

GHW

2

28

NL-3

L-3

L-6

KP-2

AC

AC

MMA

MMA

AC

AC

MMA

MMA

AC

AC

MMA

MMA

AC

AC

MMA

MMA

AC

AC

MMA

MMA

MMA

AC

AC

MMA

(KP-2) (KP-2) (KP-2) (KP-2)

(KP-2)

(KP-2)

WP

ガス給湯器用

ガス給湯器用

KP-2

AC

AC

MMA

MMA

AC

AC

MMA

MMA

AC

AC

MMA

MMA

AC

AC

MMA

MMA

AC

AC

MMA

MMA

MMA

AC

AC

MMA

(KP-2) (KP-2) (KP-2) (KP-2) (KP-2)

NP-3

（改修）

（残置）

IV38×3 E22(39)

CV14-3C(31)

VVF2.0-2C(19)

CV14-3C(31)

x2

x2

21
WP

21
WP

(KP-2)

(改修）

（撤去）

空調盤 （撤去）

（既設）

32 32

21
WP

EM-EEF2.0-3C(1CE)

EM-EEF2.0-3C(1CE)

(NL-3)

(NL-3)

21
WP

食器洗浄機用

30A

WP

既設空調機

残置

IV1.6×5 (25)

IV5.5□×3 E2.0 (25)

32



図面番号

設計年月

工事名

縮  尺

令和

年度

図面の名称

E-  

３
豊明市　行政経営部　公共施設管理室

（仮称）多世代交流館整備
国庫補助事業

工事設計図

令和3年2月

北館 改修前 4階平面

北館 改修後 4階平面

A1:1/100 A3:1/200

027幹線・動力設備 ４階平面図

(北館)改修前・改修後

Ｓ

Ｓ

Ｓ

ACP

N-25

ACP

N-24

NL-4

L-4

21
WP

11 22
33

NP-4

NS-6

NS-1

x4

(改修）

(新設）

電灯分電盤 （撤去）

ＥＶ制御盤

（撤去は建築工事）

32

(NP-4)
(NP-4)(NP-4)

(改修）

IV1.6×5 (25)



図面番号

設計年月

工事名

縮  尺

令和

年度

図面の名称

E-  

３
豊明市　行政経営部　公共施設管理室

（仮称）多世代交流館整備
国庫補助事業

工事設計図

令和3年2月

北館 改修前 屋上平面

北館 改修後 屋上平面

A1:1/100 A3:1/200

028幹線・動力設備 屋上平面図

(北館)改修前・改修後

Ｓ

ACP

N-23

NS-7

x2

LF5

IV1.6×5 (25)



図面番号

設計年月

工事名

縮  尺

令和

年度

図面の名称

E-  

令和3年2月豊明市　行政経営部　公共施設管理室

（仮称）多世代交流館整備 工事設計図

国庫補助事業

３

南館 改修前 1階平面

南館 改修後 1階平面

A1:1/100 A3:1/200

029幹線・動力設備 １階平面図

(南館)改修前・改修後

1. 図中の特記なき機器及び配管・配線は全て更新とする。

注記

図中、細破線の機器及び配管・配線は既設再使用とする。2.

凡例及び配線種別については別図（改修後凡例）参照のこと。3.

1.

注記

図中、細破線の機器及び配管・配線は残置とする。2.

凡例及び配線種別については別図（改修前凡例）参照のこと。3.

図中の特記なき　　　印の機器及び配管・配線は全て撤去後更新とする。

Ｓ

ＳＳＳ Ｓ Ｓ

123

4

5

6

ACP

S-4

ACP

S-3

ACP

S-2
ACP

S-5

ACP

S-1

ACP

S-1

ACP

S-1

ACP

S-6

ACP

S-6

ACP

S-1

ACP

S-7

Ｓ

8

Ｓ

ACP

S-6

ACP

S-6

1L-1WC
改修済

L-1

1L-1WC

AC

MM

AC

MM

改修済

MM

AC

MM

AC

KP-3
L-1

AC

MM

AC

MM

MM

AC

AC

MM

警報 IV2□×5 (25)

KP-3
SL-1

AC

MM

AC

MM

MM

AC

MM

AC

MM

AC

AC

MM

L-6 （焼物用）

MMC MMC

SP-1

IV14×2(25)

x2

SS-1 SS-1 SS-1

SS-3 SS-4

SS-2

32

(SP-1)

(SP-1)

(SP-1)
(SP-1)

(SP-1)

(SP-1)(KP-3)
(KP-3)

(KP-3)

以降配置図参照

32
WP

32
WP

以降北館１階平面図参照

32

系統図参照

3232 32

(既設空調電源)(残置）
CV14□-3C(G36)

(北館屋上経由）

（改修）

（改修）

IV2□×5 (25)

IV2□×5 (25)

以降北館１階平面図参照

以降配置図参照
21
WP

EM-CE5.5□-4C(1CE)（ﾐｽﾄ装置）

SS-5

99



図面番号

設計年月

工事名

縮  尺

令和

年度

図面の名称

E-  

令和3年2月豊明市　行政経営部　公共施設管理室

（仮称）多世代交流館整備 工事設計図

国庫補助事業

３

南館 改修前 2階平面

南館 改修後 2階平面

A1:1/100 A3:1/200

030幹線・動力設備 ２階平面図

(南館)改修前・改修後

11

SL-4

SL-2

EH

L-4

MMA

AC

MMA

AC

L-2

MMA

AC

MMA

AC

32

（改修）

（残置）

(L-2)

（改修）

（既設）

(SL-2)
(SL-2)

IV2□×5 (25)



図面番号

設計年月

工事名

縮  尺

令和

年度

図面の名称

E-  

令和3年2月豊明市　行政経営部　公共施設管理室

（仮称）多世代交流館整備 工事設計図

国庫補助事業

３

南館 改修前 3階平面

南館 改修後 3階平面

A1:1/100 A3:1/200

031幹線・動力設備 ３階平面図

(南館)改修前・改修後

7

SL-3

L-5

KP-4

KP-4-1

AC

AC

MMA

AC

MMA

AC

MMA

AC

MMA

AC

AC

AC

MMA

AC

MMA

AC

MMA

AC

MMA

AC

L-3

(KP-4) (KP-4)

(KP-4) (KP-4)

SL-5

KP-4

KP-4-1

MMA

AC

MMA

AC

MMA

AC

MMA

AC

MMA

AC

MMA

AC

(KP-4) (KP-4)

(KP-4)

AC

AC

AC

AC

(KP-4-1)

(KP-4-1)

(KP-4-1) (KP-4-1)

(KP-4-1)

(KP-4-1)

(KP-4-1) (KP-4-1)

15
WP

15

（残置）

（残置）

（残置）

（改修）

（既設）

（改修）
（既設）

（既設）

IV2□×5 (25)



図面番号

設計年月

工事名

縮  尺

令和

年度

図面の名称

E-  

令和3年2月豊明市　行政経営部　公共施設管理室

（仮称）多世代交流館整備 工事設計図

国庫補助事業

３

南館 改修後 屋上平面

南館 改修前 屋上平面

A1:1/100 A3:1/200

032幹線・動力設備 屋上平面図

(南館)改修前・改修後

消火用補給水槽

Ｓ

ACP

S-8

LF3

x2

SS-5

IV2□×5 (25)



図面番号

設計年月

工事名

縮  尺

令和

年度

図面の名称

E-  

３
（仮称）多世代交流館整備
国庫補助事業

工事設計図

豊明市　行政経営部　公共施設管理室 令和3年2月

A4

A2

A1 3.9

2.1m 2.3m 2.4m 2.5m 2.7m

四角配置

直線配置

単体配置

器具取付高さ(m)

3.8

8.5

6.9

9.2

7.4

2.8m

4.0

9.4

7.6

4.0

9.6

7.8

3.6

10.1

8.3

3.2

10.3

8.57.2

8.9

3.9

2.2m

A4

A2

A1

四角配置

直線配置

単体配置

器具取付高さ(m)

A4

A2

A1

四角配置

直線配置

単体配置

器具取付高さ(m)2.1m 2.2m

4.2

9.3

7.4

4.4

9.6

7.7

4.9

11.3

9.1

4.8

11.1

8.9

4.7

10.8

8.7

4.5

10.0

7.9

4.6

10.2

8.2

4.7

10.6

8.4

6.6

14.4

10.9

6.4

14.0

10.6

6.3

13.5

10.2

5.9

12.7

9.6

6.1

13.1

9.9

5.7

12.2

9.2

2.6m

4.0

9.9

8.1

保守率0.92 埋込穴φ100 非常灯評定番号:LALE-004 保守率0.92 埋込穴φ100 非常灯評定番号:LALE-004 保守率0.92 埋込穴φ100 非常灯評定番号:LALE-006

2.3m 2.4m 2.5m 2.6m 2.7m 2.8m2.3m 2.4m 2.5m 2.6m 2.7m 2.8m3.0m

2.8

10.1

8.9

3.0m

4.9

11.9

9.6

3.0m

6.9

15.2

11.6

3.5m

7.4

17.0

13.2

3.8m

7.7

18.0

14.1 A4

A2

A1

四角配置

直線配置

単体配置

器具取付高さ(m) 2.1m 2.2m 3.2m3.0m2.8m2.5m 2.6m 2.7m

4.2

9.3

4.4

9.6

7.4 7.7

4.7

10.6

4.7

10.8

4.8

11.1

4.9

11.3

8.4 8.7 8.9 9.1

4.9

11.9

9.6

4.9

12.4

10.1

保守率0.92 φ155 非常灯評定番号:LALE-004

3.5m

4.6

12.9

10.7 A4

A2

A1

四角配置

直線配置

単体配置

器具取付高さ(m)

保守率0.92 φ155 非常灯評定番号:LALE-006

2.3m 2.4m 2.5m 2.6m 2.7m 2.8m

：公共施設型番公

直付　笠なし型

照 明 器 具 姿 図

ＬＳＳ１－２－１５ ＬＮ

Ａ

公ＬＥＤ１１.６Ｗ

公

Ａ６９０

パナソニック参考型番（同等品）Ｐ

ＬＳＳ１－４－３０ ＬＮ

Ｐ ＸＬＸ４６０ＭＥＮＴＲＺ９ 同等品

１６００Ｌｍ

ＬＥＤ２０.６Ｗ ３２００Ｌｍ

直付　富士型　（防水型）

ＬＥＤ１１.６Ｗ １５２０Ｌｍ ＬＳＳ９ＭＰ/ＲＰ－２－１４ ＬＮ公 ＬＥＤ２０.８Ｗ ３０００Ｌｍ ＬＳＳ９－２－３０ ＬＮ公

埋込ダウンライト

ＬＥＤ１２.４Ｗ １６９５Ｌｍ ＬＲＳ１－１３ ＬＮ公

Ｃ ミラーライト

埋込ダウンライト（センサー付）

ＬＥＤ４.６Ｗ ６２５Ｌｍ ＬＤＳ１-ＬＲＳ１－０５ ＬＮ公

ＬＥＤ２０.６Ｗ ３２００Ｌｍ ＬＳＳ９－４－３０ ＬＮ公

Ｙ=２.０ｍ

器具取付高さ １.５ｍ ２.０ｍ ２.５ｍ ３.０ｍ ４.０ｍ ５.０ｍ１.０ｍ

２ ｌｘ

１ ｌｘ

Ｙ=１.５ｍ

４.５ｍ ９.５８.５７.４６.７６.１

４.８ｍ ９.７８.６７.５６.９６.３５.６

５.４

Ｘ＋

２ ｌｘ

１ ｌｘ

３.４ｍ ４.７４.１ ５.９ ６.９５.３ ７.６

Ｙ=１.０ｍ

３.７ｍ ７.７７.２６.１５.６５.０

Ｘ＋ ３.８ｍ ７.９７.３６.３５.７５.２４.５

４.３

Ｘ   

Ｘ＋

２ ｌｘ

１ ｌｘ ４.９ｍ ６.４５.７ ７.７ ８.８７.１ ９.８
階
段
配
置

保守率０.９２

階段通路誘導灯（ＬＥＤひとセンサー段調光）

避難口誘導灯 室内通路誘導灯避難口誘導灯

Ｘ   

Ｘ   

Ｂ級・ＢＨ形（天井付） ＳＨ１－ＦＳＦ２０－ＢＨ（電池内蔵）

（電池内蔵） Ｂ級・ＢＨ形（壁付） ＳＨ１－ＦＢＦ２０－ＢＨ

（電池内蔵） Ｂ級・ＢＨ形（天井付）（片面） ＳＨ１－ＦＳＦ２０－ＢＨ

Ｂ級・ＢＨ形（天井付）（電池内蔵） ＳＴ１－ＦＳＦ２２－ＢＨ

（電池内蔵） Ｂ級・ＢＨ形（天井付）（両面） ＳＴ１－ＦＳＦ２３－ＢＨ

（電池内蔵） Ｂ級・ＢＨ形（天井付）（両面） ＳＨ１－ＦＳＦ２１－ＢＨ

Ｂ級・ＢＨ形（壁付）（電池内蔵） ＳＴ１－ＦＢＦ２２－ＢＨ

非常灯評定番号：ＬＡＬＥ-０１５

国土交通大臣認定番号：３ＡＥ-１０８２

光源の種類

端子部の材料

器具内の電線

ＬＥＤ

ポリカーボネート樹脂

架橋ポリエチレン
絶縁電線

光源の種類

端子部の材料

器具内の電線

ＬＥＤ

ポリカーボネート樹脂

架橋ポリエチレン
絶縁電線

光源の種類

端子部の材料

器具内の電線

ＬＥＤ

ポリカーボネート樹脂

架橋ポリエチレン
絶縁電線

Ｙ 埋込非常用照明

Ｙ１ ＬＥＤ　２３０ｌｍ

NNFB90605J

Ｙ 埋込非常用照明

ＬＥＤ　３７０ｌｍＹ２

Ｙ 埋込非常用照明

ＬＥＤ　１０５０ｌｍＹ３

公

公 公

公 公

公

公

ＰK1-LRS11-1

(電池内蔵)非常時のみ点灯

K1-LRS11-2 NNFB91605JＰ

(電池内蔵)非常時のみ点灯

K1-LRS11-3 NNFB93605JＰ

(電池内蔵)非常時のみ点灯

光源の種類

端子部の材料

器具内の電線

ＬＥＤ

ポリカーボネート樹脂

架橋ポリエチレン
絶縁電線

Ｙ 直付非常用照明

ＬＥＤ　３７０ｌｍＹ５ (電池内蔵)非常時のみ点灯

NNFB91005JＰ

埋込下面開放（調光タイプ）

ＬＥＤ４３.１Ｗ ６９００Ｌｍ Ｃ８８ ＬＥＤ１１.２Ｗ ８８０Ｌｍ Ｐ ＮＮＮ１２２９５ＬＥ１ 同等品

ウォールライト（防湿・防雨型）

ＬＥＤ１０.２Ｗ １０２０Ｌｍ ＬＢＦ３ＭＰ/ＲＰ-２-０６ ＬＮ公

ＸＬＦ４３３ＰＴＮＣ-LE9ＰＬＥＤ２２.６Ｗ ２９８０Ｌｍ

Ｚ

Ｚ２９８

（電池内蔵）

ＬＥＤ１９.１Ｗ ２２１０Ｌｍ 公 ＬＢＦ３ＭＰ/ＲＰ-４-２０ ＬＮ

Ｐ ＮＴＳ０３５１１ＷＲＺ１ 同等品

Ｂ ＬＥＤ スポットライト

Ｂ２０７ ＬＥＤ２６.６Ｗ ２０７０Ｌｍ Ｐ ＮＫ２３０９１

ＰｉＰｉｔ＋ハンディライコン

ＬＥＤ街路灯　水銀灯２５０形相当

ＬＥＤ６０．０Ｗ ６０００Ｌｍ ＬＳＴ１－６０ ＬＪ公

ＰｉＰｉｔ調光、一般タイプ、６９００ｌｍタイプ
消費電力４３．５Ｗ、定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ
通信周波数　９２０ＭＨｚ帯、約５～１００％連続調光型
本体：鋼板（高反射白色粉体塗装）
ライトバー（カバー）：ポリカーボネート（乳白）
光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）
昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３、電源装置はライトバー側に内蔵

スリムタイプ、５０００Ｋ、Ｒａ９５、美光色タイプ
器具光束８８０ｌｍ、消費電力１１．２Ｗ、電圧１００Ｖ
カバー：プラスチック（乳白）
壁面（縦・横向き）・天井面取付専用
幅４００・高３８・出しろ７６

ＬＥＤ内蔵＜ワンコア（ひと粒）タイプ＞、電源ユニット内蔵
可変配光型、一般光色タイプ、狭角～広角　配光調整機能付
１００Ｖ配線ダクト取付型
４０００Ｋ、Ｒａ８５、光源寿命：４００００時間（光束維持率７０％）
出荷時（１７°）器具光束：２０７０ｌｍ、消費電力：２６．６Ｗ
電圧：１００Ｖ、首振角度約９０度、水平回転角度３６０度
灯具：アルミダイカスト（ホワイトつや消し仕上）

Ｄ ブラケット

Ｄ１５ ＬＥＤ４.３Ｗ １５０Ｌｍ Ｐ ＬＧＢ８７００２Ｚ 同等品

避難口誘導灯(誘導音付点滅形)

Ｂ級・ＢＬ形（天井付） ＳＨ１－ＦＳＦ２０ＡＦ－ＢＬ（電池内蔵） 公

誘導灯信号装置

ＦＦ９００２４ＫＰ 同等品誘導音＋点滅用(1回路)

同等品

直付　富士型

光源の種類

端子部の材料

器具内の電線

ＬＥＤ

ポリカーボネート樹脂

架橋ポリエチレン
絶縁電線

Ｙ 直付非常用照明

ＬＥＤ　１０５０ｌｍＹ６ (電池内蔵)非常時のみ点灯

NNFB93007JＰ

一般タイプ、１６００ｌｍタイプ

消費電力１１．６Ｗ、定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ
本体：ステンレス（高反射白色粉体塗装）

防湿型・防雨型ライトバー：ポリカーボネート（乳白）
＋アクリルコーティング
光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）
ＩＰ２３防湿型、昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３

電源装置はライトバー側に内蔵

反射笠付（防湿・防雨型）

ＬＥＤ１１.６Ｗ １６００Ｌｍ

Ｅ

Ｐ XLW213KENZ-LE9 同等品Ｅ１６０Ｗ

電球色（２７００Ｋ）、Ｒａ８０

器具光束１５０ｌｍ、消費電力４．３Ｗ、電圧１００Ｖ
上面パネル下面カバー付、ツマミネジ方式
木製（ダークブラウン）
Ｗ＝１１０　Ｈ＝１１０　出しろ１１０

A4

A2

A1

四角配置

直線配置

単体配置

器具取付高さ(m) 2.1m 2.2m

5.2

10.9

8.5

5.3

11.3

8.8

5.5

11.8

9.1

5.6

12.2

9.4

5.8

12.6

9.7

5.9

13.0

10.1

6.0

13.4

10.4

6.1

13.8

10.7

非常灯評定番号:LALE-008保守率0.92 埋込穴φ150

埋込非常用照明(防湿型)

LED 1050Lm (電池内蔵)非常時のみ点灯

NNFB93716JP

Ｙ４

Ｙ

光源の種類

端子部の材料

器具内の電線

ＬＥＤ

ポリカーボネート樹脂

架橋ポリエチレン
絶縁電線

公 ＬＳＳ１－４－３７ ＬＮ

ＬＥＤ３２.５Ｗ ４９４０Ｌｍ 公 ＬＳＳ９ＭＰ/ＲＰ－４－４６ ＬＮ

ＬＥＤ２５.０Ｗ ４０００Ｌｍ ＬＳＳ９－４－３７ ＬＮ公

ＬＥＤ３１.９Ｗ ５２００Ｌｍ ＬＳＳ９－４－４８ ＬＮ公

ＬＳＳ９－４－６５ ＬＮ公ＬＥＤ４３.１Ｗ ６９００Ｌｍ

ＬＥＤ１５.５Ｗ ２０７５Ｌｍ 公 ＬＲＳ１－１７ ＬＮ ＬＥＤ７.４Ｗ １０３５Ｌｍ ＬＤＳ２-ＬＲＳ１－０８ ＬＮ公

ＬＥＤ４３.１Ｗ ６９００Ｌｍ 公 ＬＳＳ１－４－６５ ＬＮ

ＬＥＤ２５.０Ｗ ４０００Ｌｍ

溶融亜鉛メッキ後
ポリエステル樹脂粉体焼付塗装

一般埋込ポール（４.５ｍ）

※外灯基礎（1100×1100×1300Ｈ）本工事

※ 非常用照明兼用型

３個納品

5.0

10.9

8.8

5.6

12.0

9.6

6.5

14.2

11.2

6.9

15.3

12.0

7.4

16.3

12.8

7.8

17.2

13.5

8.1

18.1

14.3

8.4

19.9

15.7

4.0m3.5m 5.0m 5.5m 6.0m 6.5m 7.0m 8.0m3.0m

4.5

9.8

8.0
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A1:N,S A3:N,S

照明器具姿図（改修後）



図面番号

設計年月

工事名

縮  尺

令和

年度

図面の名称

E-  

３
（仮称）多世代交流館整備
国庫補助事業

工事設計図

豊明市　行政経営部　公共施設管理室 令和3年2月

北館 改修前 1階平面

北館 改修後 1階平面

A1:1/100 A3:1/200

034
(北館)改修前・改修後

電灯設備 １階平面図

特別展室 CH=3000

FL40Wx2（露出）

ｽﾎﾟｯﾄﾗｲﾄ 17

6 撤去

撤去

CH=3000

FL40Wx2（露出）

22

6 撤去

撤去

CH=3000

FL40Wx2（露出）

6

6 撤去

撤去

CH=3000

FL40Wx2（露出）

2

6 撤去

撤去

FL40Wx2（露出）

2

3 撤去

撤去

CH=3000

FL40Wx2（露出） 5 撤去

CH=3000

FL40Wx2（露出）

2

6 撤去

撤去

CH=3000

FL40Wx2（露出）

2

6 撤去

撤去

CH=3000

FL40Wx2（露出） 8 撤去

保健室特別支援室備品室特別支援室収蔵室豊明の歴史

CH=2700

FL40Wx2（露出） 3 撤去

CH=2800

FL40Wx2（露出） 4 撤去

昇降口配膳室

直天

FL40Wx1（露出） 1 撤去

4

2 撤去

撤去

通路ポンプ室 CH=2800

FL40Wx1（露出）

FL40Wx2（露出）

直天

FL20Wx2（露出） 1 撤去

階段Ａ

FL40Wx2（露出） 1 撤去

廊下 CH=2700

FL20Wx1（露出） 8 撤去

CH=3000

ｽﾎﾟｯﾄﾗｲﾄ ｽﾎﾟｯﾄﾗｲﾄ

農家の暮らし

FL40Wx1（Ｐ吊）

特別支援室

FL40Wx1（Ｐ吊） FL40Wx1（Ｐ吊）

CH=2400

ﾌﾞﾗｹｯﾄ 1 撤去

ﾕﾆｯﾄｼｬﾜｰ

FL40Wx1（Ｐ吊）

CH=2700

FL40Wx1（露出） 1 撤去

CH=2700

撤去

撤去

男子便所女子便所

FL20Wx1（露出） 1 撤去

FL40Wx1（露出）

FL20Wx1（露出） 1

1FL20Wx1（露出）

7

1 撤去

撤去

外壁

ﾌﾞﾗｹｯﾄ

屋外階段Ａ

1 新設

CH=3000

2 新設

CH=2700

16 新設

CH=3000

6 新設 新設 1 新設

CH=3000

2

6 新設

新設

児童便所職員便所指導訓練室Ａ指導倉庫 CH=3000廊下N1A・通路 指導訓練室Ｃ

CH=2700

1 新設 CH=2700

新設

ﾄｲﾚＡ

職員便所

2

新設

遊戯室

CH=3000

4 新設 10 新設

外壁言語訓練室

CH=2700

8 新設

CH=2800

2 新設

静養室指導訓練室Ｄ

直天

1 新設 2 新設

前室ポンプ室 CH=2800

2 新設

風除室

8 新設

廊下N1B CH=2700

CH=2400

1 新設

ﾕﾆｯﾄｼｬﾜｰ

親子室 CH=3000

10 新設

CH=3000

2 新設

CH=3000

2 新設 CH=3000

6 新設

指導訓練室Ｂ
相談室Ａ 相談室Ｂ

CH=2700

7 新設

調理室(1)

CH=2700

新設

調理員便所

1

CH=2700

新設

食品庫

1CH=2700

新設

多目的便所

2

直天

1 新設

アラーム弁室

LSS1-2-15 LN

CH=3000

LSS9-4-65

LSS1-4-65

LSS9-4-48 LSS9-4-48
LSS9-4-65

LSS9-4-65LSS1-2-15 LSS9-4-65 8

LSS9-4-65 8

CH=2700

LDS2-LRS1-08

LRS1-13

LDS1-LRS1-05

LRS1-17

LRS1-13

LRS1-13

LSS9-4-30

LSS9MP/RP4-46

CH=2700

1 新設

検収室

LSS9-4-65 LSS9-4-48

LSS9-4-65 LSS9-4-65

LSS1-4-30

LSS1-2-15

LSS1-2-15

1 新設

ＥＶロビー CH=2500

LRS1-17

4 新設

玄関 CH=2700

LSS1-2-15

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

1. 図中の特記なき機器は全て更新とする。

注記

図中の配管・配線は全て更新とする。2.

凡例及び配線種別については別図（改修後凡例）参照のこと。4.

1. 図中の特記なき機器及び配管・配線は全て撤去後更新とする。

注記

図中細破線の配線は撤去とし配管は残置とする。2.

凡例及び配線種別については別図（改修前凡例）参照のこと。3.

Ｊ

Ｊ

Ｊ Ｊ Ｊ Ｊ Ｊ Ｊ

Ｊ

Ｊ

Ｊ Ｊ

3. 図中細破線の配線は入線替えとし配管は既設再使用とする。

13

2

17

5

Ｆ

9 新設

事務室 CH=2800

LSS9-4-65

4

LSS9-2-30 1 新設

LSS9-2-30 1 新設

2 新設

女子ロッカー室

LSS9-4-30 1 新設

男子ロッカー室

LSS9-4-48

直天

6

7

2

7

1

3

5

6

4
7

Ｓ

LDS2-LRS1-08

LSS1-2-15

LRS1-13

(ｶﾞｰﾄﾞ付）

新設

幼児用ﾄｲﾚ2

CH=3000

1 新設

幼児用ﾄｲﾚ1

CH=3000

LSS9-4-65

LSS9-4-65 1

(ｶﾞｰﾄﾞ付）

(ｶﾞｰﾄﾞ付）

(ｶﾞｰﾄﾞ付）
(ｶﾞｰﾄﾞ付）

LBF3MP/RP-2-06 LBF3MP/RP-2-06

１階の廊下から各居室間を貫通する部分は防火区画貫通処理

（国土交通大臣認定工法）を施すこと。

6.

12

1

CV3.5□-3C(22) 地中埋設

CE5.5□-3C(既設管内) 地中埋設

32

分電盤から第一ボックスまではEEF2.0とする。5.

L

MM

L

L

防水ｶﾊﾞｰ付

3

MMB BP

BP
BP

BP3

MMB
3x3

MMB
L

3x2 3x2

MMA

3x2

L-1

NL-1

L
L

L

LL

MMA

L
LL

5 4

LLLLL

L

L

MMBMMB 4 4 4

F3

Lx2 L

F

C

A
C

L

L

3

レースウェイ（40×30）

3

L

MMA

L

MMA

BP

(ｲ)(ﾛ)

(ﾊ)(ﾊ)

(ｲ)(ﾛ)

(ﾊ)

(ｲ)(ﾛ)

(ﾊ)

(ｲ)(ﾛ)

(ﾊ) (ﾊ) (ﾊ) (ﾊ)

(ｲ)(ﾛ)

(ｲ)(ﾛ)(ﾊ)

(ﾆ)

5

(ｲ)(ﾛ)

(ﾊ) (ﾊ)

BP

屋外灯へ

屋外灯へ

EEF1.6-2C(FEP30) 地中埋設

Ｈ=３０００

(E-101)詳細図参照

LK LK LK LK LK LK LK LK LK LK LK LK LK LK LK

LK

LK LK

LK

LK

LK



図面番号

設計年月

工事名

縮  尺

令和

年度

図面の名称

E-  

３
豊明市　行政経営部　公共施設管理室

（仮称）多世代交流館整備
国庫補助事業

工事設計図

令和3年2月

北館 改修前 2階平面

北館 改修後 2階平面

A1:1/100 A3:1/200

035
(北館)改修前・改修後

電灯設備 ２階平面図

図書室 CH=3000

FL40Wx2（露出） 20 撤去

CH=3000

FL40Wx2（露出） 2 撤去

CH=3300

FL40Wx2（露出）

24

8 撤去

撤去

CH=2700

FL40Wx2（露出）

2

1 撤去

撤去

FL20Wx1（露出） 1 撤去

CH=3000

FL40Wx2（露出） 6 撤去

CH=3000

FL40Wx2（露出） 3 撤去

用度室A・B会議室前室放送室スタジオ司書室 CH=2700 配膳室 CH=2700

FL40Wx2（露出） 2 撤去

直天

FL20Wx2（露出） 2 撤去

CH=2800

FL40Wx6（埋込） 2 撤去

CH=2400

FL40Wx2（露出） 1 撤去

印刷室校長室階段Ａ

ｽﾎﾟｯﾄﾗｲﾄ FL40Wx1（露出）

CH=3000

FL40Wx2（露出） 3 撤去

男女ロッカー室

CH=2700

FL40Wx1（露出） 1 撤去

CH=2700

撤去

撤去

男子便所女子便所

FL20Wx1（露出） 1 撤去

FL40Wx1（露出）

FL20Wx1（露出） 1

1

CH=2700

FL40Wx1（露出） 2 撤去

CH=2700

撤去

男子職員便所女子職員便所

FL40Wx1（露出） 2

CH=2700

FL20Wx1（露出） 8 撤去

廊下

LED（LSS9-4-30） 1

CH=2400

1 撤去

CH=3000

FL40Wx2（露出） 17 撤去

職員室給湯室

LED（LSS9-4-65） 1

FL20Wx2（露出）

直天

FL20Wx1（露出） 1 撤去

ポーチ

ＦＦＦＦ

プレイルーム CH=3000

16 新設

CH=3000

2 新設 3 新設

CH=2700

2 新設

相談室Ｂ

倉庫授乳室A,B,C

CH=2700

新設

通路２Ｃ

2

CH=2700

19 新設

廊下N2A,B,C

8 新設

CH=2700

3 新設

CH=3000

2 新設

男子ロッカー室相談室CH=2700 CH=2700

LSS1-2-15 4 新設

通路N2

CH=2700

新設

トイレＣ

2

印刷室 CH=2700

6 新設 1 新設

CH=2800

1 新設

CH=2400

29 新設

総合受付・事務室給湯室ＥＶロビー

CH=2400

2 新設

CH=3000

1 新設

風除室書庫直天

1 新設

ポーチCH=3000

新設

ｽﾀｯﾌﾙｰﾑ兼救護室

2

CH=3000

新設

女子ロッカー室

2

多目的ルーム

2 新設

CH=2700相談室Ａ

CH=2700

新設

職員便所×３

3

直天

1 新設

アラーム弁室

LSS1-2-15 

事務室Ａ CH=3000

3 新設

屋外階段Ａ

2 新設

LSS9-4-65

LSS9-4-65

2 新設

CH=3000

2 新設LSS9-4-65

LSS9-4-48

LRS1-17

LSS1-2-15

LSS1-4-30

LSS9-4-48

LSS9-4-65

LSS9-4-48

LSS9-4-37

CH=2700

2 新設

児童便所

LRS1-17

LDS1-LRS1-05 1 新設

CH=2700

新設

多目的便所×２

4LRS1-17

LSS9-4-65

LSS9-4-37

LRS1-17

LSS9-4-48 LSS9-4-37LRS1-17

LDS2-LRS1-08

LSS9-4-30

LSS1-4-30LSS9MP/RP-2-14

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｊ

Ｊ

Ｊ Ｊ Ｊ

Ｊ

ＪＪ

Ｓ

1

24

3

4

7

5

6

Ｆ

Ｆ

Ｆ

CH=2700

撤去

通路2A

FL20Wx1（露出） 1

撤去

撤去

直天

LSS9-4-37

CH=2700

新設

トイレB

4LSS9-4-30

CH=2700

1

7

2

3

4

6
7

Ｓ

LSS1-2-15 

LDS2-LRS1-08

LBF3MP/RP-2-06

(ｶﾞｰﾄﾞ付） (ｶﾞｰﾄﾞ付）

Ｓ

6

Ｊ Ｊ
5

事務室Ｂ

19

2

L-5

L-2

×6 ×6

×6×6

MML L L

便座用(MM)

LED

PS PS PS PS PS PS

PS PS PS PS PS PS

PS PS PS PS PS PS

LED

3

3

L L

便座用(MM)

BP

BP

BPMMA MMB MMB
L3x2

MMB

3 MMA

MMB
3x3

MMB

MMA

MMB

MMA

NL-2

MMAL

L

L

LL

L

LL

L

4
L

L

ミニキッチン付属

L

MMAMMA

6
L

L

MMA MMA

BP
5

(ｲ)(ﾛ)(ﾊ)(ﾆ)

(ﾎ)

レースウェイ（40×30）

レースウェイ（40×30）

(ｲ) (ﾛ)

(ﾊ) (ﾊ)

F3

A

C

C

(ﾆ) (ﾊ) (ﾛ) (ｲ)

(ﾎ)

L

6

Ｈ=３０００

Ｈ=３０００

BP

BP

MMA

MMA

MMA

MMA

MMA

LK LK LK LK LK LK LK LK LK LK LK

LK
LK LK

LK
LK LK

LK






































































































































